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第一章　準決勝第一試合







「──なるほど。カミラ様が気にかけているだけはありますね、沙さ々さ宮みや紗さ夜や」

　土煙の中からゆっくりと立ち上がったリムシィは、そう言って髪をばさりと掻かき上げた。

　紗夜が放った光弾は間違いなく直撃だったはずだが、その様子からはまるでダメージが感じられない。

　が、よく見ればリムシィがその手に持っていた巨大な銃型煌式武装ルークスが潰つぶれるようにひしゃげている。どうやらとっさにそれを盾にして防いだようだ。

　ということは、やはりリムシィにはアルディのような防御障壁を展開する機能はないらしい。

　その外見からも察せられたが、おそらくリムシィは機動力に特化した遠距離攻撃型で、アルディは防御力に特化した近接戦闘型なのだろう。

「その極めて不安定な煌式武装を、あれだけの精度でコントロールする技術には感服いたします。しかも私の攻撃を完全に見切った上での、これ以上ないタイミングでした。大したものです」

　変わらぬ落ち着いた口調と冷ややかな表情で、リムシィが言う。

「先ほどあのデカいのに綺き凛りんが言っていたことと同じ。おまえの攻撃は正確で完かん璧ぺきな予測に基づいている。でも、だからこそ対応しやすい」

「……いいでしょう。この屈辱を味わうことができるのも、マスターが私たちに人格と心を与えてくださったが故ゆえ。その言葉、確かに刻みました」

　紗さ夜やがヴァルデンホルトの砲口をリムシィに向けたまま素っ気無く答えると、リムシィはほんのわずか眉まゆを寄せ、手に持った煌式武装ルークスの残ざん骸がいを投げ捨てた。

　同時にその背中に背負った大型ユニットが起動し、高音を響かせながら緑色の光を放つ。

「なればこそ、私も全力で応じましょう」

　リムシィがそう言うと右手に再び銃型の煌式武装が現れ、その身体からだがふわりと浮き上がった。そして一際大きく緑色の光が膨ふくれ上あがったかと思うと、リムシィは猛もう烈れつな速度で宙へと舞い上がる。

『おおーっと、リムシィ選手が飛んだー!?　飛びました！』

『あー、あの背中のは飛行ユニットだったんッスねー。飛行能力者はそれほど珍しいわけでもないッスけど、空中で自由に十全な戦闘を行えるだけの鍛たん錬れんを積んでる選手となると話は別ッスね』

　紗夜は実況と解説の声を聞きながら、リムシィの姿を目線で追った。

　確かに《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の中には能力の応用で飛行できる者もいるし（実際にユリスもそうだ）、リムシィの飛行ユニットほどの大きさがなくても個人用の飛行モジュールは実用化されている。

　だが解説の言葉通り、それが戦闘で使い物になるかどうかはまた別の話だ。無論、相手より高い位置取りをすることは基本的には有利に働くが、地上での《星脈世代ジエネステラ》の動きに対応できなければそんなアドバンテージは意味がない。

　──しかし。

「……っ！」

　空中でのリムシィの機動力はまさしく圧倒的だった。鳥のように、という形容すら生ぬるい。緑色の噴射光が空中に描く軌跡を追うのが精一杯だ。

「では、行きますよ」

　緑の直線が空中を横切ると同時に、文字通り雨のように光弾が降り注ぐ。

　紗夜はそれをかわしながらなんとか狙ねらいをつけようとするものの、すでにそこにはリムシィの姿はなかった。

　空中を駆けるリムシィの動きを捉とらえることはほぼ不可能に近く、加えておよそ人間には耐えられないようなその急制動と急加速が予測射撃を困難にしている。

「……これは厄介」

　そう言いながらも、紗夜は薄く笑っていた。

　そうだ。こうでなければ意味がない。カミラ・パレートの信念の形がこの人形たちが振るう武器なのだとすれば、それらを全すべて父の武器で打破した上で勝利を収める。

　そのために紗さ夜やはここまで勝ち上がってきたのだ。

「──《バースト》」

　小さくつぶやき、星辰力プラーナをマナダイトへ注ぎ込む。同時にヴァルデンホルトの砲口に膨大なエネルギーが集約され、限定的な力場を形成する。光り輝くそれはまるで盾のようにリムシィが放った光弾を弾はじき返かえした。

　そのまま力場が崩壊する限界ギリギリまで維持しながら、紗夜は照準を定める。

「……ここっ」

　右の砲身から巨大な光弾を撃ち出すと、それは向かい来るリムシィの弾をあっさりと飲み込んだ。紗夜のヴァルデンホルトとリムシィの使う銃とでは出力が違いすぎるのだ。

　リムシィは空中で体を捻ひねりながらそれを回避したが、そのタイミングで紗夜はもう一つの光弾を左の砲身から発射した。

　空中での機動性がいかに高くとも、こちらの照準を意識させた上で回避行動を取らせればある程度動きを限定させることができる。あとはそこを狙ねらい撃ちすればいい。

　これも先ほど綺き凛りんが言っていたことと同じだ。リムシィはこちらの攻撃動作に対する反応が的確だからこそ誘ゆう導どうしやすい。

　実際、紗夜の放った光弾は直撃コースだった──が。

　その直前で鈍い炸さく裂れつ音おんが響き、紗夜の光弾は爆発四散した。

「むっ……？」

　その光景に紗夜は思わず眉まゆを寄せる。

　リムシィの使用していた煌式武装ルークスの威力ではヴァルデンホルトの攻撃を迎撃するのはとても不可能なはずだ。

（一体、どうやって……？）

　警戒したまま目を凝らす紗夜。

　やがて爆風が晴れると、そこには大きく左腕を前へと突き出したリムシィの姿があった。が、その左腕は肘ひじから先の部分が巨大な砲身へと変形している。華きや奢しやなリムシィの身体からだには不釣り合いなほどの巨砲は、まるでその部分だけが異い形ぎようの化け物と化したかのようだ。

「私がただ空を飛ぶだけしか能がないお人形だとでも思いましたか？　あの皮ひ相そう浅せん薄ぱくな木で偶くの坊ぼうでさえ防御障壁という絶対の盾を与えられているのです。私とて、それなりのものをマスターから授けられていても不思議ではないでしょう？」

　リムシィの口調は淡々としたものだったが、その中にはどこか誇ほこらしげな色が混ざっていた。

「……それなりのもの、か」

　紗さ夜やはそうつぶやきながら、照準モニターに映し出されたデータを素早くチェックする。エネルギーの流れから見ても、あれは手持ちの武装ではなくリムシィの内蔵兵器なのだろう。つまりそのエネルギーはリムシィの動力源である並立処理された複数のマナダイトから供給されているはずだ。だとすれば確かにヴァルデンホルトを相殺するだけの出力をはじき出したとしてもおかしくはない。

「そうですね……言うなればこのルインシャレフは絶対の矛ほこといったところですか」

　絶対の盾に絶対の矛。

　となればぜひとも両者をぶつけてみたくなるところだが──。

「……さすがに、それは厳しそう」

　ちらりと横に視線をやれば、ステージの中央付近でアルディと綺き凛りんが激しく鎬しのぎを削っていた。だがリムシィは今まで彼らが背後に来るような位置取りをしたことはないし、紗夜もまた同様だ。お互いに目の前の相手に集中しつつも、タッグパートナーにもしっかりと目を配っている。少しでも気を緩めれば、それは自分だけでなくタッグパートナーまで危険にさらすことになるのだ。

　リムシィも紗夜も後衛担当である以上、それは当然のことと言えた。

「まあ、それならそれで問題ない。力比べといこう」

　元より真っ向勝負は望むところだ。













　紗さ夜やのヴァルデンホルトとリムシィのルインシャレフ、双方の砲口にエネルギーが集中していく。

「ルインシャレフ──発射」

「……どどーん」

　次の瞬間、紗夜の両腕から放たれた二つの光弾と、リムシィの左腕から迸ほとばしった光の奔ほん流りゆうが、両者のちょうど中間地点で激突する。耳を劈つんざくような轟ごう音おんと、身体からだを吹き飛ばすような爆風が渦を巻いた。

「対消滅しましたか。やりますね」

「……それはこっちの台詞せりふ」

　爆風に髪を揺らしながら、リムシィと紗夜の視線がぶつかり合う。

　紗夜とリムシィはどこか似ていた。

　どちらもあまり表情を変えず、感情を露あらわにすることがほとんどない。しかし、その内では強く譲れない想おもいが確かな熱を発している。

「……」

　二人は無言のまま、ほぼ同時にその武器を構え直した。




　──一方で。

「はぁっ！」

「ぬぅん！」

　綺き凛りんの千せん羽ば切きりが弧を描いてアルディへと迫り、それをアルディのハンマーが跳ね上げる。綺凛は背後に回りこむようにして再度上段から斬きり落とすが、防御障壁に阻まれ、その切っ先はわずかに届かない。それでも綺凛の剣撃はほんの一瞬も途切れることなく、流れるように次の一撃へと繋つながって行く。

『さて、ステージ中央へ目をやれば、こちらでは刀とう藤どう選手の物もの凄すごい連続攻撃が続いております！　アルディ選手もかろうじて防いでいるようですが、反撃することもできないのか防戦一方だ！』

『これが噂うわさに聞く刀藤流の〝連れん鶴づる〟ッスかー。いやー、なるほどなるほど、ホントに隙すきがないッスねー』

　──〝連鶴〟。

　それは綺凛が学ぶ刀藤流の奥義であるが、ただ一つの技を指すものではない。繋ぎ手と呼ばれる型を組み合わせることにより、途切れのない完全な連続攻撃を成し得る技術こそが〝連鶴〟なのだ。

「ふはははは！　恐ろしいほどの剣の冴さえであるな、刀藤綺凛！　まさに神かみ業わざ……いやさ鬼き神じんの業！　我輩ともあろうものが、反撃の糸口さえ見み出いだすことができぬとは！」

　紙一重で綺き凛りんの猛攻を凌しのぎつつ、アルディがさも楽しそうに笑う。

「だがいいぞ、いいぞ！　これが高揚というものであるか！　堪たまらんな！　貴君もわかるであろう？　その太刀を一つ凌ぐごとに、我輩が学び、進化していることを！　素晴らしい！　貴君は最高の師である！」

　綺凛はそれには応こたえず、えぐるような突きを繰くり出した。防御障壁を掠かすめて軌道がそれた切っ先がアルディの肩を削るが──浅い。

　そのまま身体からだをくるりと回転させ、脇を締めながら円を描くように胴を薙ないだものの、その一撃はまるで予測されていたかのようにハンマーで防がれていた。

（やはり……一度見せたパターンは通じませんか）

　綺凛はわずかに眉まゆを顰ひそめたが、無論その程度では綺凛の剣は止まらない。どのような体勢、どのような状況からでも次に繋つなげることができるのが〝連れん鶴づる〟なのだから。

　ただ、確かに先ほどのアルディの言葉は真実なのだと再確認しただけだ。

　──アルディはこうして剣を交わしている間にも恐るべき速度で進化している。

　どうやらそれは間違いないらしい。

（〝九く万まん里り〟から〝葭よし原わら雀すずめ〟への連携はもう使えない……〝風ふう蘭らん〟から〝早そう乙と女め〟の繋ぎも危ない……）

　刀とう藤どう流りゆうの繋ぎ手は四十九。これらの組み合わせに基本技を組み入れれば、そのパターンは数限りない。しかし綺凛は刀を振るいながら、それが少しずつ削られていくのを実感していた。

　本来、一度見ただけの技を二度目で完かん璧ぺきに対処するなどというのは不可能に近い。綾あや斗とでさえもそんな真ま似ねは無理だろう。人というのは反復によって少しずつ学んだものを身体に覚えこませる生き物だからだ。

　が、この相手は違う。

　たった一度その攻撃のデータを得ただけで、それに対応できてしまうのだ。

（わたしも先ほどの台詞せりふを撤回しなければならないかもですね……）

　綺凛は〝連鶴〟を続けながらも小さく苦笑した。

　アルディに向かって『機械であるがゆえの弱点』を指摘したものの、この学習能力の高さは明らかに『機械であるがこその強み』だ。更に言えば足りていなかった戦闘経験を、今まさに綺凛が積ませていることになる。

　ハンマーを振るうその動きも、最初こそただ単に速く正確なだけだったものが、見る間に鋭さを増し、一撃一撃が重くなっていた。

　とはいえ、だからといって綺凛も負ける気はしていない。

　剣技以外のことは何一つ自信を持てない綺凛だったが、逆に言えば剣技だけには相応の自負を持っている。それは才能や技量に対するものではなく、今日まで日々積み重ねてきたものに対しての信頼だ。

　いかにアルディの成長速度が著いちじるしいとはいえ、近接戦闘における綺き凛りんとの実力差はまだまだ圧倒的で、そうそう埋められるものではない。

　──と。

「だがしかぁし！　いかに破格のデータを得られるとはいえ、こうまで一方的というのも少々面白くないものであるな……！」

　アルディはそう言うと無む理り矢や理りに身体からだをぶつけて綺凛を跳はね除のけ、大きくハンマーを振り上げた。

　当然、〝連れん鶴づる〟を仕掛けられている最中にそんな無む茶ちやをすれば、大きな隙すきが生じる。綺凛にとっては格好のチャンスだ。

　振り下ろされる巨大なハンマーを、刀が折れてしまわないよう受け流しながら横へと回り込む。位置的に胸の校章を狙ねらうのは難しいが、決定的な勝機なのは間違いない。

「もらいましたっ！」

　綺凛が裂れつ帛ぱくの気合を込めて千せん羽ば切きりを振り下ろす。

「ふふん！　いいぞ、存分に参られい！」

「なっ──!?」

　しかしアルディはその一撃をよけるどころか、自ら頭部を突き出すようにしてそれを受け止めた。硬い金属を斬きり付けた感触が千羽切を通して綺凛の手に伝わる。それなりの手ごたえではあったが、アルディはひるむことなく巨木のようなその腕で綺凛を振り払った。

　仕方なく綺凛も距離を取り、千羽切を構え直す。

　言うまでもなく頭部は人間ならば急所中の急所であり、無意識にでも庇かばおうとする場所だ。そこをあえて盾に使うとは──

「……随分と無茶をしますね」

　以前綾あや斗ともあえて綺凛の攻撃を受けることで〝連鶴〟から逃れたことがあったが、それとは似て非なる手段だ。根本的に人とは違う存在だからこそできる業。

「ふはははは！　確かに人の身であれば今ので勝負は決していたであろうな！　だが生あい憎にくと我輩の身体は機械！　頭部とて一つのパーツにすぎんのである！　貴君はそこを失念していたようだ！」

「……」

　実際にそのとおりだったので、綺凛には返す言葉もない。

　自ら機械としての弱点を指摘しておきながら、肝心なところで普段の常識に則のつとって動いてしまった。

「わたしもまだまだ修行が足りません……」

　綺凛は自らをそう戒いましめると、すぐに意識を切り替える。

　まだまだ勝負はこれからだ。

「さて、我輩も良いデータを頂ちよう戴だいした礼をせねばなるまいな」

　アルディはそう言いながら、頭部の傷跡を確かめるようにゆっくりと撫なでた。

　右目──に相当するであろう部分に、真まっ直すぐな刀傷が刻まれている。

「礼……？」

　綺き凛りんが訝いぶかしげに問い返すと、アルディは自慢げに胸を反そってこう言い放った。

「ふっふっふ……！　さぁリムシィ、今こそアレを披露するのである！」





＊






「──嫌です」

　が、空中で紗さ夜やと対たい峙じしていたリムシィは、高らかに叫んだアルディの方を向こうともせず、あっさりそれを斬きって捨てた。

「……なぜであるか？」

　心なしかしょんぼりとした口調でアルディが問う。

「それはこちらの台詞せりふです、このド低脳。なぜ今この状況でそんな真ま似ねをする必要があるのです。第一、その決定権は私が所有するもので、あなたにはありません」

　そう言いながらもリムシィは紗夜から視線を外さない。

　紗夜は乱れていた呼吸を整えながら、薄く笑った。

「……この期に及んで、出し惜しみ？」

「あくまで作戦です。──私はすでに本気であなたに応じているつもりですが、まだ不服ですか？」

「……まさか」

　紗夜がそう応こたえると、リムシィの左手──ルインシャレフにエネルギーが収縮していく。

「それならば結構です」

　怪物の咆ほう哮こうのような発射音と共に、紗夜を丸々飲み込んでしまいそうな程巨大な光の渦が襲ってくる。紗夜のヴァルデンホルトはまだ強制冷却中であり、迎撃は不可能だ。

　転がるようにそれを回避すると、寸前まで紗夜が立っていた地面が爆裂し、跡形もなく消し飛んだ。言うまでもなく、直撃すれば《星脈世代ジエネステラ》といえどもただではすまない。

　更に転がった先へ、リムシィが右手で構えた銃から容赦なく光弾が降り注ぐ。紗夜はヴァルデンホルトの砲身を盾にしながら、ジグザグに動いてそれを回避する。

（……わかってたけど、長引くと不利なのはこちら、か）

　ヴァルデンホルトとルインシャレフを単純な性能で比較した場合、速射性では完敗、命中精度はややこちらが上だが、これは純粋に戦闘経験からくる補正能力の差だろう。実際、リムシィはそれを徐々に修正しつつある。

　威力についてはほぼ互角──ただ、ヴァルデンホルトはまだ最大出力を出していない。もっともそれはルインシャレフも同じだろう。

「どうしました？　先ほどから逃げてばかりのようですが」

　再びリムシィの左腕にエネルギーが集約されていく。

　ルインシャレフの速射性能はヴァルデンホルトのおよそ三倍。つまり紗さ夜やが一回攻撃する間にリムシィは三回攻撃できる計算となる。ヴァルデンホルトも左右二門の砲身を持つため攻撃の多様性については改善されてはいるものの、ロボス遷せん移い方式である以上どうしても冷却のためのインターバルが必要となるのは否めないところだ。しかも使えば使うほど熱が溜たまっていくため、インターバルの時間は少しずつ長くなっていく。

　しかしそれでも紗夜は父の作ったこの煌式武装ルークスがカミラ・パレートのそれに劣おとるとは思わない。これでなければ、実現しえない一撃粉砕の破壊力。その精せい髄ずいがここに詰まっているのだ。

「……だから、それを実じつ証しようする」

　紗夜はヴァルデンホルトがスタンバイ状態に戻ったのを確認すると、複数のアンカーを射出して身体からだを固定した。

「なんの真ま似ねですか？　それでは回避行動は取れませんよ？」

「よける必要はない」

「ほう？」

　その言葉にリムシィの目がすっと細まる。

「なるほど、今までとは出力パターンが違いますね。奥の手、というわけですか」

「……」

　紗夜は無言のまま左右の砲身を重ね合わせた。

　金属同士が噛かみ合あう音がして、二つの回路が接続される。これがヴァルデンホルト本来の姿だ。

「ふふ……我ながらナンセンスだとは思いますが──いいでしょう。あなたに付き合って差し上げます。もう一度力比べと参りましょう」

　リムシィはそう言うと、ゆっくりと地上へ降り立った。おそらくは飛行ユニットのエネルギーも左腕へ回すためだろう。

「ルインシャレフ──最大出力マキシマム」

「……《フルバースト》」

　お互いの砲口に、途方もないエネルギーが集積されていく。

　紗夜の周囲に小さな稲妻のような火花が飛び交い、周囲の空間が軋きしんでいるかのように空気が振動する。

　もし少しでも星辰力プラーナのコントロールをミスれば、その途端ヴァルデンホルトは暴発し、紗さ夜やも無事ではすまないだろう。

　やがて集約されたエネルギーが限界まで高まり、まさに弾はじけるかと思われたその瞬間。

「──発射！」

「どどーん……！」

　リムシィの左腕からは渦を巻いた光の奔ほん流りゆうが、紗夜のヴァルデンホルトからは極度に圧縮された重光弾が放たれた。発射時の反動に紗夜の表情が歪ゆがみ、アンカーが軋きしむ。

　両者は先ほどと同じように中間地点で激突し、一瞬拮きつ抗こうしたかに見えたが──

「な……っ!?」

　ヴァルデンホルトの光弾は、光の奔流をあっさりと押し切り、四散させた。

　リムシィはとっさに身を翻ひるがえすが、わずかに遅い。

「──っ！」

　次の瞬間、リムシィの身体からだは巨大なドーム状の光に飲み込まれた。

　刹せつ那なの静寂の後、会場そのものを吹き飛ばすかのような大爆発が巻き起こり、荒れ狂う爆風と震動にステージを取り囲む全すべての防護壁が割れんばかりにびりびりと震え、観客席のあちこちから悲鳴が上がる。

　やがて爆風が収まると、大きくクレーター状にえぐれた爆心地にリムシィが苦く悶もんの表情で膝ひざを着いていた。その左腕は完全に破壊され、火花と黒煙を噴き上げている。あれではルインシャレフを使うことはもう不可能だろう。

（とはいえ……それ以外に大きな損傷が見当たらないのは不可解）

　直撃を避けたにせよ、あれだけの大爆発に巻き込まれたにしてはダメージが少なすぎる。

　怪け訝げんに思った紗夜が目を凝らすと、リムシィの半身を守るように薄い光の壁が揺らめいていた。

「あれは……」

「ふはははは！　間一髪であったな、リムシィよ！」

　そこへ突とつ如じよ豪快な笑い声が響き渡る。

　見ればクレーターの縁へりに立ったアルディが、どこか楽しそうにリムシィを見下ろしていた。

「さすがに完全に防ぐことはできなんだが、よもや贅ぜい沢たくは言うまいな？」

「……わかっています」

　対照的にリムシィの声はいかにも悔しそうだ。

「……なるほど。あの防御障壁、自分の周り以外にも展開できたか」

　想定外ではあったが、それならば納得できる。

　アルディが普段展開している防護障壁よりも薄く見えるのは、距離が離れていたからだろう。

「ご、ごめんなさいです、紗さ夜やさん。抑えきれませんでした」

　駆け寄ってきた綺き凛りんが、申し訳なさそうな顔で頭を下げた。

「いや。綺凛はあのデカブツ相手によくやってくれた。十分」

　紗夜は下げられた綺凛の頭を撫なでると、優しく労ねぎらう。

「倒すことはできなくても、これで一人はほぼ無力化できた。つまりこれで二対一。私たちの優位は……」

「それはどうでしょう」

　そんな紗夜の言葉を、よろよろと立ち上がったリムシィが遮さえぎった。

「……む？」

「確かにあなたが私を上回ったことは認めましょう。ですが、それは我々を上回ったということとイコールではありません」

　リムシィはそう言うと、ゆっくりとアルディを見上げる。

「アルディ、こうなった以上仕方ありません。不本意ではありますが、あなたの望み通りにして差し上げましょう」

「ふふん、そうこなくてはな！　こちらはいつでも準備万端である！」

　リムシィは小さくため息を吐つくと、大きく両手を広げた。同時にその身体からだからマナダイトの光が溢あふれ出だす。

「ＡＣＭユニット、第一外部装甲、各種煌式武装ルークスパージ……リミットコントロール委譲」

　するとリムシィの飛行ユニットと装甲板が浮き上がるようにして身体を離れ、巨大な銃型の煌式武装が複数顕けん現げんして宙に舞った。

「おおう！　きたきたきた、きたのである！　接続開始コネクトスタート！」

　そしてそれらは導かれるようにしてアルディの元へ向かうと、煌こう式しきビーコンによって位置を調整──

『おおお！　こ、これはまさかまさかまさかー!?』

　興奮した実況の声が響く中、アルディの身体から蒸気のような煙が噴き上がり、その肩けん部ぶが割れるように大きく開いた。飛行ユニットは二つに分離し、その開口部へドッキング──煌式武装と装甲板は両手と両足へ張り付くように重なっていく。

　その双そう眸ぼうが力強く輝き、全身から溢れる緑色の光が青く変色する。

　これはまさしく──

「が……合体？」

　唖あ然ぜんとする紗夜と綺凛に、アルディは誇ほこらしげに言い放った。

「ふははははは！　これぞ我輩の、真の姿である！」
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　──同刻、アルルカント・アカデミー生徒会専用の観戦ブース席。

「おやおや、まさかアレを使わなきゃならないくらいに追い詰められるとはねー。ちょーっち予想外だったかにゃー」

「……本当に大丈夫なのだろうな？」

　椅い子すの上であぐらをかいたエルネスタに、隣に座るカミラが厳しい顔つきで訊たずねた。

　がらんとしたブースには、カミラとエルネスタ、二人の姿しかない。

「シミュレーションじゃ問題なかったし、平気っしょ」

「だといいが……私は今でもアレを積ませるのではなかったと後悔しているぞ」

「ふっふーん、そんなこと言ってもこんな状況になったのはカミラのルインシャレフが力負けしたからでしょー？」

「そ、それは……」

　ばつが悪そうな顔で、カミラが視線を逸らす。

「まあ、あの沙さ々さ宮みや博士の煌式武装ルークス、ホント威力だけはとんでもなかったから仕方ないとは思うけどねー」

「……確かに予想外の性能だったのは認める」

「じゃあ、勝つためにはアレを使うのも仕方なし！　じゃないかな？　かな？」

「はぁ……」

　この上なく嬉うれしそうに瞳ひとみをキラキラさせているエルネスタに、カミラは大きくため息を吐ついた。

「わからないな……状況は決して明るいとは言いがたい。なのになぜそんなに嬉しそうなんだ？」

「えへへへへぇ」

　緩みに緩んだ顔で、エルネスタがカミラを見る。

「だってあの子たちってば、ビックリしちゃうくらいの速度で成長してるんだもん。いやー、あたしの予想なんか完全に超えてるわよ、すごすぎるー」

　そして足をばたばたさせながら、楽しそうに続けた。

「この上でアレを制御しきったら、一体どうなっちゃうのかしらねー」
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　肩に大型のパーツが増えたせいか、アルディの姿は以前よりもずっと厳いかつく重厚に見えた。その両腕には大口径の煌式武装ルークスが一門ずつ、両足にも銃型の煌式武装らしいものが幾つか増えており、まさしくフル武装といった様相だ。

「さあ、どうであるか！　威容を増し、貫かん禄ろくを深めた我輩のこの姿は！」

　アルディがいかにも自慢そうに胸を張った。

「ぐぬぬ……ちょおカッコいい」

「え……？」

　ぼそりとつぶやいた紗さ夜やに綺き凛りんが驚いたような顔を向ける。

「ふはははははは！　さぁ、どこからでもかかってくるがよい！」

　アルディは手にしたハンマーを軽々と振り回し、その石いし突づきを地面へと突き立てた。と、たったそれだけで地面がえぐれ、陥没する。

「ただ単にパーツが増えただけというわけではなさそうですね」

「……」

　綺凛の言葉に紗夜は小さくうなずくと、素早くヴァルデンホルトの状態を確認した。フルバーストで撃ったため、まだまだ冷却には時間がかかる。別の武器に変えてもいいが、あの防御障壁を破ろうとするならば、おそらくヴァルデンホルト以外の武器では通用しないだろう。

「ふむ……こないのであれば、こちらからいかせてもらおうか」

　できればもう少し時間を稼ぎたかったが、そうも言っていられないようだ。

　アルディがハンマーを構えたのを見て、紗さ夜やは腹をくくった。ちらりとリムシィへ視線を向ければ、あちらは完全に非武装状態で戦闘に参加しようとする様子もない。

（なら、二対一という数の優位を生かしてまずは……）

　紗夜がそこまで考えた次の瞬間。

「──なっ!?」

　突然、目の前に黒い巨体が壁のように現れた。

（迅はやい……っ！）

「紗夜さん！」

　振り下ろされたハンマーはとても回避できるタイミングではなかったが、飛び込んできた綺き凛りんに抱きかかえられるようにして助けられる。そのまま二人は距離を取って体勢を立て直すと、揃そろって大きく息を吐き出した。

「……すまない綺凛、助かった」

「いえ、それよりもあの動き……先ほどまでとはまるで別物です」

　綺凛は注意深く千せん羽ば切きりを構えながら、訝いぶかしげに続ける。

「ただ、見た様子では太刀筋が変わったわけではないようです。単純に速度やパワーが段違いになっているというか……」

　その言葉に紗夜ははっとしてアルディを見た。

　肩の部分に追加されたパーツは飛行ユニットだったはず。それを推進力として使っているのであれば速度が増したことには説明がつくが、どうやらそれだけではないらしい。もっと根源的にスペックが引き上げられているとすれば……。

「綺凛。推測だけど、なんとなくタネはわかった」

「タネ、ですか？」

「あいつらは並立制御された複数のマナダイトを動力にしてる。リムシィは自分のマナダイトを幾つかあのデカブツへ分け与えたんじゃないかと思う」

「あ……」

　それならば速度やパワーといった基礎スペックだけが強化されたことにも納得がいく。

「だとしたら──今のデカブツにはなにか欠陥があるはず」

「欠陥？」

「デカブツが問題なくそれに耐えられるのであれば、わざわざあんな面倒なシステムは必要ない。最初からそういう装備とスペックにしておけばいいだけの話。そうしていないということは、なにか不完全な部分があるから……だと私は思う」

「なるほど、道理です」

　真っ先に思いつくのは綾あや斗とのように時間的制限があるというケースだ。本来の耐久力以上の出力を無む理り矢や理り引き出しているのだとしたら、それほど長くは持たないだろう。

　或あるいはこの状態になることによって、なにかしらのリスクが生じるという可能性もある。これもいろいろなケースが考えられるが、例えば高出力によって処理システムに負荷がかかり、ダウンしてしまうなどというのはよくある話だ。

「……なんにせよ、今のままでは情報が少なすぎる。綺き凛りん、少しでもいいから時間を稼げる？」

「わかりました。やってみます」

　綺凛はうなずくと、千せん羽ば切きりを脇構えに取って呼吸を整える。

「ふふん、作戦会議は終わったようであるな。やはりまずは貴君がくるか、刀とう藤どう綺凛」

　無造作に距離を詰めてくるアルディを睨にらみつつ、綺凛はじりじりと間合いを削り──

「はっ！」

　アルディが間合いに踏み込んだ瞬間、一足飛びに斬きりかかった。

　逆ぎやく袈け裟さの一撃をアルディはハンマーで受け止めるが、跳ね上がった切っ先はすぐに次の斬ざん撃げきへと繋つながっていく。

〝連れん鶴づる〟だ。

　アルディの速度は確かに上がっているようで、その全すべてに反応できてはいるものの、それでもなお〝連鶴〟から逃れることはできない。

「ううむ、やはり素晴らしい技量であるな、刀藤綺凛……！　今の我輩を以てしても、この剣技に対応するのは不可能であるか」

　綺凛の千羽切を捌さばきながら、アルディが笑う。

「だがしかぁし──！」

　アルディの叫び声と同時に、その身体からだのあちこちから青色の光が噴出し、風が巻き起こった。

　綺凛は構わず攻撃を続けるが、上段からの斬撃を防いだハンマーが、そのまま綺凛の身体ごと弾はじき飛とばす。

「──っ！」

　信じがたいことだが、力ずくで〝連鶴〟を跳はね除のけたのだ。

　綺凛はまだ十三歳の少女といえども厳しい鍛たん錬れんを積んできている《星脈世代ジエネステラ》であり、膂りよ力りよくも非常に優れたものを持っている。その打ち込みは重く、並みの《星脈世代》ならばよほどの力があったとしても防ぎ切るのが精一杯だ。

　綾あや斗とのように剣技に優れた者ならある程度刀を弾くことは可能だろうが、身体ごと跳ね飛ばすなど尋常ではない。まず人間では不可能だろう。

「ふはははは！　まだまだぁ！」

　更にアルディは吹き飛ばされた綺凛に追撃を仕掛ける。

　綺凛は千羽切でそれを受け流そうとしたものの、着地したばかりで体勢が悪く、いなし切れない。

「くぅ──っ！」

　真横から振り抜かれたハンマーに再び吹き飛ばされ、その身体からだは勢いよく防御壁へ叩たたき付つけられた。

「綺き凛りんっ！」

　紗さ夜やが慌てて駆け寄り抱き起こそうとすると、綺凛は口の端から血を流しつつも、それを押おし留とどめる。

「わ、わたしは大丈夫です……それよりも……！」

　その言葉に視線をアルディへと戻せば、黒い巨体がハンマーを銃のように構えながらその先端をこちらへと向けていた。

　そこに膨大な量のエネルギーが集まっていることを確認し、ぞっとする。

（まさか射出兵器……！）

「貴君らは尊敬すべき強敵である。貴君らからは様々な教示をいただいた。故ゆえに、我輩はその一番最初の教えを全うし、全力で貴君らを叩き潰つぶす」

「……あれはちょっとやばそう。綺凛、動ける？」

「は、はい──っ！」

　しかし立ち上がりかけた綺凛が顔をしかめる。

「綺凛……足を？」

「だ、大丈夫です……！」

　綺凛は気丈にそう言い張ったが、明らかに右足が腫はれている。折れてはいないようだが、この状態であの攻撃を回避するのは難しいだろう。

「……」

　紗夜はすぐに決断すると、ヴァルデンホルトを再び連結した。

　まだ冷却が完了していないが、この際四の五の言っている状況ではない。

「綺凛、私の後ろへ」

「で、でも、それじゃ……」

「いいから」

　問答している時間はないのでそれで会話を打ち切り、星辰力プラーナをヴァルデンホルトへと送り込む。即座にマナダイトが過か励れい万ばん応のう現げん象しようを引き起こし、エネルギーが満ちて行くが──冷却が不十分だったためか、いつもより反応が鈍い。

（これじゃ間に合わない……！）

　そう思った瞬間、アルディのハンマーが火を噴いた。

「ウォルニール・ハンマー、発射である！」

「くっ……《フルバースト》！」

　仕方なく、不十分な状態でトリガーを引く。

　アルディから撃ち出された巨大なハンマーの頭部が高速回転しながら二人に迫るが、それをギリギリのところでヴァルデンホルトの光弾が押おし止とどめた。

「ぐぅ……！」

　アンカーを打ち出す余裕もなかったため、反動でひっくり返りそうになる身体からだを必死で堪こらえる。光弾とハンマーは激しく火花のようなものを散らしながらそのまま押し合っていたが、やがて力尽きたかのように光弾が爆発し、二人はその爆風で思い切り防御壁に押し付けられた。

　それでも今の一撃を防ぐことができたのだから御の字というべきだろう。

　射出されたハンマーヘッドはその爆風に押し返されるようにしてアルディの手元に戻ると、振り上げた柄の部分へ元通りに収まった。

「ふむ……まさかこれを凌しのがれるとは思わなかったのである。さすがと言わねばなるまいな」

「……」

　感心したかのように言うアルディを、ふらつきながらも立ち上がった紗さ夜やが軽く睨にらむ。

「……綺き凛りん、いける？」

「当然です」

　紗夜の背後で立ち上がった綺凛が、それに応じるようにして千せん羽ば切きりを構えた。

　その声にはまだまだ十分な力がこもっていたが、ダメージは小さくないだろう。特に綺凛のような速度を武器とする剣士にとって、足の負傷はかなり大きく影響するはずだ。

　紗夜のヴァルデンホルトもあちこちがショートしており、さすがにもう使い物にならない。

　──それでも。

　紗夜はぐっと唇を噛かむと、一度目を瞑つぶってから大きく見開いた。

「……諦あきらめるわけにはいかない」

　ヴァルデンホルトを発動体の状態へと戻し、別の煌式武装ルークスを起動する。

　三十九式煌こう型がた光線砲レーザーカノンウォルフドーラ。威力で見ればヴァルデンホルトの次にくるのはこれだ。どこまで通じるかはわからないが、やってみるしかない。

「サポート、お願いしますね」

　綺凛も足を痛めたことなど微み塵じんも感じさせない動きで紗夜の前へ出る。

「……不思議なものであるな。この試合が始まる前の我輩であれば、貴君らのその行動を無駄な足あ掻がきであると断じたであろう。だが今の我輩には、貴君らの姿に畏い敬けいの念さえ覚える」

　アルディが珍しく静かな口調でそう言うと、全身から再び青い輝きが噴き上がった。

　それを合図にしたかのように、綺き凛りんと紗さ夜やが左右に分かれて走り出す。




　──それから程なくして、準決勝第一試合は幕を下ろした。





第二章　悪あく辣らつの繰くり糸







「紗夜！　綺凛ちゃん！」

　綾あや斗とが控え室に駆け付けると、二人はぐったりとした様子でソファへ腰掛けていた。身体からだのあちこちに包帯が巻かれ、痛々しいことこの上ないが、幸いにもそれほど大きな怪け我がはないようだ。

「やれやれ、大丈夫か？　随分と派手にやられたようだが」

　綾斗の後ろから入ってきたユリスも、その口振りとは裏腹に心配そうな顔をしている。

「……問題ない。むしろ校章さえ砕けなければまだまだ全然やれた」

　顔だけをこちらに向けて、仏ぶつ頂ちよう面づらの紗夜がそうぼやいた。

　が、試合を見ていた綾斗にはそれが強がりだということがわかっている。合体したアルディとの戦闘になってからは、ほぼ一方的な展開だったと言っていい。もちろん紗夜たちにも勝つ可能性はあっただろうが、綺凛が負傷し、紗夜のヴァルデンホルトが使えなくなった時点で勝負は決してしまったようなものだ。以降も紗夜たちは必死に奮戦したものの、アルディの圧倒的なパワーの前にねじ伏せられてしまった。

　とはいえ紗夜の言い分もある意味では本当だろう。

　二人は何度打ちのめされても決して諦あきらめずに立ち上がり、校章が砕けなければそれこそ自分の身体からだが壊れるまで闘っていたかもしれない。

「はぁ……まさかあんな形で〝連れん鶴づる〟が破られるなんて思いもしませんでした……」

　力のない苦笑を浮かべた綺き凛りんが、悔しさを滲にじませた口調で言った。

「先輩たちにも不ふ甲が斐いない姿をお見せしてしまい申し訳ないです。これじゃ、応援してくれていたフローラちゃんにも顔向けできないですね……」

　一般の観客席で応援していたはずのフローラは、まだ顔を見せていないようだ。

「不甲斐ないなんて思ってないよ。少なくとも、あれと同じやり方で〝連鶴〟を破れる人がいるとは思えないし」

　綾あや斗と自身、綺凛の〝連鶴〟を身をもって体験した一人として、それだけは言っておく。ただでさえ綺凛の斬ざん撃げきは重い上、〝連鶴〟に入られると受け手は体勢的にも凌しのぐだけが精一杯の状態に追いやられてしまう。その体勢から綺凛の身体ごと弾はじき返かえすとなると、一体どれだけの膂りよ力りよくが必要なのか想像もつかない。

「いえ、今回ほど己の未熟さを痛感したことはありません。結局のところ、わたしは〝連鶴〟に頼りすぎていたのでしょう。もっと根本的なところから見直さないと……」

　綺凛は自分に言い聞かせるようにそう言うと、強く拳こぶしを握り締めた。

　綾斗は思わずこぼれそうになった慰めの言葉を、ぐっと飲み込む。敗者に不用意な慰めは、かえって追い込んでしまうこともあるからだ。

「とにかく今はしっかりと養生しておくことだ。メディカルチェックは問題なかったのだろう？」

《星武祭フエスタ》での敗者にはメディカルチェックが義務付けられている（勝者は任意）。よほどの怪け我がとなると医療院へ入院させられることもあるが、《星脈世代ジエネステラ》は元から回復力も高いので大抵はその場での応急処置で済まされてしまうらしい。

「はい、特に問題はありませんでした。強いて言えばわたしの右足が少し……」

「ああ……かなり痛むのかい？」

「あ、いえ、今は薬が効いていますので……ありがとうございますっ」

　そう言って、大丈夫ですと小さく手を振る綺凛。

　実に健けな気げだ。

「紗さ夜やのほうは？」

「……身体はあちこち痛い。ただ、それよりも……煌式武装ルークスがいくつかおしゃかにされてしまったほうがもっと痛い」

　いかにも紗夜らしい答えだった。

「まあ、決勝では我々が仇かたきを取ってやるから安心して休め。なあ、綾斗？」

「そりゃまあ、そうしたいのは山々だけど……あの試合を見せられたら安請け合いはできないよ」

　ユリスの言葉に綾あや斗とは真剣な顔で答えた。

　実際、剣技においては綾斗よりも綺き凛りんのほうが勝っている。その綺凛を圧倒した相手を倒すというのは生なま半なかではない。いかに綾斗に純星煌式武装オーガルクスがあったとしても、だ。

「……頼もしいな、リースフェルト」

　すると横になっていた紗さ夜やが身体からだを起こし、どこか呆あきれたように言う。

「私たちとの試合を見ていてそんな言葉が吐けるとは。よほどの馬鹿か、もしくはなにか勝算でもあるのか……」

「あんな化け物相手にそんなものあるわけなかろう」

　ユリスはあっさりと答えた。

「……となると、必然的によほどの馬鹿となるが？」

「それで結構。元より私の目的はグランドスラムだぞ？　馬鹿でなければ誰がそんな夢物語を口にするというのだ」

　その言葉に紗夜は一瞬驚いたように目を見開き、次に苦笑を浮かべる。

「……ごもっとも。ならば最初の《星武祭フエスタ》で躓つまずくわけにはいかないな」

「ま、そういうことだ」

　ユリスがそう言って拳こぶしを差し出すと、紗夜もそれに自分の拳をこつんとぶつけた。













「……まかせた」

「ああ、まかされた」

　そんな二人を横目で見ていた綾あや斗とは小さく笑い──すぐに顔を引き締める。

　準決勝、合体後のアルディの強さは確かに破格だった。

　だが、あまりに強すぎる。

　果たして多少のパーツを合体させただけで、あそこまで強くなるものなのか？

（あの感じ、どこかで……）

　綾斗は考えを巡らせながら、視線を入り口のほうへと向ける。

　その先にある会見場では、今まさにアルルカントの二人による勝利者インタビューが行われているはずだった。
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「いやー、ほんっとマスコミの連中はしつこいったらありゃしないわねー。こっちは早く帰ってアルディとリムシィを直してやんなきゃならないってのにさー」

「……」

　控え室に戻る通路を踊るように歩きながらエルネスタがぼやく。

　文句を言いながらもその顔は笑っていたが、隣を歩くカミラはそれとは対照的だった。

　むっつりとした顔で黙り込み、早足でカツカツと進んでいく。

　会見場でのインタビューからずっとこんな調子だ。勝ったほうがこれなのだから、マスコミ連中もさぞ首を傾かしげたに違いない。

「ねーねー、カミラー。もうそろそろ機嫌を直しなよー。しょうがないじゃん、アレを使わなきゃ負けてたのはこっちだったかもしれないんだからさー」

「……」

　エルネスタは一歩前に出て振り返り、カミラの顔を覗のぞき込こんだ。

　それでもカミラは歩みを緩めず、エルネスタを無視するようにしてその横を通り過ぎていく。

　エルネスタは深く大きなため息を吐つくと、その顔から笑みを消して言った。

「──カミラだって、最初からわかってたことでしょ？」

　と、そこでようやくカミラの足が止まる。

　少しばかりずるい言い回しだったが、仕方ない。

「あたしとカミラの目指すところは違う。途中までは一緒だけど、最終的には決別しなきゃなんない。カミラもそれがわかった上で手伝ってくれてたんでしょ？」

「それは──！」

　振り返ったカミラが何か言いたそうに口を開き……噤つぐむ。

　それを見てエルネスタはもう一度ため息を吐ついた。

　この友人の優しさには感謝しているが、そろそろはっきりさせておいてもいい時期だ。

「カミラの最終目標は『究極の汎はん用よう性せい』。つまり誰にでも……それこそどんな人間であろうとも使いこなすことが可能な武器、そうでしょ？」

「……そうだ」

　エルネスタの言葉に、カミラは少し間を置いてからうなずく。

「でも、そんな武器はこの世のどこを探しても存在しない。当たり前だよね。突き詰めてしまえば、どんな武器でもそれを扱う人間に依拠するものなんだからさ」

　ならばどうするか。

　単純な話だ。人間とは別に、それを扱う存在を作ればいい。

　それこそが擬形体パペツトだった。

　擬形体であればどのような複雑な武器でも自在に扱うことが可能だ。人間はただ命じるだけでいい。

「ただ、それなら擬形体に自我はいらない。いや、むしろあってはならないのよね。だってそれじゃ、人間と同じになっちゃうもの」

　しかしエルネスタの目的は違う。

　エルネスタの望みは、自分の手で人と等しい存在を創ること。泣き、笑い、喜び、成長する自律した擬形体。

　だからこそ、この準決勝でアルディが見せた成長には身震いするほどの感動を覚えた。まさしくこれこそ自分が追い求めてきたものなのだと。

　そしてそんな彼らがいつの日か人と同じ権利を得ることこそが、エルネスタの最終目標だ。

　するとカミラは苦笑を浮かべて、どこか懐かしむような瞳ひとみをエルネスタへ向けた。

「……初めておまえと会った時のことを覚えているか？」

「もちろん。だってあの時のカミラってば、身体からだの半分が吹っ飛んでたんだもん。あんだけインパクト強かったら忘れられるわけないっしょ」

　エルネスタはそう言ってけらけらと笑う。

　カミラは当時両親の仕事の付き添いで紛争地域へ訪れたところを反政府組織の集団に襲撃された。カミラたちも数人の護衛を雇ってはいたものの、多勢に無勢。カミラの両親は命を落とし、カミラ自身も命に関かかわるほどの大おお怪け我がを負った。その際、両親が取引を行っていたフラウエンロープのラボに収容されたのだ。

　そのラボでたまたま擬形体の研究を行っていたのが、当時から不世出の天才と呼ばれていたエルネスタだった。人体の再生技術は普及しているものの、どうしても培養に時間がかかり緊急時には適用できない。そこでエルネスタは自らの技術を応用してカミラの命を救った。

　直接聞いたわけではないが、カミラが誰にでも扱える武器に拘こだわるのはその時のことがあったからだろうとエルネスタは思っている。カミラの両親は反政府組織に襲われた際、護衛が所持していた武器で反撃を試みたが、まともに動かすこともできなかったという。

　とはいえカミラの両親はいたって普通の民間人であり、仮にその武器を上う手まく使いこなせたとしても戦闘訓練を受けた反政府組織の人間には敵かなわなかっただろう。結局のところ、武器というものは扱う人間によっていかようにも変化するものだ。どれだけ汎はん用よう性せいを突き詰めたところで、それは変えられない。

　だからこそカミラは一つの答えとして、擬形体パペツトという存在を求めた。

　カミラはこの世界の誰よりも、人間という生き物を信用していない。

「そう。私の身体からだの半分はおまえが造ってくれた擬形体だ。だから私は私の人生の半分をおまえにくれてやると、そう誓った」

「うん、もらったもらった」

　あっけらかんとうなずくエルネスタ。

「だから……私はおまえの夢に文句をつける気はない。確かに私の目標とは違うが、それはまた別の話だ」

「じゃあ、なんであんなに怒ってたのさ？」

　その言葉にカミラの目が釣りあがる。

「あれは純粋に技術者としての怒りだ！　何度も言ったはずだぞ！　アレは実戦で使うには危険すぎると！　そして実際にその危き惧ぐは的中した！　見ろ、この異常なまでの数値上昇率を！」

　カミラがそう言って携帯端末を叩たたくと、空間ウィンドウが開いていくつものグラフが表示される。

「こんな出力を制御しきれるものか！　暴走一歩手前じゃないか！」

「ぶー、そんなこと言ったってしょうがないじゃんさー。ここで負けたら元も子もないのよー？」

　怒られた子どものように、エルネスタがぷくっと頬ほおを膨ふくらませた。

「結果を出すだけならもう十分だろうに……」

「いやいやー、最初から言ってるじゃん。あたしの目標は優勝だけ。そんでもって、まずはアルディとリムシィを正式にうちの学生にしてもらうんだー」

　エルネスタはわくわくが抑えきれず、くるくると踊り出す。

　そう。そしてそれを取っ掛かりにして自律型擬形体を認知させていくのだ。

　そのためにはこの《鳳凰星武祭フエニクス》での優勝は譲れない。

「だからと言ってだな……！」

　カミラがそこまで言いかけたところで、その手の携帯端末が着信を知らせた。

「……私だ。うん、それで……なんだと？」

　応答の途中で声こわ色いろが変わる。

　エルネスタも何事かと思っていると、カミラは訝いぶかしげな顔でこちらを見た。

「おまえに通信が入っているそうだ。──ディルク・エーベルヴァインから」

「へぇ……それはそれは。うん、いいよ。回してもらって」

「……わかった」

　カミラが端末を操作すると新たな空間ウィンドウが展開し、そこに小太りの青年が映し出される。

『……よぉ、おまえがエルネスタ・キューネか』

「あはは、初対面の相手をおまえ呼ばわりとはさすがだねー。うんそう。あたしが《彫刻派ピグマリオン》代表のエルネスタ・キューネだよん。初めまして、《悪辣の王タイラント》」

　エルネスタはいつもと変わらぬ口調で軽く一礼してみせた。

『ふん、噂うわさどおりのふざけた女だ』

「そっちこそ、噂以上に嫌な男だねー。それで、一体どんなご用件かしら？　キミたちは《大博士マグナム・オーパス》とよろしくやってたんじゃなかったの？」

　その言葉に、一瞬ディルクの瞳ひとみが不気味に光る。

『思ったよりは事情に詳しいようだな。だが訂正してやる。オレたちとあのイカレ女は相互不干渉ってことで手を打っただけだ。仲間でもなんでもねえ』

「ふぅん……それは知らなかった。でもまあ、よくよく考えればあったり前かー。横から《孤毒の魔女エレンシユキーガル》を掻かっ攫さらっていったキミを、あの《大博士》が許すわけないもんねー」

『……そんなこたぁどうでもいい。いいか、これが本題だ。──オレたちと手を組め』

「ふんっ、なにを言い出すかと思えば馬鹿馬鹿しい……！」

　カミラが嫌悪感も露あらわにディルクを睨にらみつけるが、赤毛の青年は歯し牙がにもかけずといった顔だ。

「んー、交際の申し込みにしちゃ、ちょっとばかし不ぶ躾しつけじゃないかしらー？　第一、あたしはキミたちのことをほとんど知らないんだけど、こういうのってまずはお互いをよく知ってから始めるもんでしょ？」

『その必要はねえよ。手を組むとは言ったが、必要なときに必要な形で協力してくれりゃそれでいい。後はそれに応じた実利を返してやる』

「実利？」

　聞き返すエルネスタに、ディルクは不機嫌そうに鼻を鳴らす。

『一応こっちも筋を通すために、わかりやすい手土産を用意しておいた。そいつを見てから判断すりゃあいいさ』
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「失礼しますね」

　ノックの音と共にたおやかな声がドアの向こうから響き、クローディアが控え室へと入ってきた。

「沙さ々さ宮みやさん、刀とう藤どうさん、この度は残念でした。ですがベスト四というのは十分に誇ほこれる実績です。星せい導どう館かん学がく園えんとしても、今シーズンの展望がだいぶ明るくなってきました。お二方にはそれに相応ふさわしい褒ほう賞しようをご用意させていただきます」

「い、いえ、そんな……！」

「……別に、自分のためにやっただけ」

　丁寧に頭を下げるクローディアに、どこか照れくさそうに紗さ夜やと綺き凛りんが応こたえる。

《星武祭フエスタ》において上位入賞した選手には、優勝者ほどではないがかなりの褒賞が出るそうだ。純粋に賞金という形であったり、或あるいは《冒頭の十二人ページ・ワン》に与えられる待遇に近いものだったりするらしいが、こちらは決闘などで負けても失われることがないと考えるとすごいことかもしれない。

「ところでクローディア。途中、フローラを見なかったか？」

「いえ……生あい憎にくとお姿は見かけていませんね」

　ユリスの問いかけに、クローディアはゆっくりと首を横に振った。

「試合後は沙々宮たちの控え室で合流するという約束だったのだが……」

　もう試合が終わってから随分と時間が経たつ。綾あや斗とたちの試合は夕方からなのでまだ余裕はあるとはいえ、さすがにこうまで遅いと少し心配だ。

「携帯端末には連絡がつかないのですか？」

「さっきから何度もかけてはいるのだが……」

　不安そうなユリスに、綾斗は立ち上がって声をかける。

「もう一度俺たちの控え室のほうを見てくるよ。ひょっとしたらフローラちゃんが場所を勘違いしちゃってるのかもしれないし」

「そうだな……。私も迷子が保護されていないか、受付に聞いてくるとしよう」

　そう言ってユリスが部屋を出ようとしたその時、それを見計らったかのように携帯端末が着信を告げた。

「フローラからだ。まったくあいつめ、一体なにをして……」

　相手を確認したユリスに笑顔が浮かぶが、すぐにそれは真剣な表情へと戻る。

「音声通信だと……？」

　訝いぶかしそうに眉まゆを顰ひそめつつも空間ウィンドウを開くと、真っ暗なウィンドウから聞こえてきたのは低く暗い声だった。

『……ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトだな？』

「誰だ貴様！　なぜその端末を持っている！」

　ユリスの顔に怒りと焦りが浮かび、怒鳴るように問とい質ただすが、相手はそれには答えず淡々と続ける。

『この端末の持ち主は預かった。そこに天あま霧ぎり綾あや斗とはいるか？』

「ああ、俺がそうだけど……フローラちゃんは無事なのか？」

　突然の指名に驚いたものの、綾斗はまずなによりも大切なことを確認した。

　すると短い沈黙の後──

『……姫様っ！　天霧様！　フ、フローラは大丈夫です！』

　やや上擦った子どもの声が二人を呼んだ。

　間違いない。フローラの声だ。

『おまえがこちらの要求を飲むならば、以後の安全も保障する』

「……その要求は？」

『《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》に対して緊急凍結処理を申請しろ。その受理が確認され次第、彼女は解放する』

「緊急凍結処理……？」

『要求が実行されなかったと判断された場合、及び警備隊ないしは星せい導どう館かん学がく園えんの特務機関への連絡が確認された場合、彼女の身の安全は保障できない。また、おまえたちが《星武祭フエスタ》を棄権した場合も同様とする。以上だ』

「あ、ちょ、ちょっと待っ──！」

　一方的にそれだけ言うと、空間ウィンドウはぶつりと掻かき消きえた。

　綾斗は慌ててユリスの手から端末を借りると、こちらからかけなおす。

　が、当然応答はない。電源を切ったか、あるいは足がつかないように破壊したのかもしれない。

「フローラが、誘拐……されただと……」

　青ざめた顔でユリスがつぶやく。その声には力がなく、まるでユリスのものとは思えない。

　──と。

「落ち着いてください、ユリス。相手の狙ねらいはあなたではなく綾斗です。あなたがうろたえていては話になりません。相手の思おもう壺つぼですよ」

「クローディア……」

「まずはしっかりと状況を把握し、次になにをするかです」

　その言葉にユリスは大きく深呼吸をすると、自分の両りよう頬ほおをパンと叩たたいた。

「……ああ、そうだな。すまない」

　その目にはまだ強い怒りが宿っていたが、もはや動転した様子は見られない。

　さすがはクローディアというべきか、実に頼りになる。

「クローディア、要求にあった緊急凍結処理っていうのはなんのことだい？」

　犯人の要求は自分に向けられていた。

　場合によっては今すぐにでもその通りにするつもりだ。

　どんなことであれ、フローラの命には代えられない。

「緊急凍結処理というのは、学有純星煌式武装オーガルクス使用者がその純星煌式武装に危険を感じた場合に申請するものです」

　クローディアは綾あや斗とのほうへ向き直ると、わずかに目を伏せた。

「すでにご存ぞん知じの通り、純星煌式武装とはある種のリスクを内包した存在です。そしてその危険性が使用者にしかわからないケースも少なくありません。そのため純星煌式武装の使用者は自己の判断でその純星煌式武装を強制的に封印する申請を行えるのです」

「つまり……犯人の要求は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使えなくさせることだと？」

「おそらくは」

「で、ですがそれなら、フローラちゃんが解放された後にその処理を解除してもらえばいいだけなのでは？　ずっとそのままというわけではないのですよね？」

　おずおずと綺き凛りんがそう言うと、クローディアは肯定とも否定とも取れない表情で肩を竦すくめた。

「確かに処理だけならそれで問題ありません。そもそも緊急凍結処理は文字通り緊急時に成されるものであり、封印後には詳しい調査が行われることになっています。そこで危険性がないと判断されれば、すぐにでも《黒炉の魔剣》の凍結処置は解除されるでしょう。ですが──」

「その場合、綾斗は二度と《黒炉の魔剣》を使えなくなるだろうな」

　クローディアの言葉を、苦々しい顔のユリスが受け継ぐ。

「え？　でも……」

　不思議そうに首を傾かしげる綺凛に、綾斗は《黒炉の魔剣》の発動体を取り出して見せた。

「そんなことをしたら、こいつが俺を許すわけがないってことさ」

「あ……」

　それで察したのか、綺凛も悔しそうに下を向く。

　そう。ただでさえ気難しいこの純星煌式武装が、そんな真ま似ねをされて黙っているはずがないのだ。《黒炉の魔剣》の自我がどの程度周囲の状況を把握しているのかはわからないが、今までの経験からしてこちらの事情を斟しん酌しやくしてくれる程の寛大さは期待できない。力を引き出すどころか、二度と触れさせてもらえないだろう。

　──とはいえ。

「クローディア、その申請っていうのは具体的にどうすればいいのかな？」

　その程度でフローラが助けられるなら躊ちゆう躇ちよする必要はない。

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》には申し訳ないが、人一人の命がかかっている以上そちらを優先するのは当然だ。

「本当によろしいのですか、綾あや斗と？」

　クローディアはどこか辛つらそうな顔でそう尋ねてきた。もちろんここで《黒炉の魔剣》を失うということは、この《鳳凰星武祭フエニクス》を闘う上で致命的ともいえる。本人としても不本意な質問なのだろうが、クローディアには星せい導どう館かん学がく園えん生徒会長という立場もあるのだ。

「ああ、それでいい」

「すまない、綾斗……」

　悔しさと申し訳なさが入り混じった表情で、ユリスが俯うつむく。

「いいよ、ユリス。誰だって家族が一番大切なんだから」

　綾斗はそんなユリスの肩に手を置くと、優しくそう言った。

「だが──それで本当にフローラが解放されるとは限らない」

　するとそれまで押し黙っていた紗さ夜やが、ぼそりとつぶやく。

　それはおそらくこの場の誰しもが思っていたが、口には出さなかった考えだった。

「しかし、だからといって要求を呑のまなければフローラが……！」

「そうは言っていない。ただ、まだ選択肢があると言ってるだけ」

「選択肢……？」

「私たちでフローラを助け出す。それならなにも問題ない」

「な……っ」

　紗夜の言葉に唖あ然ぜんとするユリス。

　しかしその言葉にクローディアは真剣な顔で考え込んだ。

「なるほど……それは一案ではありますね」

「犯人の要求には警備隊と特務機関には知らせるなとあったが、それ以外には触れていない。ならこっちが勝手に探して助ける分にはＯＫということ」

「そ、そんな屁へ理り屈くつが犯人に通じるはずが……」

「いえ、そう馬鹿にしたものではありませんよ。ＯＫかどうかはさておき、犯人にそれがバレなければいいのです」

　クローディアはそう言うと、ぐるりと一同の顔を見回した。

「一つ、折せつ衷ちゆう案あんを思いつきました。もちろん、これに乗るかどうかはユリスたち次第ですが……」

　そのクローディアの視線がユリスに止まる。

「……わかった。聞くだけは聞こう」

「ならば、まずこの場に私はいなかったことにして下さい。私はなにも聞かなかった。その上で、私はしばらく姿を隠します。言い訳は後で考えますが、誰からの連絡も受け付けません」

「は？」

　ぽかんとする一同を尻しり目めにクローディアは説明を続ける。

「そして綾あや斗とには緊急凍結処理の申請を出していただきます。この申請には生徒会長である私の受諾許可が必要となりますので、私が戻ってくるまでは時間が稼げるでしょう」

「そうか、申請自体は行ったのだから要求は呑のんだことになる……」

　受諾されないのは生徒会の問題ということになるので、犯人も文句は言えないだろう。

「その間にどうにかして犯人の居場所を探し出し、フローラを救出する。とはいえ私も《星武祭フエスタ》の表彰式を欠席するわけにはいきませんので、時間は稼げても明日の閉会式までがリミットです。緊急凍結処理には審議が必要ありませんので、閉会式が済み次第申請は受諾されると思ってください」

　表彰式と閉会式は決勝戦後に執とり行おこなわれることになっている。決勝戦は正午からなので、よほどそれが長引いたとしても残り時間は──

「ざっと二十四時間程度でしょうか」

「さすがにそれは無む茶ちやだろう……」

　アスタリスクは狭いようでいて存外に広い。

　たった二十四時間で犯人の居場所を特定するとなれば、それこそ警備隊の力でも借りない限り不可能だ。

「そんなことはありませんよ。アスタリスク全域を探すとなれば難しいでしょうが、今回は対象地域を絞りこめます。ユリスにも心当たりはあるでしょう？」

「っ！　再開発エリアか！」

　ユリスがはっとした顔でクローディアを見る。

「ど、どういうことですか？」

「こんな馬鹿げた真ま似ねを平然と仕掛けてくる相手は一人しかいません。ましてや狙ねらいは綾斗と《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》。となれば黒幕は十中八九ディルク・エーベルヴァインで間違いないはずです。理由はわかりませんが、彼は以前から綾斗と《黒炉の魔剣》をマークしていたようですから」

「《悪辣の王タイラント》……」

　綺き凛りんもその名前は知っていたようだ。

「もちろん彼が直接関かかわっているような証拠を残すわけがないので、そちらの線から追うのは無駄でしょう。ですが、ここまでのことをしてきたのならば、動いているのはおそらくレヴォルフの諜ちよう報ほう工作機関──黒猫機関グルマルキン。ならば彼らの縄張りである再開発エリアが一番可能性が高いはずです。なにより多少おいたをしても目立たない場所はあそこしかありません」

　クローディアはそこまで言うと、簡潔に要点をまとめてみせた。

「つまり──相手の要求を呑のんだ風に装いつつ、今から二十四時間以内に犯人を見つけ出しフローラを救出する。これが私の折せつ衷ちゆう案あんです。いかがですか？」

「……」

　ユリスはしばらく押し黙った後、綾あや斗とへすがるような視線を向ける。

「綾斗、おまえはどう思う？」

「俺は……悪くない案だと思う。《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を手放すこと自体は構わないけど、確かに紗さ夜やの言う通りそれでフローラちゃんが解放されるとは限らない。だったらできる限りのことはしておいたほうがいい」

「そうか……」

　ユリスは再び黙り込むと、心を落ち着かせるように目を瞑つぶり……開く。

「──わかった。その案でいこう」

　その言葉に、全員が強くうなずいた。

「けど……とりあえず綾斗とリースフェルトは次の準決勝に備えたほうがいい」

「そうですね。あちらの要求に《星武祭フエスタ》を棄権するなという条件が入っていた以上、まずはそちらに集中したほうがよろしいかと」

「集中しろと言われても、この状況でできると思うか？」

　ユリスの顔にはありありと不満の色が浮かんでいる。

「本当ならば《星武祭》など放ほうり出して、今すぐにでもフローラを探しに行きたいところだ」

「あら？　でもそれではユリスはご自分の望みを諦あきらめるということになりますよ」

「構わん。大切なものを守るために、それを犠牲にするのでは意味がない」

　ユリスはきっぱりと言い切ったが、すぐに慌てた様子で綾斗へ向き直り、ばつが悪そうに目を伏せた。

「ああ……その、すまない。つい私の都合だけで言ってしまったが……我々はタッグパートナーだ。無論、おまえの意思は尊重する」

「気にしないでいいよ、ユリス。俺も同じ考えだからね」

　綾斗にも姉を探し出すという望みができたところだったが、《星武祭》にはまだ次がある。比べるべくもない。

　だが、そんな綾斗たちを見て、クローディアは困ったように苦笑する。

「まったくあなたたちときたら……このアスタリスクで望みを叶かなえたいのならば、もう少し強欲になったほうがよろしいですよ。特にユリス、あなたはどうも失うことを恐れすぎています」

「……仕方なかろう。あんな思いをするのは一度きりで十分だ」

　そうつぶやくユリスに、クローディアは子どもを諭す母親のように続けた。

「フローラを助けて、《鳳凰星武祭フエニクス》でも優勝する。それくらいの気き概がいを持ってください。これは生徒会長ではなく、友人としての助言です」

「クローディア……」

　その言葉に、ユリスは少しびっくりしたような顔でクローディアを見つめる。

「はぁ……わかった。確かにその選択肢があるのならば選ばない理由はない。全すべて犯人の思い通りというのも腹立たしいしな」

　ユリスはそう言って、掌てのひらに拳こぶしを打ち付けた。

　どうやら調子が戻ってきたようだ。

「だけど……どうしてわざわざ犯人は《星武祭フエスタ》を棄権するななんて要求を入れてきたんだろう？」

　綾あや斗とはふと思った疑問を口にする。

　ディルク・エーベルヴァインの目的が《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使えないようにすることなら、わざわざそんな要求をする必要はないはずだ。

「推測ですが、綾斗が要求を受け入れたかどうかを確認するためでしょうね。あなたが試合で《黒炉の魔剣》を使わなければ、要求に従ったという証あかしになります。緊急凍結処理申請が受理されたかどうかは星せい導どう館かん内部の処理手続きになりますから、いかに黒猫機関グルマルキンといえども調べ上げるにはそれなりに時間がかかるでしょうし」

「なるほど……」

「ですが、逆に言えばこのあたりはごまかしがきく部分です。本来は申請がなされた時点で当該純星煌式武装オーガルクスは装そう備び局きよくが回収するのですが……今回は私がこっそり手を回しておきますから、綾斗はそのまま発動体を隠し持っていてください。──首尾よくフローラさんを助け出した時、すぐに《黒炉の魔剣》を使えるように」

　クローディアはそう言うと、なにやら携帯端末を操作した。

「綾斗の端末に緊急凍結処理申請に必要な電子書類を送りました。それと、幾つか役立ちそうなデータも」

　綾斗が端末をチェックすると、確かにいろいろと届いている。

「申し訳ありませんが、私が力になれるのはここまでです。以後、私に連絡を入れるのは、フローラを救出した時のみということでお願いします」

「いや、十分助かった。その……ありがとう、クローディア」

　ユリスが素直に感謝の言葉を述べると、クローディアは優しく笑みを返した。

「──では、私たちは先に行くとしよう。時間が惜しい」

「そうですね」

　紗さ夜やと綺き凛りんが目を合わせ、立ち上がる。

　そんな二人に、クローディアが思い出したように言った。

「ああ、再開発エリアでは簡単にでも変装のようなものをしていったほうがよろしいかと。黒猫機関グルマルキンは少数精鋭と聞き及んでいますので、監視をあちこちに配置させるようなことはしていないでしょうが、念には念を入れたほうがいいでしょう。まあ、一見してそれとわからなければ問題ありません。帽子でもかぶっておけば十分だと思います」

「……了解」

　そう答え、控え室を出て行こうとする二人に、今度はユリスが──一瞬、戸惑ってから声をかける。

「待ってくれ。おまえたちが協力してくれるのは、正直助かる。だが、おまえたちは……」

「──ユリス」

　と、それを遮さえぎるように紗夜が言った。

「友達の窮きゆう地ちに力を貸すのは当然のこと。気にすることはない」

「はい、わたしもそう思います」

　二人のその言葉にユリスは目を見開き……すぐに苦笑を浮かべて大きくうなずく。

「そうか……そうだな。紗夜、綺凛──よろしく頼む」

　死力を尽くした試合の後で、二人とも身体からだはぼろぼろのはずだ。

　それでもなお、紗夜はすっきりとした笑顔でそれに答えた。

「……ん、頼まれた」





第三章　準決勝第二試合







「ん……ぅ……」

　フローラが目を覚ますと、まず目に入ってきたのは照明に照らされた自分の影だった。

　ぼんやりしたまま視線を上げると、薄暗い空間のあちこちにランプのような照明が置かれている。屋内であることは確かなようで、かなり広い。床も壁も建材がむき出しになっているが、それほど古い建物でもなさそうだ。

「──騒ぐな」

　と、地の底から響いてきたような暗く冷たい声に、フローラは背中に氷の塊を押し当てられたような戦せん慄りつを覚えた。

　およそ今まで聞いたことがないような、無機質で冷淡な声。

　反射的に身体からだが縮こまるが、その時初めて自分の両手足が縛られていることに気がついた。口には猿さる轡ぐつわが噛かまされ、壁に背中を預けるようにして座らされている。

　仕方なく顔だけを動かして目線を上げると、少し離れた柱の影に背の高い男が立っていた。

　身体に張り付くような真っ黒な服は全身を覆おおい、頭部も目元以外は完全に隠されている。一見すると痩やせぎすで、武器らしきものも持っていないようだったが、その佇たたずまいは不気味なほどに静かでまるで隙すきがない。

「そこで大人しくしていろ」

　男はそれだけ言うと、黙り込んだ。

　たったそれだけの言葉なのに、有無を言わさぬ絶対的な威圧感がある。

　フローラは仕方なく、少しでも状況を把握しようと考えを巡らせた。

（えーと、確か《鳳凰星武祭フエニクス》の準決勝を観戦していた時に、誰かから声をかけられて……）

　記憶はそこで途切れているが、その声はこの男のものと同じだったように思える。

　だとすれば、この男は人で埋め尽くされた観客席から女の子を一人堂々とかどわかしてきたということだろうか。

　それはいかにも大胆すぎる犯行に思えたが、確かによくよく考えてみるとあの熱狂の中で他人に注意を払うような人は少ないのかもしれない。

（なんにせよ、これは誘拐……ということですよね、もしかしなくても）

　フローラは育ちが育ちなので、ある程度イリーガルな事態やそういったことを生業なりわいにしている輩やからへの対応に慣れているが、さすがに誘拐されたのは初めてだ。それでもこうしてある程度落ち着いていられるのは、やはり物もの怖おじしないその性格故ゆえだろう。




　貧乏孤児院の子どもをさらったところで身代金が取れるわけでもないので、営利目的の誘拐とは考えられない。

　フローラ自身が目的であるならば話は違うかもしれないが、男の無関心な態度を見るにそれもなさそうだ。

　とはいえ、まさか偶発的に選ばれたというわけでもないだろう。なにしろフローラは子どもとはいえ《星脈世代ジエネステラ》だ。誰でも良いというなら、わざわざリスクの高いほうを選ぶ必要はない。

（だとすれば、やっぱり姫様に関係したことでしょうか……？）

　フローラ自身が目的でないならば、残る可能性はフローラの関係性だ。

　つまりフローラを誘拐することによってユリスになんらかの要求をしている──というのが一番ありそうな線だ。

　フローラはそこまで考えると、そっと男のほうを盗み見た。

　もし本当にその考えが当たっているとしたら、このままただじっとしている手はない。はるばる応援に来たというのに、足を引っ張ってしまうのでは本末転倒だ。

（隙すきを突いて上う手まく脱出するか、せめてどうにか姫様へ連絡を取ることができれば……）

　フローラがそう考え、密ひそかに身体からだを動かそうとしたその途端──

「んんっ!?」

　フローラは突然背後から頭を掴つかまれ、物もの凄すごい力で床へと押し付けられた。

　同時に、首筋に冷たく鋭利ななにかが押し当てられる。

「大人しくしていろと言ったはずだ……」

　男は柱の影から一歩も動いていない。

　他に誰か仲間でもいたのだろうか。

　いや、それ以前にフローラの後ろはすぐに壁だったはずだ。

　フローラはその時になってようやく万応素マナの律動に気が付いた。

（《魔術師ダンテ》……！）

「──次はない」

　男がそう言うのと同時に、フローラを押さえ付けていたなにかが消える。

　フローラは床に倒れこんだまま、安あん堵どのため息を吐ついた。

　悔しいが、到底自分が出し抜けるような相手ではない。一ひと先まずは大人しくしている以外になさそうだ。

　少なくとも今は、まだ。





＊






『さてさて皆様、お待たせいたしましたー！　いよいよ今回の《鳳凰星武祭フエニクス》も残すはたったの二試合！　この準決勝第二試合と、明日の決勝戦だけとなりました！　果たしてここを勝ち抜き、決勝でアルルカントと覇を競うのは星せい導どう館かんなのか、はたまたガラードワースなのか！』

　梁やな瀬せアナの興奮したアナウンスを聞き流しながら、憮ぶ然ぜんとした表情でユリスがステージの中央へと歩みを進める。

「……やれやれ、ようやく試合か」

「なんだか随分と長く感じたね……」

　紗さ夜やたちを見送った綾あや斗ととユリスはあれから自分たちの控え室に戻って待機していたのだが、じりじりとした焦しよう燥そう感かんに苛さいなまれるだけのその時間はほとんど拷問に近かった。

「なにもできない無力さにはそれなりに慣れているつもりでいたのだが……駄目だな、今回ばかりはさすがにそうもいかないようだ」

　そう言ってユリスは自じ嘲ちようするように笑う。

「とにかく今は紗夜と綺き凛りんちゃんを信じて、俺たちは試合に集中しよう」

「ああ……わかっている」

　ユリスは気持ちを切り替えるように小さく頭を振ると、反対側の入場ゲートから姿を現した二人へ目をやった。

　聖せいガラードワース学がく園えんの制服に身を包んだ二人の青年──いや、その一人はまだ少年といったほうが近いだろうか。歳としは綺凛と同じか、少し上。ふわふわの金髪に愛くるしい顔立ちはまだ子どもらしいあどけなさが抜け切っていない。

　エリオット・フォースター、ガラードワースの序列十二位。《輝剣クラウ・ソラス》の二つ名を持つ若き天才だ。ガラードワースでは決闘が厳しく制限されているため、他の学園に比べて序列を上げるのが難しいとされる。そんな環境で中等部の学生が《冒頭の十二人ページ・ワン》となるのは極めて異例なのだとか。

　そしてその隣に立つがっしりとした禿とく頭とうの青年が《鎧装の魔術師ブライトウエン》ことドロテオ・レムス。序列は十一位。エリオットとは対照的に歴戦の猛も者さといった風格で、年齢も二十歳を超えている。これが三回目の《星武祭フエスタ》出場だったはずだ。

　二人の試合データには目を通していたが、やはりこうして実際に対たい峙じするとその力量がよくわかる。どちらも相当な強敵だ。

「さっさと試合を終わらせてフローラを探しに行きたいところだが、ガラードワースの正騎士が相手となればそうもいかん。他事に気を取られていて勝てるような連中ではない」

　ユリスはそう言うと、綾斗に視線を向けて肩を竦すくめる。

「おまけにおまえは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使えないときた」

「そこはまあ、なんとかするよ」

　綾あや斗とはそう言いながら、ブレード型の煌式武装ルークスを起動させる。

「ほう、頼もしいではないか。ならばおまえはエリオット・フォースターのほうを頼んだぞ。私はドロテオ・レムスをやる」

「了解」

　綾斗がうなずくと、ユリスは正面に向き直って言った。

「──フローラをさらった連中が見ているというなら見せ付けてやろう。正々堂々、私たちの全力をな」




「《鳳凰星武祭フエニクス》準決勝第二試合、試合開始バトルスタート！」




　校章がそう告げると、綾斗は瞬時に封印を解き放つ。

　以前までは鎖を引き千切るようなイメージだったが、今はもう違う。ただ頭の中で、鎖を束たばねる錠に鍵かぎを差し込むだけでいい。スイッチを切り替えるようなものだ。それだけで力が満みち溢あふれていく。

「咲き誇ほこれ──六弁の爆焔花アマリリス！」

　と同時に、ユリスの周囲の万応素マナが一気に凝ぎよう縮しゆくし、熱気が渦巻いた。

　その手から放たれた巨大な火球は唸うなりを上げてドロテオに迫り──直撃。

　爆炎が噴き上がり、六枚の花弁を備えた灼しやく熱ねつの花が蕾つぼみを開く。

　──しかし。

「ははっ！　こいつはいきなりご挨あい拶さつだな、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》」

　その炎の花の中心にゆっくりと黒い人影が浮かび、くぐもった声でそう言った。

　炎を振り払うようにして現れたのは、西洋風のプレートアーマーをまとった騎士の姿だ。

　無論、ただの甲かつ冑ちゆうではない。そんなものでユリスの炎を防ぐことなど不可能だ。

「そちらこそ大した早着替えだ。《鎧装の魔術師ブライトウエン》の二つ名は伊だ達てではないな」

　ユリスはそう言いつつアスペラ・スピーナを起動させ、構える。どうやら防がれるのも予想の範囲内だったらしい。

《鎧装の魔術師》。

　その名の通り、ドロテオの能力は高い防御力を誇る鎧よろいを生み出すものだ。全身を覆おおうその装甲は堅けん牢ろうで、並みの攻撃ならば弾はじき返かえしてしまう。

　とはいえ防御力だけで見ればアルディの防御障壁ほど強固なものではないようで、流星闘技メテオアーツなどで破壊されてしまうことも少なくない。

　ただ厄介なのはこの鎧が能力の産物である以上、壊れても即座に修復され、元に戻ってしまうことだ。さらに校章は制服の胸に付けられているため、鎧の内部にまで届くような攻撃でない限り意味がない（星武憲章ステラ・カルタでは試合開始時に所定位置にて校章が露出していれば、その後能力などによって防御することは認められている）。

　そして、もう一つ──。

「それでは次はこちらの番だな」

　ドロテオが左手を前に突き出すと、そこに細かな薄いプレートが無数に出現し、次々に組み合わさっていく。

　それは見る間に層を成し、やがてそこには鎧よろいをまとった巨大な軍馬──いや、馬の形をした鎧が現れ出いでた。まるで生きているかのように身震いをする馬に、全身を甲かつ冑ちゆうで包んだドロテオが手て馴なれた様子で飛び乗る。さらにそのドロテオが馬上で煌式武装ルークスを起動すると、長大な馬上槍ランスが顕けん現げんした。

　その姿は昔語りに出てくる騎士そのものだ。

「ほう、最初から全力だな」

「あの《華焔の魔女グリユーエンローゼ》を相手にしようというのだから当然だろう？」

　ドロテオがそう言いながら馬上槍を手に馬の腹を軽く蹴けると、馬はユリス目掛けて猛スピードで駆け出した。生きている馬と見分けがつかないような動きなのに、本物のそれよりもずっと速い。

「行くぞ、《華焔の魔女》！」

　右手に馬上槍を構えたドロテオが、まさしく人馬一体となって猛然とユリスに襲い掛かる。

「ユリス……！」

「──貴方あなたの相手は僕でしょう？」

　思わず声を上げた綾あや斗とに、横から鋭い剣気が叩たたきつけられた。

「っ！」

　反射的に身体からだが動き、距離を取る。

　そこにはガラードワース流に半身の構えを取ったエリオットが、薄い笑みを浮かべていた。その手に握られた煌式武装は、クレイモアタイプの片手剣だ。

「天あま霧ぎり綾斗さん。僕は貴方と闘えるのを楽しみにしてきたんですよ。あまり待たせないでほしいな」

「……そいつは失礼」

　エリオットの口調は穏やかなものだったが、放たれる剣気は綾斗に構えを取らせるのに十分な殺気をはらんでいた。

「ところで《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》はどうしました？　まさか出し惜しみをしてるわけじゃないでしょうね」

「生あい憎にく、今は事情があって使えないんだ。別段、キミを侮あなどっているわけじゃないから誤解のないようお願いするよ」

「ふぅん……事情、ね。まあ、いいでしょう」

　エリオットは若干不満そうだったが、すぐに気を取り直したのか、その瞳ひとみに強い光が煌きらめく。

「会長が賞しよう嘆たんしていたその剣技、いかほどのものか見せていただきます……！」

　次の瞬間、繰くり出された突きが綾あや斗との眼前に迫っていた。

「くっ……！」

　迅はやい。綺き凛りんと比較しても遜そん色しよくがないほどの剣速だ。

　──だが、やや軽い。

　綾斗はぎりぎりその切っ先を弾はじくと、身体からだを入れ替えるようにして剣を振りかぶり──

「──っ!?」

　振り下ろす寸前で、それに気がついた。

　とっさに後ろへ跳んだその脇をかすめるように剣けん閃せんが貫つらぬく。

　もし反応が少しでも遅れていたら、間違いなくエリオットの剣は綾斗の脇腹をえぐっていただろう。

　それほど完かん璧ぺきなタイミングのカウンターだった。

「あれ？　かわされちゃったかぁ……おっかしいなあ」

　不思議そうにつぶやくエリオット。

「今のはまだ今回の大会じゃ見せてないんだけどな」

　確かにエリオットのデータには、今のようなカウンターを使っている様子はなかったはずだ。

　実際、綾斗のエリオットに対する印象は、身体が柔らかく、基本に則のつとりながらも型に縛られない自由で多彩な攻撃を繰り出す万能型の天才剣士といったところだった。

　どうやらその認識を改めなければならないらしい。

「なるほどね……キミは後ごの先せんを取るのが得意なのか。まさかあの体勢からカウンターがくるとは思わなかったよ」

　つまり最初の一撃は囮おとりだったのだろう。

「ま、それは確かにそうなんですけど」

　エリオットは再び剣を構えながら、やや不満そうに口を尖とがらせる。

「カウンターだけが僕の武器じゃないですから……！」

　エリオットはそう言うと、一気に間合いを縮めてきた。

　切っ先が地を走るような低い下段──ふいにそれが跳ね上がる。さらに防御に回った綾斗の剣を回避するように、エリオットの剣が円を描いた。

「うわっと……！」

　ガラードワース流の片手剣術は手首の返しによる弧の剣けん閃せんと、伸びのある突き技が特徴だ。身体からだ全体の動きを伝えることによって重さと鋭さを成す天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術とは対極的で、その分威力では劣おとるものの一撃一撃が素早い。

　真っ向からのエリオットの猛攻をなんとか受け流しつつ、折を見て反撃しようとするものの、その途端により鋭いカウンターが襲ってくる。まったく厄介なことこの上ない。

「さすが、自分で言うだけあるね……！」

　煌式武装ルークス同士が激しくぶつかった時特有の火花が飛び散り、絶え間ない剣けん戟げきが響く。

　剣技は言うに及ばず、攻撃の組み立て、間合いの取り方、瞬時の駆け引き、どれを取ってもエリオットの才気は疑う余地もない。なによりも後ごの先せんを取るタイミングは天性のものだ。

　それこそ才能だけなら綺き凛りんに匹敵するかもしれない。

「だけど、やっぱりキミの剣は──まだ軽い」

　力ではなく、その覚悟が。

　綾あや斗とは強引に距離を詰めてエリオットの剣を弾はじき返かえすと、その胸の校章目掛けて突きを繰くり出した。

「ふふん！　甘いですよ！」

　エリオットはそれを待っていたかのように身体をひねって体勢を立て直し、綾斗の突きに合わせて自分も突きを放つ。同時に手首を捻ひねり、綾斗の剣を巻くようにして絡め取る。

　──が。

「なっ……!?」

　その前に綾斗は伸ばした腕を引き戻していた。

　その際、切っ先を上げてエリオットの剣を跳ね上げる。

「天霧辰明流剣術中伝──〝貳そえ鬼き蜂ばち〟」

　わずかに出来た隙すき間まを縫うようにして、再度綾斗の突きが煌きらめいた。




「エリオット・フォースター、校章破損バツジブロークン」




　その胸の校章が砕け散り、愕がく然ぜんとした表情でエリオットが目を見開く。

「そ、そんな……」

　そのまま力なく座り込んでしまったエリオットに、綾斗は密ひそかな苦笑を向けた。

　おそらく後数年もすればこの少年は恐ろしい剣士になることだろう。

　もっとも、それは彼が自分の剣にどれだけのものを込められるようになるかによるだろうが。

「さて、と……」

　綾あや斗とは小さく息を吐つき、視線をユリスへと向ける。

　するとちょうどそちらの闘いも、決着を迎えたところだった。





＊






「行くぞ、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》！」

「くっ……！」

　馬を駆りながら突撃してくるドロテオの一撃を、ユリスは転がるようにしながらギリギリのところで回避した。すれ違い様に繰くり出された馬上槍ランスは風を引き裂くような鋭さで、まともに食らえばそれでおしまいだろう。

（想像よりもずっと速い……！　それになんという迫力だ……！）

　ユリスは即座に立ち上がると、アスペラ・スピーナを構え直した。

　ドロテオはこのランスチャージを得意としており、ユリスもその試合の映像はいくつも見ていたはずなのだが──。

「実際に相対すると、ここまで恐ろしいものか……」

　攻撃自体は単純なものだ。

　しかし、だからこそ対応が難しい。

「……やはり力でねじ伏せる以外にないか」

　駆け抜けていったドロテオがＵターンし、再びこちらに馬を向けている。

　その動きは実に滑らかで、ユリスは思わず感嘆した。

《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力は、イメージがその根幹となり、全すべてを左右する。

　この攻撃も、合理的に考えればわざわざ馬を作り出す必要はない。手間がかかるだけで、もっといくらでも簡易化できるはずだ。

　だが、能力はどこまでそのイメージを自分の中に構築できるかによって、精度が大きく変動する。おそらくドロテオにとってはこれが最も適した形だったのだろう。

「おおおおおおおお！」

　ドロテオが雄お叫たけびを上げ、再度突撃してくる。

「──咲き誇ほこれ、九輪の舞焔花プリムローズ！」

　ユリスは瞬時に能力を発動させると、真正面から向かってくるドロテオに九つの火球を全て叩たたき込こんだ。

　が、直撃してもドロテオは意にも介さず、その勢いは少しも落ちることがない。直撃した部分の鎧よろいはわずかに破壊できたものの、それもすぐに修復してしまう。

「はぁっ！」

「──！」

　回避したユリスのすぐ横を馬上槍ランスが貫つらぬき、薔ば薇ら色いろの髪が舞う。

　先ほどよりも、ずっと近い。ユリスの動きを読み、修正してきているのだ。

（この分では遠からず串くし刺ざしにされるな……）

　ユリスはそれを想像し、苦笑を浮かべて身震いした。

　無論、大人しくそれを待つつもりはない。

「綻ほころべ──赤壁の断炎華ロロペタルム！」

　ユリスはアスペラ・スピーナを一振りすると、少しずつ仕込んでいた設置型能力を発動させた。

　以前界龍ジエロンのコンビと闘った時にも使った炎の壁。今回は長さを抑える代わりに複数枚が連なるようにして噴き上がる。

　ランスチャージはその特性上、本領を発揮するにはどうしてもある程度の助走距離が必要だ。こうした障害物を回避しようと迂う回かいすれば、畢ひつ竟きよう速度や威力を犠牲にせざるを得ない。

　ところが、そんなユリスの思惑をドロテオは真っ向から打ち砕いた。

「おおおおおおおおおおおおお！」

「馬鹿なっ!?」

　あろうことか、ドロテオは炎の壁を正面突破してきたのだ。

　高々と跳躍した馬が炎の壁を突き破るようにして現れ、馬上のドロテオが槍やりを構える。

「咲き誇ほこれ──大紅の心焔盾アンスリウム！」

　ユリスは炎の盾を顕けん現げんさせるが、とっさだったためか星辰力プラーナの集中が不完全で、万応素マナをまとめきれない。かろうじて形にはなったものの、ドロテオの馬上槍はあっさりとそれを打ち砕いた。

「ぐぅっ！」

　集められた万応素が四散し、その衝撃でユリスの身体からだが吹き飛ばされる。

　幸いにもそのおかげで串刺しを免れたが、ユリスが身体を起こす間にドロテオはすでに四度目のチャージ体勢を整えていた。

　そろそろ決着をつけるつもりなのだろう。空気が張り詰めていくのがわかる。

「……いいだろう、望むところだ。咲き誇れ──鋭槍の白炎花ロンギフローラム！」

　ユリスは立ち上がると、赤壁の断炎華を解除して炎の槍を顕現させた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　一際大きな雄お叫たけびを上げ、ドロテオが突進してくる。

　ユリスの放った炎の槍とドロテオの馬上槍が交差するが、やはりドロテオは止まらない。

　その胸に直撃を受けつつも、構わず渾こん身しんの突きを繰くり出してくるが──

「っ……！」

　それはわずかに服の端をかすめただけで、ユリスの身に当たることはなかった。

「ふぅ……どうやら私の槍やりのほうが先に届いたようだな」

　ユリスはほっとしたように微笑ほほえむと、ゆっくりと振り返る。

　そこではユリスの横を駆け抜けていったドロテオが、馬上から崩れ落ちたところだった。

『お、おーっと、これは一体どうしたことでしょう！　レムス選手が倒れこんでしまったー！　リースフェルト選手の攻撃はほとんど効いていないように見えたのですが……』

　困惑気味の実況の声を聞きながら、ユリスはドロテオに歩み寄った。

　能力を維持できなくなったのか、甲かつ冑ちゆうと馬が溶けるように分解されていく。

「まったく、無む茶ちやなことをする男だ」

　ユリスがそう声をかけると、仰あお向むけになって荒い息を吐いていたドロテオは、真っ赤になった顔に苦笑を浮かべた。

「……早々と決着を着けたかったからな。どうせ長期戦になれば勝ち目はないんだ」

　そう。いかにドロテオがその甲冑でユリスの炎から身を守ろうとも、その熱までは防ぎきれない。あれだけの炎を受ければ、鎧よろいの内部は耐え切れないほどの高温になっていたはずだ。《星脈世代ジエネステラ》といえども、そう長くは持たない。

　ユリスの狙ねらいは最初からそれであり、そしてドロテオもその狙いをわかっていた。

　わかっていたからこそ、その前に決着をつけたかったのだろう。

「それにしたって、炎の壁に突っ込むのはやりすぎだ。あれがなければもう少しはもっただろうに」

「……賭かけに負けただけのことだ。仕方ない」

　ドロテオはどこかすっきりした顔でそう言うと、自分の胸を指差して言った。

「さあ、さっさとやってくれ」

　ユリスはうなずくと、アスペラ・スピーナでその校章を砕く。




「ドロテオ・レムス、校章破損バツジブロークン」




　能力には相性があり、今回はたまたまユリスに分があっただけだ。とはいえ、それでも勝利には違いない。

　ユリスは小さく息を吐つくと、綾あや斗とのほうへ視線を向ける。

　するとちょうどそちらの闘いも決着を迎えたところだった。




「勝者、天あま霧ぎり綾斗＆ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト！」




　会場に響く機械音声が、沸き上がった大歓声に掻かき消けされる。

　綾あや斗ととユリスはお互いに小さな笑みを交わした後、しかしすぐに真剣な表情でステージを後にした。





第四章　奔走







　再開発エリアは、かつてアスタリスク史上でも他に類を見ない大事件《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》の舞台となった場所だ。当時一帯は完全に封鎖され、星猟警備隊シヤーナガルム隊長ヘルガ・リンドヴァルの活躍もあり事件は幕を下ろした。しかしその被害は甚大であり、事件の後始末と責任問題の追及から復旧予算の編成は遅々として進まず、そうこうしているうちにレヴォルフ黒学院を中心とした不良学生たちがそのエリアを根城として占拠。警備隊との小競り合いを繰くり返すようになると、やがて各学園の退学者や都市外の犯罪者なども集まり始め、今では立派な暗黒街となっている。

　とはいえ再開発エリアの全域が犯罪者の温おん床しようというわけでもなく、外側に位置している歓楽街ロートリヒトなどは比較的治安も落ち着いており、スラム化している一帯に踏み込まなければそれほど危険というわけでもない。

　また、一部の建造物は崩壊の危険もあるため近寄る者もなく、そういった廃はい墟きよがあちこちに点在している。

　おそらく、犯人はそういった廃墟を潜伏場所として使っているのだろうというのがクローディアの見立てだ。

「ここも違うみたいですね……」

　綺き凛りんは空間ウィンドウに表示された地図を見ながら、険しい顔でつぶやいた。

　地図にはあちこちに赤いポイントが点滅しており、これら全すべてがそういった廃墟らしい。クローディアから送られてきたデータなのだが、なんでも以前にもこの手の廃墟をピックアップしなければならなかったことがあったようで、それを流用したものなのだそうだ。

　もちろん地図に助けられていることは間違いないのだが、それにしても二人で回るにしては数が多すぎる。しかも再開発エリアの詳細なデータはレヴォルフぐらいしか持っていないため、これが全てというわけでもないらしい。その上紗さ夜やは極度の方向音痴のため、二手に分かれることもできない。

　とはいえフローラをかどわかした犯人が本当にレヴォルフの諜ちよう報ほう工作員なのだとしたら、一人で相手をするのは危険なので、これはこれで仕方のないところなのかもしれない。

「……とにかく、一つ一つ潰つぶしていくしかない」

　綺凛の隣を歩く紗夜も、表情こそ普段と変わらないものの、その言葉には微かすかな焦りが滲にじんでいる。

「そうですね、それじゃ次は……ぅあっ！」

　紗夜の言葉にうなずき、歩みだそうとした途端、綺凛の右足に激痛が走った。

　アルディとの戦闘で傷めた箇所だ。

「……無理は厳禁」

「い、いえ……！　これくらいなんでもありませんから！」

　思わずしゃがみこんでしまったが、綺き凛りんは無む理り矢や理りに笑顔を作るとすぐに立ち上がる。

　怪け我がもそうだが、やはりあれほどの激戦を経た後では身体からだが思うように動かない。星辰力プラーナも足りていないし、なにかあったとしても戦闘はできるだけ避けたいところだ。顔にこそ出さないが、それは紗さ夜やも同じだろう。

　とはいえ女性二人で再開発エリアを歩いていれば、絡んでくる連中もそれなりにいる。今のところそれほどしつこい輩やからはいないのでなんとかなっているが、現在時刻はまだ夕方の六時。これから夜が更けてくるとどうなるかはわからない。

　彼らも相手が星せい導どう館かんの沙さ々さ宮みや紗夜と刀とう藤どう綺凛だとわかればおいそれとちょっかいを出すような真ま似ねはしないだろうが──なにしろ二人は今回の《鳳凰星武祭フエニクス》のベスト四なのだ──クローディアに言われた通り二人とも目深に帽子を被かぶり、極力目立たないような地味な服に着替えている。よほど近くでまじまじと見ない限りは気がつかないだろう。

「む……綾あや斗とだ」

　と、そこへ紗夜の携帯端末に着信が入った。

『紗夜、綺凛ちゃん、そっちの状況は？』

「……ごめん。まだこれといった手がかりはなし」

『そっか……うん、わかった。でも本当に無理をしちゃダメだよ。綺凛ちゃんの足なんて、かなり酷ひどい状態なんだし』

「そ、そんな……！　わたしは大丈夫です！」

　まるで今の様子を見ていたかのような綾斗の声に、綺凛は慌てて首を振る。

　それでも──そんな状況ではないと思いつつも、気遣ってくれる綾斗の言葉が嬉うれしい。

「ところでこちらに連絡をくれたということは……もう終わった？」

『ああ、おかげさまで決勝に行けることになったよ。ありがとう』

　その言葉に、紗夜と綺凛は顔を見合わせて笑みを浮かべた。

『俺たちもすぐに支度してそっちに行くから、データを送ってもらえるかな』

「わかった」

　今まで回った分に印を付けた地図データを、綾斗の携帯端末へと送る。

「先輩たちも明日は決勝の試合があるのですから、あまり無理をしないでくださいね」

『ははっ、大丈夫だよ。それじゃまた後で』

　それだけ言い残して、通信は切れた。

　綾斗とユリスが加われば、人数的にはかなり楽になる。それでも時間内にフローラを見つけるのは、正直言ってかなり難しいだろう。まだまだ探すべきポイントは山のように残っている。

「……行こう、綺き凛りん」

「はいっ」

　歩み出した紗さ夜やの隣に並び、綺凛は大きくうなずいた。

　とにかく、考えていてもはじまらない。今は紗夜の言った通り、それらしい場所を地道に潰つぶしていくしかないのだ。

「でも先輩たち、無事に勝ち進んだみたいで良かったです」

「綾あや斗となら当然だ」

　応こたえる紗夜の声にはどこか誇ほこらしげな響きさえあった。

「次はいよいよ決勝戦ですか……」

「ただ、さすがの綾斗でも《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》なしであいつらに勝つのは厳しいと思う」

「……そう、ですね」

　綾斗たちが決勝で闘うことになる相手の強さは誰よりも綺凛たちが身に染みて知っている。しかもあの学習速度を考えれば、決勝に現れる彼らは準決勝時よりもずっと手て強ごわくなっていることだろう。

「……」

　するとふいに紗夜の足がぴたりと止まった。

「紗夜さん……？」

　振り向くと、紗夜は立ち止まったまま俯うつむいている。

「綺凛」

　そして小さく、震える声で綺凛の名を呼び──

「──悔しいな」

　短く、そう続けた。

　その途端、綺凛の胸にも押し込めていた悔しさが込み上がる。

「……はい」

　拳こぶしを握り、紗夜と同じように声を震わせながら、なんとかそれだけ答えた。

　そのまま二人はしばらく無言のまま立ち尽くす。

　が、やがて紗夜はごしごしと目元をこすり、顔を上げて言った。

「行こう。今の私たちにもできることはまだある」

　綺凛は唇を噛かんだままうなずくと、駆け出した紗夜の後に続いた。





＊






「──まだ進展はないみたいだね」

「ああ、聞こえていた」













　綾あや斗とがそう言うと、控え室の壁に寄りかかるようにして立っていたユリスが素っ気無く答えた。

　準決勝戦後、控え室に戻った綾斗はまず紗さ夜やに連絡を取ったのだが、やはりまだ手がかりらしきものはなにも見つかっていないらしい。

　ちなみに例のごとく勝利者インタビューはスルーしてきた。そんな時間はないし、どうせ《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》について突っ込まれるに決まっている。それに対して下手に答えるわけにもいかないが、上う手まい言い訳も考え付かない。

「まあ、それならば仕方があるまい。我々も向かうとしよう」

　そう言うユリスは居ても立ってもいられないといった様子だ。

「そうだね……」

　綾斗は時間を確認した。

　明日の決勝戦は正午からなので、綾斗たちに残されているのはわずか十八時間。棄権が許されない以上、少なくとも綾斗たちはその時間までに必ずここに戻ってこなければならない。

　いや、試合前の諸もろ々もろの審査を考えれば、その数時間前には会場に入っていなければ間に合わないだろう。だとすれば、残り時間はもっと少ない。

　と、ふいに軽やかなノックの音が響いた。

「おーっす。決勝進出おめでとさん……って、あれ？」

　入ってきた英えい士し郎ろうが意外そうな顔で綾あや斗ととユリスの顔を交互に見やる。

「なんだなんだ、無事に勝ち抜けた割には随分と辛しん気き臭くさい雰囲気じゃねーの」

「ええっと……ちょっと事情があってね」

　綾斗は口を濁にごしたものの、それだけで英士郎はある程度察したらしい。

「ふぅん……ま、別段無理に聞こうとは思わねーけどよ、おれで力になれることなら協力するぜ？」

　その言葉に綾斗とユリスは顔を視線を交わした。

　これ以上関係ない人間を巻き込んでしまうのはどうかと思うが、人手が欲しいのは本当のところだ。

　ユリスも少し迷ったようだったが、やがて小さくうなずいてみせる。

「夜や吹ぶき、その前に確認しておきたいんだけど……」

「わかってるって。許可がない限り記事にはしねーよ」

　英士郎はそう言って手をひらひらと振った。

「んで、なにがあったんだ？」

「実は──」

　綾斗がかいつまんで事情を説明すると、英士郎は真剣な表情で考え込む。

　英士郎のこんな表情を見るのは初めてだ。

「なるほどねえ……そいつぁ会長の見立てどおり、ディルク・エーベルヴァインが背後にいると見て間違いないだろうな」

「夜吹は黒猫機関グルマルキンについて詳しいのかい？」

　その質問に、英士郎はゆっくりと首を横に振った。

「いんや。あそこは各学園の諜ちよう報ほう工作機関の中でも頭一つ抜けて秘ひ匿とく性せいが高いからな。例えば過激さで言えば界龍ジエロンの龍りゆう生せい九きゆう子しがまず上がるし、クインヴェールのベネトナーシュなんかは情報操作のエキスパートが揃そろっているって話だ。けどさ、逆に言えばそういう評判が立つくらいには知られちまってるってこったろ？　黒猫機関にゃそういうのが全くないんだよ」

　情報通の英士郎がそこまで言うのだから相当なものなのだろう。

「そんなわけで、できりゃあ関かかわりたくはない相手なんだが……事情が事情だしまあ仕方ねーな。再開発エリアにはそれなりに詳しいし、その子の居場所を探すだけなら手伝うぜ」

「もちろんそれで十分だよ」

「ああ、居場所さえ見つけてくれたならば荒事は我々に任せてくれればいい。むしろ手を出さないでもらいたいくらいだ」

　ユリスは暗い笑みを浮かべてそう言った。

　そこには本当に犯人を消し炭にしかねない迫力がある。

「そいつはありがたい……と言いたいところだが、か弱い一般生徒のおれとしてはもうちょい保険が欲しいところだな」

　英えい士し郎ろうはそうつぶやくと、携帯端末を取り出してなにやら調べ始めた。

「えーと、あいつの番号はっと……あれ？　確か登録しといたはずなんだけどな……」

「なんだか知らんが、今は時間が惜しい。時間がかかりそうなら我々は先に行くぞ？」

　ユリスがそうせっつくが、英士郎は苦笑いを浮かべて肩を竦すくめる。

「あいよ。まあ、こっちはこっちでできるだけやってみるけども、あんまりアテにはしないでくれな」

　そのやりとりを見ていた綾あや斗とは、ふと思い立った。

「──そうか。ユリス、俺もちょっと別のラインをあたってみたいんだけど」

「別のラインだと？」

　ユリスが訝いぶかしそうに眉まゆを寄せる。

　が、すぐに思い当たったのか、微妙な顔で腰に手を当てた。

「構わんが……聞くだけ無駄だとは思うぞ」

「厳しいだろうとは思うけど、ひょっとしたらなにかヒントになるような情報が得られるかもしれないしさ。とりあえず聞くだけ聞いてみるよ」

　綾斗はそう言って、英士郎と同じく携帯端末を取り出した。





＊






　指定された場所は商業エリアの外れにある陰気な喫茶店だった。

　言われたとおり壁際奥の席に座ると、背後から女性にしては低い声が静かに響く。

「──来たか。ああ、振り向くんじゃねえぞ」

　声の主──イレーネ・ウルサイスの言葉に従い、前を向いたまま礼を述べた。

「わかった……でもわざわざ出てきてくれなくてもよかったのに」

「阿あ呆ほか。あんな話、通信でできるわけねえだろ。こっちの立場も考えろっつーんだよ」

　呆あきれたような声。

「ご、ごめん」

「まあいい。で、結論から言うぞ。あたしから話せることはなにもねえ」

「……そっか」

　残念だが、ある程度予想されていた答えだった。

　レヴォルフの事情に詳しいイレーネなら今回の一件についてなにか知っているのではないかと思ったのだが、今でもイレーネがディルクの支配下にあることは変わっていない。おいそれと協力できるような立場ではないことは承知している。

「誤解すんなよ。別段ディルクの野郎から口止めされているわけじゃねえ。むしろその逆だ」

「逆……？」

「今回の件、まず間違いなくディルクの仕し業わざだろうよ。黒猫機関グルマルキンが関かかわってるのも多分正解だ。だがな、んなことはおまえらだってすぐに気がついたんだろう？　そしたらレヴォルフ唯一の伝つ手てであるあたしのとこに連絡してみようって思うのは当然の流れだ。あたしが協力するかどうかは別として、な」

　実際その通りなので、綾あや斗とは小さくうなずいてみせる。

「それをあの《悪辣の王タイラント》が想定していないと思うか？」

「あ……」

　言われてみれば確かにそうだ。

　策略と策さく謀ぼうに長たけたあの青年が、こんな簡単なことに思い至いたらないわけがない。

「それなのに、あたしのとこにはなんの通達も来ちゃいねえ。つまり、あたしが持ってる程度の情報じゃなんの役にも立たねえってことをあいつはわかってんだよ」

　イレーネはどこか悔しそうな口調で続ける。

「そもそも前にも言ったように、あたしらディルク子飼いの連中と黒猫機関は全く別の組織だ。一応あたしも数人分くらいは《猫ねこ》の情報を持っちゃいるが、それだって確実なもんじゃねえしな」

「……」

　イレーネの言葉には強い説得力があった。

　おそらくイレーネは身近でディルクと接している分、その手腕をよく知っているのだろう。

　だとすれば、結局のところ足で探す以外に方法はないということだ。

　それがわかっただけでも収穫としておこう。

「わかった。ありがとう、助かったよ」

「……待て、天あま霧ぎり」

　が、席を立とうとした綾斗を、イレーネが小さく呼び止める。

「確かにあたしは情報は持ってねえ。が、推測でよければ聞かせてやることはできる」

「推測？」

「あくまでただの推測だ。なんの保障もねえ。それでもいいか？」

「もちろん」

　今はとにかく少しでも手がかりがほしい。

「おまえらは再開発エリアの廃はい墟きよに絞って探してるって言ってたな」

「ああ、うん。クローディアがピックアップしてくれた場所を中心に探してるけど……それが？」

「普通に考えりゃ、おそらくそれは正しい。あたしらも任務によっちゃあそこを使うし、実際《猫ねこ》がアジトに使ってたって話も聞いたことがある。だが──こと誘拐となると微妙なところだと思ったのさ」

「どういうことだい？」

　イレーネは一つ大きなため息を吐つくと、言葉を続けた。

「あそこらを根城にする場合でも普通は短期間で引き払うんだよ。長期的に使うような場所じゃねえんだ」

「あー、崩落の危険があるからとか？」

　確かにいつ崩れるかわからないような廃はい墟きよにずっといるのは気分がいいものではないだろう。

「そんなもんは補強してやれば済む話だろ。一番の理由は警備隊さ」

　イレーネが背後で小さく鼻を鳴らす。

「連中だって馬鹿じゃねえ。あそこが犯罪者の根城になってるのは知ってるから、定期的に見回りを行ってるんだよ。もちろん全部きっちり見て回ってるわけじゃねえが、連中には探知能力者も多いからな。誘拐みたいな、ある程度の期間同じ場所に身を潜めていなければならねえような犯罪には向かねえんだよ、あの場所は」

　そういえば探知能力を持つ《魔術師ダンテ》や《魔女ストレガ》は警察機構や軍などでチームを編成する際には要かなめになるため、かなり優遇されると聞いたことがある。

「探知能力をごまかす方法がないわけじゃねえが、いろいろと手間がかかる。《猫》は単独での任務遂行が基本のはずだから、果たしてそこまで手が回るかどうか……」

「つまり、犯人が潜んでいるのは廃墟じゃないと考えてるわけだ」

「──その可能性もあるってだけだ」

　イレーネはあくまで慎重に言葉を選ぶ。

「じゃあ、仮にそうだとしたら……一体どこに？」

「さあな。ただ、おまえらにとって一番厄介な場所は歓楽街ロートリヒトだろうよ」

　歓楽街。

　再開発エリアの外縁部に位置するそこは、かなりの賑にぎわいを見せる場所らしい。といっても綾あや斗とも話に聞いただけで、まだ足を踏み入れたことはない。

「廃墟なら好き勝手探して回れるだろうが、歓楽街は合法非合法を問わず店がひしめき合ってる。そこにおまえらが勝手に押し入るわけにもいかねえだろ？」

「それはそうだけど……でもその場合、他に匿かくまっているような協力者がいるってことだよね。さっきの話だと、《猫》は単独で動くのが基本なんじゃ……」

「もちろん、あいつらにとって一番やっちゃならねえことは学園との繋つながりがバレることだ。レヴォルフの名前やディルクの伝つ手ては使ってねえだろうよ。ただ、あそこなら金さえ払えばいくらでも融通が利く。そうでなけりゃ──力ずくって手もあるな」

「なるほど……」

「ただ……それでもどっちかといやぁ適当な廃はい墟きよを使ったほうが安全なのは間違いねえ。あくまで推測だからな」

　それでもイレーネの話は筋が通っている。

　人手は足りないが、歓楽街ロートリヒトも探索範囲に入れるべきかもしれない。

「ありがとう。参考にするよ」

　綾あや斗とはそう言うと、今度こそ席を立つ。

「精々がんばるこった。それと──」

　綾斗が横を通るタイミングで、イレーネがすっとなにかをテーブルに差し出した。

「そいつはプリシラからの差し入れだ」

　小さなバケットをすれ違い様に受け取り、綾斗はそのまま店を出る。

　しばらく歩いてから中身を確認すると、バケットにはチーズや生ハム、野菜などを挟んだ軽食が入っていた。

「これは助かるな……」

　おそらくこれからは悠長に食事を摂とっていられるような時間は取れないだろうから、正直この差し入れはありがたい。

　プリシラにはまた後でお礼を言っておかねばならないだろう。

「さて、とりあえずはユリスに相談してみないと……」

　歓楽街の可能性も考慮に入れるなら、人数の配分も考え直す必要があるかもしれない。

　綾斗は携帯端末を取り出し、ユリスの番号をコールした。





＊






「ところでマスター。誠に恐縮ながら、是非ともお願いしたいことがあるのですが──よろしいか？」

　アルルカント・アカデミー、研究院棟の地下にあるエルネスタの研究室。

　自動制御の機械が忙せわしなく動き回る中、その中央に寝かされていたアルディが、どこか真剣な声こわ色いろで話しかけてきた。

「うに？　アルディがお願いとは珍しいわねー」

　強化硬質ガラスを隔へだてたコントロールルームで複数の光学キーボードを叩たたいていたエルネスタは、その手を休めることなく問い返す。

「と言っても、今はリムシィのほうで手一杯だから、ちょい待っててちょーだいな」

　アルディの隣にはリムシィが横たわっており、今のところエルネスタはその修理にかかりっきりになっていた。なにしろアルディに比べてリムシィはそのダメージが著いちじるしい。特に左腕はほぼ全損状態で、丸々換装しなければならなかった。

　ルインシャレフ自体はカミラの担当なのでそちらは任せているが、今頃はカミラも自分の研究室で予備パーツの調整に追われているはずだ。

　それにアルディとて、損傷が軽微というわけでもない。一見したところ表層装甲の傷だけだと思っていたが、よくよく調べてみると思っていたよりずっと傷が深いことがわかった。

　二人の装甲は《黒婦人派ソネツト》が落らく星せい工こう学がくの粋を集めた新素材の特殊鋼。本来ならばただの日本刀では傷一つ付けることさえできないはずなのだが、げに恐ろしきは刀とう藤どう綺き凛りんの技量といったところか。

「なにしろ明日の決勝までに二人の修理を終わらせなきゃいけないからさ。いやあー、さすがのあたしでも今日は徹夜かにゃー」

「いやいや、マスターのお手を煩わすようなものではありませぬ。我輩の顔に刻まれたこの刀傷、できればそのままに残してもらえぬかと思いましてな」

　その言葉に、エルネスタの手が止まる。

「そりゃ中の修理さえ終わってしまえば別に構わないけども……」

　頭部の刀傷は幾つかセンサー類を損傷していたが、部品交換だけで済むので比較的修理は簡単だ。

「ただ、内部に補強は入れさせてもらうよん？」

「それで結構」

　満足そうにうなずくアルディ。

「んで、どうしてまたわざわざ傷を残したいなんて思ったの？」

「──無論、この度の闘いの証あかしとして」

「ほほう、勝利の勲章ってわけかな？」

「む、いや、そのような大それたものではなく……」

　アルディはやや考え込んでから、ゆっくりと続ける。

「我輩はこの度の闘いを通して様々なものを学び取りました。己の不完全さを露ろ呈ていしたその先に見えたもの、これは単純なデータの学習ではなく、人の言うところの──そう、成長！　我輩は確かな成長を得たと自負しております！　その証を残しておきたいのです！」

「……素晴らしい」

　エルネスタは思わずつぶやいていた。

　不完全さゆえに完全を求める。だが完全な存在など、この世界には存在しない。だからこそ、その進化は留とどまる事がない。

　アルディとリムシィはあくまで試作型だが、すでにエルネスタが理想とする自律型擬形体パペツトの完成形に限りなく近づいていると言ってもいい。

「マスター、それならば私も一つお願いがあります」

　と、それまで無言で横になっていたリムシィが落ち着いた声で言った。

「おー、リムシィまで！　ほいほい、なんでも言ってごらん。おかーさんは今機嫌がいいからできる限り聞いてあげるよー？」

「では、僭せん越えつながら申し上げます。アルディへのリミットコントール委譲の際、装備を分離するのは問題ないのですが……」

「うん、それでそれで？」

「外部装甲が剥はく離りする範囲をもう少し抑えていただけるか、部分的に調整していただけると助かります。──恥ずかしいので」

　リムシィはいつもと変わらぬ冷たい表情のまま、淡々と言う。

　が、よく見ればその顔にはほんのわずかに恥じらいの色が滲にじんでいた。

　確かに外部装甲を全すべてアルディへと譲った状態のリムシィは、人間にしてみればほぼ全裸に近い。

　しかしこれは技術的な問題もあるので、すぐには叶かなえてあげるというわけにはいかなかった。

「えーと……善処するね」

「……はい」

　どうやらニュアンスは伝わったようで、リムシィは諦あきらめたようにうなずいた。

　リムシィはアルディとは違い、より人間に近い造形を意識して作られた擬形体だ。本来ならば感情表現の面でもそうなるはずだったのだが、結果としてはアルディのほうがよりそれが豊かになっている。

（これはやっぱアレのせいかにゃあ……）

　それでもこのような要望を伝えてくるということは喜ばしい成長と見るべきだろう。

「……これも沙さ々さ宮みや紗さ夜やちゃんと刀とう藤どう綺き凛りんちゃんのおかげかな」

　やはり強敵との闘いというものは人を成長させるものらしい。

　願わくば、次の決勝戦でもそうあって欲しいものだが──

「どうなるものかしらねえ」

　エルネスタは《悪辣の王タイラント》の不機嫌そうな顔を思い出し、大きくため息を吐ついた。





第五章　巡り合い







　再開発エリア全体から見れば、歓楽街ロートリヒトの大きさはさほど大したものではない。精々五分の一程度といったところだろう。

　しかしメインストリートには人が溢あふれ、今が《星武祭フエスタ》開催期間中だということを差し引いても、その賑にぎわいは商業エリアの一等地にも引けを取らない。

　ただその雰囲気と景観はまるで違う。

　居並ぶ店と店の間には階層ごとに通路が通され、何層もの空中回廊が空を覆おおっている。それを支える柱があちこちに乱立し、そこには秩序だったものがまるで見当たらない。無論、こんな無秩序が許容されているのはアスタリスクでもここだけだ。

　店もクラブやバーなどの酒類の提供を主とする飲食店から、地下カジノや風俗店などの違法店舗まで様々で、行き交う人々の年齢層も幾分高めに見える。学生らしき年頃の者たちも少なくはないのだが、校章を付けている者はほとんどいない。本来学生が学園外へ出る場合、校章を外すことは許されていないため、仮に彼らが学生だとしたら軽微ではあるが星武憲章ステラ・カルタ違反だ。

　ただ、この歓楽街にも警備隊は巡回しているものの、軽い違反なら取り締まりの対象にはならないらしい。警備隊は常に人手不足だと聞くし、キリがないのだろう。違法店舗への対応も同様で、定期的な手入れを行っている以外は、よほど悪質でない限りは黙認という形なのだそうだ。このあたりは歓楽街と都市議会の繋つながりもあって、アスタリスクの暗部の一つとされていた。

「しかし、困ったな……」

　綾あや斗とは英えい士し郎ろうから聞き出した歓楽街の情報を思い返しながら、誰ともなしにそうつぶやく。

　ユリスたちに相談してみたところ、やはり総合的に見れば廃はい墟きよ群のほうが犯人の潜伏先としては可能性が高いのではないかという結論になった。とはいえイレーネの推測も説得力があり、切り捨ててしまうのは怖い。

　そこで一ひと先まずは綾斗がこの歓楽街での探索を担当することになったのだが──思った以上に難儀していた。

　なにしろ店がどれだけあるかもわからない上、イレーネも言っていたように勝手に押し入るわけにもいかない。足を止めればすぐに客引きが寄ってくるし、強引に店へ連れ込まれそうになったことも一度や二度ではなかった。密ひそかに忍び込もうにもこれだけ人が溢れていてはどうにもならないし、そもそも店が多すぎる。

　客引きにそれとなくフローラのことを尋ねてみたこともあったが、当然のように手がかりになるような答えは返ってこなかった。

　そうこうしている内に時間だけが容赦なく流れ、すでに深夜と呼ばれる時間帯になっている。それでもメインストリートは煌きらびやかな輝きに溢あふれ、喧けん騒そうはますます増してきたようにも思えた。

　英えい士し郎ろうの話では昼間の歓楽街ロートリヒトはうって変わって閑散としているそうなので、本来探りを入れるにはその時間帯まで待ったほうがいいのだろうが、残念ながら今の綾あや斗とたちにはそんな余裕はない。

「だけど──ちょっと引っかかるな」

　確かにこの街でならば、金さえ積めば理由も聞かずに部屋を提供するような輩やからを探すのはそう難しくないだろう。

　が、それは同時に金で裏切る輩であることと同義だ。果たして諜ちよう報ほう工作のエキスパートである犯人がそのようなリスクを犯すだろうか。

　綾斗は考えをまとめようと表通りから一本入った裏路地へと進んだ。

　表通りの喧騒が嘘うそのように静まり返った裏路地は、それでも他の再開発エリアのような廃はい墟きよが並んでいるわけではなく、仄ほのかな街灯の下に店らしき明かりがぽつぽつと連なっていた。

　表通りのように客引きが出ているわけでもなく、看板さえも出ていないが、何人か客らしき人影が入っていくところを見るとちゃんと営業しているのだろう。先ほどの人影は身なりからしても裕福そうな人物だったので、もしかしたら会員制の高級店などなのかもしれない。

　綾斗はそんな裏路地をゆっくりと歩きながら、考えを巡らせる。

「もし、犯人が本当にこの歓楽街に身を潜めているなら、それは──」

「……おい、そこの」

　が、そんな綾斗に突然背後から声が掛けられた。

　振り返ってみれば、やたらと目つきが鋭い男たちが三人、綾斗を値踏みするように睨にらんでいる。

「えーと……なにか？」

　男たちが放つ気配は剣けん呑のんで、あまり穏やかな雰囲気とは言い難がたい。

「てめぇだなぁ？　ここいらでなにやら嗅かぎ回ってるって野郎は」

「警備隊の犬ってわけでもなさそうだが……ちょいと面貸してもらおうか。詳しい話を聞かせてもらいたいんでな」

　どうやら男たちは歓楽街を取り仕切っているマフィアの手の者らしい。できるだけ怪しまれないよう気をつけていたつもりなのだが、さすがに普段からいろいろと警戒しているのだろう。思っていたよりもずっと反応が早い。

　ただ、綾あや斗とも紗さ夜やたち同様簡単にはわからないよう顔を隠しているため──といってもパーカーのフードを被かぶって伊だ達て眼鏡を掛けただけだが──まだバレてはいないようだ。

「いや、俺はちょっと人探しをしているだけで……」

　綾斗はそう言いながら、素早く男たちの力量を量る。

　星辰力プラーナの練り込みや身のこなしから判断するに、それほど大した相手ではないようだ。今の綾斗はある程度自由に封印を解除できるようになっているので、さほど苦労せず退けることができるだろう。

　とはいえここで事を荒立てるのは得策ではない。理由を話すわけにもいかないし、そもそも納得してもらえそうにもなかった。

　となれば──

「っ！　待てこらぁ！」

　綾斗は即座に方向転換をすると、一目散に逃げ出した。

　背後から男たちの怒声が響くが、当然待つつもりはない。

　問題は表通りに逃げるか裏通りの奥へと逃げるかだ。

　目立ちたくないのは山々だが、以前再開発エリアの近くでプリシラを助けた時は、土地勘のなさから追い詰められてしまったことがある。それならまだ人にまぎれたほうがましかもしれない。

　そう思って表通りへ戻ったのはいいが、綾斗はすぐにそれが失敗だったことに気がついた。

　メインストリートでは先ほどの男たちと同じ空気をまとった連中が、あちこちで目を光らせていたからだ。

　まずいと思ったが、背後からは男たちの気配が迫ってくる。後戻りはできない。

　しかしこのままメインストリートを行けば見つかるのは時間の問題だろう。

（どうする……？）

　一瞬の逡しゆん巡じゆんの後、綾斗が足を踏み出そうとしたその時。

「──ねえ、キミ。もしかして追われてる？」

　ふいに小さな声が綾斗の耳を打った。

　雑踏と喧けん騒そうの中、聞き逃してもおかしくないはずの静かな声。

　けれどその声はまるで魔法のように綾斗の意識を掴つかみ、視線をその主あるじへと導く。

「困ってるなら助けてあげようか？」

　綾斗の少し前、回廊を支える柱に背を預けるようにして立っていた少女は、そう言って口元だけで微笑ほほえんだ。

　大きめの帽子を目深く被っているため顔はよくわからないが、歳としは綾斗と同じくらいだろうか。栗くり色いろの髪を無造作に束たばね、服装はジーンズにゆるめのブラウス。全体的に地味な印象で、声を掛けられなければ綾あや斗ともその存在に気づかず通り過ぎ、記憶にも残らなかっただろう。

「ええっと……どこかで会ったかな？」

　その声に聞き覚えがあるような気がして問い返す。

「んー？　多分初対面だと思うけど……それよりいいの？　あんまりのんびりしてると、後ろ、追いつかれちゃうよ」

　少女の言葉にはっとして振り向けば、先ほどの男たちがすぐそこにまで迫っていた。

　この少女が何者なのかはわからない。なんらかの罠わなという可能性もありえる。

　だが綾斗は不思議と少女のその言葉に偽いつわりはないとわかった。

　理屈ではなく、感覚で。

「──わかった。助けてもらえるかい？」

「ＯＫ。じゃあ、ほら、こっちこっち！」

　すると少女は綾斗の手を取り、反対側の裏路地へと駆け出した。

　それに気付いた男たちがなにやら声を上げて追ってくるが、少女は構わず細い路地を右へ左へと曲がりながら進んでいく。どうやらこのあたりに随分と詳しいようだ。

「……」

　少女は路地を走りながらも、小さくなにかを口ずさんでいた。













　小声すぎてなにを言っているのかはわからなかったが、どうやら歌のようだ。

　と同時に、綾あや斗とは少女の周囲に万応素マナがざわめいているのに気がついた。

（まさかこの子、《魔女ストレガ》なのか……？）

　男たちの気配が遠ざかり、その声もどんどんと小さくなっていく。

　同時に町並みも急激に様変わりし、気がつけば周りはほとんどが崩れかけた廃はい墟きよばかりになっていた。

　少女の足は速く、繋つないだ手は驚くほどに柔らかい。星辰力プラーナがあまりにも静かだったので最初は気がつかなかったが、《魔女》ということはつまり少女も《星脈世代ジエネステラ》ということだ。年頃から考えるに、どこかの学園の生徒なのだろう。

　しばらく走っても息を切らす様子もなく、かなり鍛えられていることがわかる。

　ただ、上う手まく隠しているのか、その力量までは見通せない。

「ふぅ……ここまでくれば、とりあえずは大丈夫じゃないかな」

　やがて廃ビルに囲まれたちょっとした広場に辿たどり着つくと、少女は振り返って小さな笑みを浮かべる。

「ありがとう。本当に助かったよ」

　綾斗一人ではとても切り抜けることはできなかっただろう。

「ふふっ……それで、どうしてあんな奴等に追われてたの？　どこかのお店でぼったくられでもした？」

「いや、そういうのじゃないんだけど……ちょっとね」

　少なくとも少女は敵ではないようだが、軽々しく事情を話すわけにもいかない。

　言葉を濁にごすと、少女はそれを察したようにうなずいた。

「ん、そっか。じゃあ別に無理して話してくれなくても大丈夫」

　そう言って、適当な廃材に腰掛ける。

「ただ、戻るつもりならもうしばらく待ったほうがいいよ。ここはもう歓楽街ロートリヒトから結構離れちゃってるからあいつらも追ってこないだろうけど、今はちょっとピリピリしてるし、連中もまだ諦あきらめてないと思う」

「ピリピリしてるって？」

「今は《星武祭フエスタ》の真っ最中だからね、警備隊の取り締まりがいつもよりずっと厳しくなってるんだ。で、歓楽街を仕切ってるマフィア連中も普段より見回りを増やして警戒してるみたい」

「なるほど……」

《星武祭》の開催期間中は世界中からアスタリスクに人が押しかけてくる。必然、この歓楽街に足を運ぶ人も増えることだろう。となれば、いくら黙認状態が常の歓楽街とはいえ、警備隊もある程度は人手を割いて取り締まる必要があるということか。

　しかし、だとすれば犯人が身を隠すには向かない事情が増えたことになる。取り締まりの強化もそうだが、なによりそんな時期に厄介ごとを抱え込みたいと思う者は少ないだろう。

（やっぱり歓楽街ロートリヒトじゃないのか……？）

　だとすれば、すぐにでも見切りをつけて他の場所を探すべきだ。ここで時間を浪費するわけにはいかない。

　まだ少し引っかかる部分がないではないが──

「いろいろとありがとう。できればなにかお礼をしたいところだけど、ちょっと今時間がなくて」

「いいよいいよ、別に気にしないで──天あま霧ぎり綾あや斗とくん」

「っ！」

「おお、すごい反応速度。さすがは今大会のファイナリストだね」

　綾斗がとっさに距離を取ると、少女は感心したように手を叩たたいた。

「でも、そんなに警戒されるとちょっとショックだなぁ」

「……なんで俺の名前を？」

　綾斗が用心深く訊たずねると、少女は大げさに肩を竦すくめてみせる。

「変装してるつもりなんだろうけど、それじゃ一目でわかっちゃうよ。隠すつもりならもっと雰囲気も変えなくちゃ。キミももう有名人なんだし、もうちょっと頑張ったほうがいいんじゃない？」

「え……？」

　確かにあまり気を遣っていた部分ではないが、そんなにバレバレだったのだろうか。

「一応断っておくけど、別にキミが星せい導どう館かん学がく園えんの序列一位だからって助けたわけじゃないからね」

「でも、だったらどうして……」

「困ってる人を助けるのは当たり前でしょ？」

　綾斗の疑問に、少女はさも当然というように答えた。

「まあ、自分の手が届く範囲ならの話だけどね。それにキミ、悪い人には見えなかったし」

　少女の言葉は率直で、やはり嘘うそを言っているようには思えない。

「……ごめん。助けてもらったのに」

　なので、綾斗は素直に非礼を詫わびた。

「あはは、キミはいい人だね。うん、別に私は──」

　が、そこで少女はふいに口を噤つぐみ、やって来た方向へと首を向ける。

　一瞬遅れて綾斗も気がついた。

　誰かがこちらへ向かってくる。

「やぁれやれ、こんなとこまで逃げてくるとはなぁ……追いかけるほうの身にもなれってんだよぉ」

　月光を半身に受けながら現れた男は、気だるそうにそう言った。

　浅黒い肌に無精ひげ、年齢は三十くらいだろうか。少なくとも学生ではないだろう。カーゴパンツにＴシャツというラフな格好だが、ベルトには煌式武装ルークスの発動体が鈴なりに括くくり付つけられている。

「で、おまえさんかい？　こそこそ探りを入れてたって野郎はぁ。なんでも人を探してるそうだが、うちの連中が気にしててよぉ。ちょいと顔を貸してもらうぜぇ」

　暗く淀よどんだ瞳ひとみにはまるで覇気が感じられないが、その身のこなしは鍛たん錬れんを積んだ者特有のものがあった。かなりの使い手だ。

「あちゃあ……まさかここまで追ってくるなんて」

　少女が天を仰いで、帽子の上から顔を抑える。

「ちょいと物入りでねぇ。少し頑張って稼がないとならねーんだわ。ま、そういう意味じゃ、仕事を作ってくれて感謝するぜぇ。……んん？」

　男はその足を止めると、やや垂れ目がちなその瞳を見開いた。淀よどみの中に、ぬらぬらとした冷たく凶悪な輝きが蠢うごめく。

「なぁんだ……相手は男だって話だったが、ちゃんと女もいるじゃねえかぁ。こいつは嬉うれしい誤算だねえ。俄が然ぜんやる気も出るってもんだ」

　男は下げ卑びた笑みを浮かべながら、煌式武装を起動させた。刃が波打った大振りのナイフを両手に構え、舌なめずりをする。

「さて、オレはおまえさんを捕まえてこいと言われてるわけだが……思う存分抵抗してくれていいぜぇ。そうでなきゃつまらねえからなぁ」

「ちょっと待った、彼女は関係ないんだ」

　男の目は明らかに少女を狙ねらっていた。こうなった以上、綾あや斗とが直接マフィアと話して誤解を解くしかないだろう。

「んー、無駄じゃないかな。彼、仕事よりも自分の趣味を優先しそうなタイプだし、大人しく見逃してくれるとは思えないよ。そうでしょ？　──元界龍ジエロン第七学院序列七位、《双蛇ドイラン》のグエンさん」

「へぇ……お嬢ちゃん、オレのことを知ってるのかい？　そいつは嬉しいねぇ」

「まさか《王竜星武祭リンドブルス》のセミファイナリストが、マフィアの使い走りにまで身を落としてるとは思わなかったけどね」

　少女はため息を吐つくと、ゆっくりと立ち上がる。

「なぁに、昔の話さぁ」

　男──グエンがそう言うと、場の空気がぴんと張り詰めた。

　まずい。最悪、グエンとやり合うことになったとしても、少女を巻き込むわけにはいかない。

　二人の間に割って入るべく、踏み出そうとしたその瞬間──綾あや斗との胸先にナイフが迫っていた。

「くっ！」

　グエンが牽けん制せいするようにナイフを放ったのだ。

　とっさに身を翻ひるがえしてそれをかわしたものの、恐るべきはそのタイミングだった。完かん璧ぺきに出鼻を挫くじかれたと言っていい。

「邪魔すんじゃねえよぉ、小僧が」

　綾斗が体勢を整えた時には、グエンはすでに少女の間合いに入っていた。

「危ない！」

　グエンのナイフが煌きらめき、少女を襲う。

　──が。

「ふぅん、こんなものか」

　少女は左右から繰くり出されるグエンの猛攻を、片手で軽々と捌さばいていた。

「なぁ──!?」

　グエンの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　もっともそれは綾斗も同じだった。グエンの攻撃は鋭く、速い。一撃一撃の威力よりも、手数とスピードを重視するタイプだ。それを──しかも完全に相手の間合いで──全すべて捌いてみせるなど、綾斗でも難しいだろう。

「は、はははは！　やるじゃねえか、お嬢ちゃん！　だったらオレも本気でぇ……！」

「──ううん、もう十分」

　少女はグエンの腕をくぐるようにして、その背後に回り込む。

　その動きは何気ないように見えたが、針の穴を通すような一瞬の隙すきを突いたものだ。

「ちぃっ！」

　慌てて振り向いたグエンの鳩尾みぞおちに、少女の蹴けりが叩たたき込こまれる。

「──っ！」

　声も出せずに悶もん絶ぜつしたグエンは、そのまま吹き飛ばされて廃ビルの壁に激突した。

　ビルが崩れてしまうのではないかという程の衝撃が走り、その壁に新たなひびが無数に刻まれる。

「……全盛期のあなたが相手だったら、こんな簡単にはいかなかっただろうにね」

　ぐったりと動かなくなったグエンに向け、どこか残念そうに言った少女は、しかしすぐに綾斗へと向き直った。

「さて……ところでキミ、誰か人を探してるの？」

「え……？」

「ほら、さっき彼がそんなこと言ってたから」

　そう言って少女はちらりとグエンを見る。

「あー……まあ、ね」

「ひょっとしたら力になれるかもしれないけど、どうする？」

「力にって、キミが？」

　綾あや斗とが問い返すと、少女は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、そのしなやかな指を上に向けた。

「うん。でもその前に──ちょっと場所を変えよっか」
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　少女は比較的形を保っている廃ビルの非常階段を軽やかに登っていく。

　綾斗はその後に続きながら、先ほどの少女の闘いを思い出していた。

　グエンは強かった。いかに力が衰えていたとはいえ、《王竜星武祭リンドブルス》で準決勝へ進出したとなればその強さは本物だろう。文字通りそれを一いつ蹴しゆうするほどの実力者となると、数は限られる。

「はい、到着ー」

　屋上に辿たどり着つくと、少女はそう言って振り向いた。

　このあたりでは一番高い建物のようで、再開発エリアをぐるりと見渡せる。

　頭上には満天の星。しかし東の空はすでに深い紺へと色を変えつつあった。夜明けが近いのだ。

「ごめんね、急いでるっぽいのに時間取らせちゃって」

「いや、それより協力してくれるのはありがたいけど、キミを巻き込むわけにはいかないよ。ただでさえ迷惑をかけちゃってるのに」

「ふぅん……」

　綾斗の言葉に、少女は感心したようにうなずいた。

「なるほどね。少しずつキミのことがわかってきたような気がするかも」

「俺のこと？」

「うん。そうだね、例えば……自分が大変な状況にあっても他人を慮おもんぱかることができる優しい人。でも同時に自分だけで背負い込みがちで、あまり他人を頼ることができない」

「う……」

　それはユリスの綾斗に対する人物評とほぼ同じようなものだったので、思わず言葉に詰まる。

「けど、準々決勝の試合は良かったよ。リースフェルトさんとのコンビネーションとか、ちゃんとしたタッグになった感じがして」

「……よく見てるんだね」

　実際あの準々決勝は綾あや斗ととユリスにとって一つのターニングポイントだった。だがそれは傍はた目めで見ていてすぐにわかるようなものではないはずだ。

「当然。だから今日の……ああ、いやもう昨日か。とにかく準決勝の試合もちゃんと見たよ。キミが《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使わなかったあの試合──ううん、もしかして使えなかったのかな？」

「……」

　しかも随分と察しもいい。

「あはは、ごめんね。余計な詮せん索さくだった。えっと、それじゃ……どんな人を探してるのか教えてもらえる？」

「いや、でも──」

「安心して。別についていったりしないから。ようは、探している人がどこにいるかわかればいいんでしょ？」

　少女がそう言った途端、周囲の万応素マナがざわめいた。

　少女を中心に渦を巻くように、ゆっくりと集まってくる。

「まさか……キミは探知系の《魔女ストレガ》なのかい？」

　能力者ではないかとは思っていたが、もし本当に探知系の能力を持った《魔女》ならばフローラの居場所を探し出すことも不可能ではない。

「探知系ってわけじゃないんだけど……まあ、一応似たようなことはできるかな。それで、イメージするのに情報が必要なんだ」

「わかった。探しているのは女の子で、年齢は十歳。名前はフローラ」

「一応確認しておくけど、迷子ってわけじゃないよね？」

「……ああ。誰かに捕まってる。犯人は──推測はできるけど、まだわからない」

「ん、そっちはいいかな。で、その子の容姿とか性格は？　あと写真とかあればそれも」

　綾斗は自分が知っている限りのフローラの情報を少女へ教えた。

　といっても、まだ綾斗はフローラと出会って数日程度。とてもではないが詳しいとは言えない。

「もし必要ならもっとよく知ってる人に聞いてみるけど？」

「ううん、大丈夫。これでいけると思う。少し待ってね」

　少女はそう言うと俯うつむいて、小さな声でなにやらぶつぶつとつぶやき出す。

　綾斗にはそれがなんだかわからないが、能力の発動には各々自己流のやり方があるのでその一環なのかもしれない。

「──よし、こんなもんかな」

　やがて少女がポンと手を叩たたき、顔を上げた。

「ただ、その前に一つだけ約束してほしいんだけど……いい？」

「約束？」

「今から起きることは誰にも話さないで秘密にすること」

「……わかった、約束する」

　それくらいお安い御用だ。

「良かった。じゃあ、始めるから地図を用意して。できるだけ大きいほうがいいな」

　綾あや斗とは言われて携帯端末を起動させた。

　空間ウィンドウの大きさを最大へと変更し、再開発エリア一帯の地図を表示させる。

「よし、これで──」

　そう言って視線を上げた綾斗は、思わず絶句した。

　少女が帽子を脱ぎ、まとめていた髪を解く。

　ヘッドフォン型の髪飾りに触れると、その髪の色がゆっくりと変化していく。

　栗くり色いろから鮮やかな紫へ──それはまさしく今の、夜明けの空の色だ。

　今までの地味でひっそりとした空気が一瞬にして、華やかで圧倒的な存在感に塗り替えられる。

　息を飲むほどに整った顔立ちは、しかし綾斗にも見覚えがあった。

　いや、おそらくはこの少女を知らない者はこのアスタリスクに……それどころかこの世界にほとんど存在しないだろう。

　至高の歌姫。

　世界最高のアイドル。

　クインヴェール女学園生徒会長にして、序列一位。

《戦律の魔女シグルドリーヴア》の二つ名を冠する、前《王竜星武祭リンドブルス》準優勝者。

「……シルヴィア・リューネハイム……」

　唖あ然ぜんとしたまま、綾斗がその少女の名をつぶやく。

　シルヴィアはそんな綾斗に微笑ほほえみかけると、羽を広げるように大きく両手を開いた。

　その背後から昇りたての朝日が眩まばゆい光を投げかける。

「──思考と記憶の二対の羽よ　巡れ巡れ疾とく駆け巡れ　囚とらわれの愛いとし子ごの声を持て」

　今までとはまるで違う、凛りんとした力強い声がどこか物悲しい民族音楽のような旋せん律りつを歌い上げる。

　綾斗がその声に聞き覚えがあるのも当然だった。

　世の流行にはあまり関心を持ってこなかった綾斗でさえ、その名前、その姿、その歌声を知っている。

「暁の雲海を超え　黄昏たそがれの風に乗り　宵よい闇やみの果てより導きを開け──」

　嵐あらしのように吹き荒れる万応素マナを、シルヴィアの歌声が巧みに操あやつり、組み換えていく。

　シルヴィアは今現在世界で最も有名な歌姫であり、同時に最も有名な《魔女ストレガ》だ。《王竜星武祭リンドブルス》を二連覇しているあの《孤毒の魔女エレンシユキーガル》でさえ、知名度の面ではシルヴィアに一歩譲らざるを得ない。

　その能力は──万能。

　本来《魔女》や《魔術師ダンテ》は固有イメージを核にして能力を発現させる。そのため、ユリスのように多彩な技を持つ者でも、『炎』や『花』といった固有イメージの範囲から逸脱することはできない。

　だがシルヴィア・リューネハイムは『歌』を媒ばい介かいにすることによって、自身のイメージを様々に変化させることが可能なのだという。だからこそ、このようにして探知系の能力を使うことも可能なのだ。

　汎はん用よう性せいを追い求めた形である星せい仙せん術じゆつと似ているが、その本質は真逆と言ってもいい。定型化するのではなく、イメージを流動化させることによって成し遂げられた万能。シルヴィアはそのイメージを内包する歌を歌うことによって万応素を操作し──星辰力プラーナの消費量の問題や得手不得手はあるようだが──あらゆる事象を呼び起こすことができると言われている。

　ただ唯一、治ち癒ゆ能力だけは扱うことができないようだが、あれは星仙術でも定型化できていない部分なので、根本的に別個の能力なのかもしれない。

「思考と記憶の黒き御み使つかいよ　我が前に舞い降りて疾とく示せ──」

　やがてシルヴィアが歌い終えると、地図の上を旋回するように二枚の黒い羽が漂っていた。二枚の羽はしばらくの間そのままくるくると回転していたが、その円が次第に狭まっていく。

「ふむふむ……歓楽街ロートリヒトの外れ、北側の一角みたいだね」

　シルヴィアはこともなげに言ってのける。

　綾あや斗とは未いまだに我が目を信じられないでいたが、すぐに気を取り直した。目の前にいるのがその名を知らぬ者のない世界的大スターであれ、その能力が本物であるならば驚いている場合ではない。

「ここにフローラちゃんが？」

「うん、相手がよほど強力な探知能力対策を取っていない限りは間違いないかな。もう少し練りこむ時間があればもっと範囲を絞れたんだけど……」

「いや、これだけでも十分すぎるくらいだよ。──本当に、本当にありがとう」

　綾斗はそう言って頭を下げる。

　今まではまるで手探り状態だったのだから、位置が絞り込めただけでも物もの凄すごい進歩だ。時間は残り少ないが、これで少しは希望が出てきたかもしれない。

「ふふっ、お役に立てたようでなにより。それじゃ私はこれで失礼するね。実はもう戻らないとマネージャーにどやされちゃうんだ」

　シルヴィアはほっとした表情を浮かべて、再び帽子を頭に載せた。

「ああ、ちょっと待ってリューネハイムさん！」

　いろいろと聞きたいことは多いし、ちゃんとしたお礼もしたいのは山々なのだが、とにかく今は時間が足りない。

「もし良かったら、連絡先を教えてもらえるかな？」

「え……？」

　綾あや斗とのその言葉に、シルヴィアがきょとんとした顔で綾斗を見る。

　綾斗はシルヴィアがなぜそんな顔をしたのか理解できなかったが、すぐに気が付いた。

「……あ」

　なんの考えもなしに訊たずねてしまったが、相手は世界の歌姫なのだ。おいそれと連絡先を教えるはずがない。

　しかしシルヴィアはまじまじと綾斗の顔を見つめた後、我慢できなくなったかのように吹き出した。

「……ぷっ！　あはははは！　いいね、そんな風にまっすぐ口説かれたのは久しぶりかも」

「い、いや、口説くとかそういうのじゃなくて……！」

「シルヴィでいいよ。親しい人はみんなそう呼んでくれてるし」

　シルヴィアはそう言うと、携帯端末を取り出して綾斗の携帯端末へ向けた。

　直後、着信音と共にアドレスが送られてくる。

「それ、私のプライベートアドレスだからいつでも連絡して。まあ、このところちょっと忙しくてすぐに出られるかはわからないけど」

「う、うん……」

　あまりにあっさりだったので綾斗が唖あ然ぜんとしていると、シルヴィアは楽しそうに言った。

「実はね、前からキミには少し興味があったんだ。今日こうして直接話してみて、それがますます強くなったみたい」

　そして帽子を目深に被かぶり直し、綾斗の横を通り過ぎ様にその胸を軽く叩たたく。

「じゃあがんばってね、綾斗くん。及ばずながら、私もフローラちゃんの無事を祈ってるから」
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　シルヴィアと別れた綾斗は、早速位置データをユリスたちに送った。

　すぐに反応があり、ユリスと紗さ夜や、さらに英えい士し郎ろうと複数の空間ウィンドウが開く。

『目星が付いたのは素晴らしいが……どうやってここに絞り込んだんだ？』

「ええっと、それは……ごめん、言えないんだ」

　ユリスの疑問は当然のものだったが、シルヴィアとの約束を破るわけにはいかない。

『……ふん、まあいい。気にはなるが、今はそれどころではないしな』

『……とにかく、ここまで絞れたなら後はもう一息』

『だな。このあたりだったらおれもそこそこ詳しいし、役に立てると思うぜ』

　紗さ夜やと英えい士し郎ろうがそう言うと、ユリスがうなずく。

『よし、そうと決まれば話は早い。早速ここに──』

『……けど、綾あや斗ととユリスは来ないほうがいい』

「ええっ？」

『なんだと？』

　紗夜の言葉に綾斗とユリスが同じタイミングで目を見開く。

『一体どういうことだ！　なぜ我々だけが外されねばならん！』

『……綾斗たちは決勝戦がある。こっちに来てたら間に合わない』

「それはそうだけど……」

　確かに犯人の要求で《鳳凰星武祭フエニクス》を棄権することは許されていない。

　目星が付いたとはいえ、確実にフローラを助け出すことができると決まったわけでもない以上、最低限そこは従っておかなければならないのもわかる。

　だが──

『決勝戦は正午からだ。まだ時間はあるだろう！』

『いんや、これは沙さ々さ宮みやの言い分のほうが正しいな。犯人が本当にここにいるなら、動く人数は最低限のほうがいい。第一おまえさんたちはまかり間違って犯人に見つかったら言い訳がきかねーだろ』

　意外なことに英士郎が紗夜を援護する。

『……それにいくらなんでもこのまま決勝戦に挑むのは無謀。少しでも身体からだを休めたほうがいい』

『ぐ……！』

「だけど……！」

　頭ではわかっていても、ここまできてなにもできないというのはいかにももどかしい。

『綾斗先輩、ユリスさん、大丈夫です！　フローラちゃんは、わたしたちが絶対に助け出してみせますから！』

　と、今度は綺き凛りんの声。

『……』

　さすがにここまで言われては、ユリスも黙るしかない。

　長い沈黙の後、諦あきらめたように大きなため息を吐つく。

『はぁ……わかった。ならば我々は決勝戦に注力しよう』

「……そうだね」

　明らかに紗さ夜やたちに理があるのだから、これ以上は綾あや斗とたちのわがままだ。押し通すわけにはいかない。

『……それでいい。私たちがフローラを助け、綾斗たちは私たちの仇かたきを取る。これで万事めでたし』

　紗夜はそう言うと、満足そうにうなずいた。

『……ああ、そうだった。私たちもまかされていたのだったな』

「正直、ちょっと荷が重いけどね」

　綾斗は冗談めかして苦笑する。

　実際、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》なしでアルディたちに勝つというのはかなり厳しい。

　しっかりと作戦を練らなければ、善戦することすら難しいかもしれない相手だ。

『問題ない。私たちがフローラを助け出せば、《黒炉の魔剣》も使えるようになる』

『ま、間に合えばの話だけどな』

『……むっ』

　混ぜっ返す英えい士し郎ろうを紗夜が睨にらむ。

　それを見て、綾斗はいい具合に力が抜けていくのを感じた。

　それぞれが自分のやるべきことに全力で向かっている。

　だとしたら、今綾斗がやるべきことは──





第六章　それぞれの決戦







『──七番、状況を報告しろ』

　いつもどおりの苛いら立だちをはらんだ声が、短く用件だけを訊たずねてくる。

「問題はない」

　その男──黒猫機関グルマルキン金きん目めの七番は、短く用件だけを答えた。

『ならいい』

「そちらは？」

『表向きは従順だな。警備隊には連絡が行っていないようだし、《影かげ星ぼし》が動いている様子もねえ。だが、小僧たちだけならともかく、星せい導どう館かんにはあの女め狐ぎつねがいる。このまま大人しくしているとも思えねえな』

　黒猫機関専用の携帯端末は空間ウィンドウが開くことはない。映像を送ることは可能だが、基本的には音声通信のみ。そしてなによりこの携帯端末が繋つながる相手はただ一人──レヴォルフ黒学院の生徒会長だけだ。

『実際、そのあたりでガキについて嗅かぎ回ってる奴がいたって話も上がってきてる。まあ、知っての通り歓楽街そのあたりはオレの直轄じゃねえんで真偽はわからねえがな』

「……」

　一般的に再開発エリアはその全すべてが一まとめにレヴォルフ黒学院の管理下にあると思われているが、内情は少し違う。歓楽街ロートリヒトを実質的に取り仕切っているのは複数のマフィアグループであり、その上層部は各学園の退学者やアスタリスク外の犯罪者などで構成されているからだ。

　無論、その中でもレヴォルフ出身者が占める割合は群を抜いて高いし、現役学生も多くが構成員に名を連ねているため、レヴォルフとの関係は強い。歴史的に見ても、レヴォルフの影響力が高いことも事実だ。

　ただ、彼らと今の生徒会長──ディルク・エーベルヴァインとは極めて折り合いが悪かった。それ故ゆえ、現在歓楽街とレヴォルフの関係は冷え切っている。むしろ学内の反ディルク派の生徒が積極的に流入しているため、一部のマフィアは敵対関係に近いとさえ言えた。

　そしてディルクはそれを黙認している。

　その理由を男は知らないし、知ろうとも思わない。それは男の役目ではないからだ。

　男はただ命じられた任務を完かん璧ぺきにこなせばいい。

　任務遂行に必要な情報は求めるが、判断を下すのはあくまで飼い主だ。

　だから今回も男はその主あるじへ訊ねた。

「もし邪魔が入った場合は？」

『こっちには人質がいる。それを使え。もしそれでも引き下がらないようなら……使い捨てても構わねえ』

　男は部屋の片隅に座る少女へと目を遣やる。

　眠ってしまっているのか、時折微かすかに身じろぎをする以外は動きはない。

『あの小僧は放ほうっておけば必ず障害になる。少しは本気だとわかってもらわねえとな』

「わかった」

　男は淡々と答えた。

　どのような冷酷な命令でも、それで男の心が動じるようなことはなかった。

　そもそもそんなものは存在しないからだ。

「……っ」

『どうした？』

　空気が変わったのを察したのか、訝いぶかしげに声が問う。

「どうやらその邪魔とやらが入りそうだ」

　男はそう言うと、通信を切って天井を見上げた。
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「……本当にここ？」

　紗さ夜やは目の前のビルを見上げて、疑わしそうに言った。

「まあ、おれが調べた限り一番怪しいのがここってだけなんだけどさ。それでも可能性は高いと思うぜ」

　英えい士し郎ろうはとぼけたように肩を竦すくめるが、その目は真剣だ。

「で、でも、夜や吹ぶき先輩は本当に顔が広いのですね。驚きました」

「いやー、それほどでもないって」

　しかし綺き凛りんに褒められると、満更でもない様子で照れ笑いを浮かべる。

「……つまり夜吹は普段からこのあたりで遊び回ってるということ」

「うっ……！　そ、それはその、なんと言いますか……」

　気まずそうに視線を外す英士郎。

　とはいえ確かにその顔の広さは本物だった。

　いくら綾あや斗とが絞り込んでくれたとはいえ、それでもまだ正確なフローラの居場所がわかったわけではない。紗夜も綺凛も歓楽街ロートリヒトにやってきたのは初めてだったが、昼間は閉まっている店も多く、賑にぎわっているのは二十四時間開いているような大型のカジノくらいだろうか。そのせいか人通りもあまり多くなく、紗夜と綺凛は情報を集めるのにも苦労していたのだが、英士郎はあっさりと馴な染じみの店とやらからあれこれと気になる話を聞き出してみせた。

「それで、具体的にはどんなところが怪しかったのでしょうか？」

「ああ、ここのビルはそこそこ名の通ったカジノだったんだけどさ、ちょいと前から改装工事をやってるみたいなんだよ」

　言われて、再びビルへと視線を戻す。五階建てで、かなりの大きさだ。一応メインストリートに面してはいるが、やや奥まった場所に建っているせいで両隣の建物の陰になっており周囲は薄暗い。

　今は明かりが点ついていないものの、普段ならば煌きらびやかに夜の街を照らしているであろう電飾で飾られた外壁は比較的新しく、改装が必要とは思えなかった。

「なんでも最近客が大暴れしたらしくて、外はともかく中のほうはしっちゃかめっちゃかにされたんだとか」

「へぇ……怖いですね」

「ここじゃテナントの入れ替わりは激しいし、改装工事なんかも珍しくはねーけどな。専用の業者もいるくらいだしさ。ただ、その工事がここ数日止まってるらしい」

「……止まっている？」

　紗さ夜やが眉まゆを顰ひそめると、英えい士し郎ろうはにやりと笑う。

「担当していた業者のほうでなにかトラブルがあったんだと。ここの持ち主であるマフィアもいろいろせっついてるみたいだから、程なく次の業者が決まるとは思うけどな」

「……けど、それまでは空き家状態」

「ま、そういうこった」

　紗夜と綺き凛りんは視線を合わせ、無言のままうなずいた。

「よーし、そんじゃとにかく中を調べてみようじゃねーの」

「で、でも、どうやって……？」

　今まで紗夜たちが探し回っていたのは専もつぱら廃はい墟きよの類たぐいだ。勝手に立ち入ろうと問題はなかったが──厳密に言えば一応警備隊の取り締まり対象ではある──ここはそうはいかない。いくら改装中とはいえ、カジノならばそれなりの警備システムがあるだろう。

「ほいほい、任せとけって。ちょいと周り注意しといてくれ」

　が、英士郎は自分の携帯端末を取り出すと、それを正面入り口横の端末に接続する。

　そして慣れた手つきで光学キーボードを操作すると、ぷしゅっという気の抜けた音と共にドアが開いた。

「ほい、いっちょあがり」

「……」

　こともなげに言ってのける英士郎を、紗夜と綺凛はぽかんとした顔で見つめる。

「どうやら中が壊れた時に従来の警備システムも一緒におしゃかになっちまったんだろうな。今作動してるこれはやっすい簡易版だ。どうせ改装中の間に合わせならこれで十分だと思ったんだろうけど、ラッキーだったぜ」

「いえ、でも、それにしたって……」

「……いくらなんでも手際が良すぎる」

　不審の眼まな差ざしを受け、英えい士し郎ろうが慌てた様子で弁解する。

「い、いやいや、こんなの別に大したことないって！　ツールはネットで拾ったやつだし、何度か試したことがあるくらいで……」

「……」

　疑念は残ったが、今はそれを追及している時間はない。なにしろ時刻はもうすぐ正午、もたもたしていたら決勝戦が始まってしまう。

「ほ、ほらほら、それより早く行こうぜ！」

　英士郎はごまかすようにそう言いながらビルへ入り、紗さ夜やと綺き凛りんも仕方なくそれに続く。

「うわ……」

　内部は思っていたよりもずっと酷ひどい状態だった。

　カジノの設備はすでに運び出された後なのか、二階まで吹き抜けになっている大きなホールはがらんとして物寂しく、剥むき出だしになった壁や柱がそれを更に後押ししている。なぜか殊更に豪華な照明だけはそのままになっており、床に伸びた柱の影が妙に不気味に見えた。

　天井にはいくつか大きな穴が開いているが、とても工事に必要なものとは思えないので大暴れしたという客が残したものなのだろう。これなら改装が必要なのも頷うなずける。

「とりあえず、ここには誰もいないようですね」

　綺凛が警戒しながらぐるりと周囲に視線を巡らせる。

「んー、さっき覗のぞいた感じじゃ、この建物は地下一階地上五階の六層構造らしいな」

　確かにホールの奥には広い造りの階段があり、吹き抜け状の二階へと続いている。その裏は下りの階段になっているようだ。側面にはエレベーターもあるが、さすがにこの状況で使用するわけにはいかない。

「……上か下か」

「うーん……どちらにしてももし犯人がいるなら分かれるのは危険ですし、一緒に行動したほうがいいですね」

「ぜひともそうお願いしたいね。おれは荒事苦手だし」

　綺凛の言葉にうんうんと強く同意する英士郎。

「……男ならそこはおれに任せろくらい言う場面」

　ジト目でそう言うと、英士郎は悪びれもせずに答えた。

「適材適所って言うだろ。それにおれも一応努力はしてみたんだぜ？」

「努力？」

「おれはお役に立てないが、それなら役に立つ奴を呼べばいいわけだ。まあ、来てくれるかはわからねえけど頼むだけは頼んでおいたから──って、なんだありゃ!?」

　英えい士し郎ろうの声に目を向ければ、柱の影でなにかが湧わき出るように蠢うごめいている。

「あれは……人、なのでしょうか？」

　綺き凛りんが千せん羽ば切きりの鯉こい口ぐちを切りながら、訝いぶかしげにつぶやいた。

「……あのあたりに万応素マナが集まってる。多分、設置型の能力」

　つまり罠わなか防衛装置といったところだろう。

　それは綺凛の言ったとおり人の形をしているように見えたが、あくまで『形』が近いだけだ。全身は影を切り取ったように真っ黒でなんの凹凸もなく、どちらが前でどちらが後ろなのかも判別がつかない。両手の先は鋭い角のように尖とがっており、それがどういう目的を持っているのか嫌でも察することができた。強いて言うなら、まさしく『人影』だろうか。

「なにはともあれ、当たりを引いたのは間違いなさそうだな。やったじゃねえの」

　そう言う英士郎はいつの間にか壁際にまで避難している。本当に全部紗さ夜やと綺凛に任せるつもりらしい。

　人影はしばらく身じろぎもせずにただぼうっと突っ立っていたが、突然綺凛に向かって襲い掛かってきた。

　が、綺凛は慌てることなくそれを一太刀で切り伏せる。千羽切の一撃を受けた人影は、まるで風に飛ばされる砂のように雲うん散さん霧む消しようした。

　動きはそれなりに速かったものの、攻撃は単純で読みやすく、なにより脆もろすぎる。正直に言って紗夜や綺凛の敵になるようなレベルではない。

「なーんだ、大したことないじゃん。これくらいならおれでもなんとか……」

　気楽にそんなことを言っていた英士郎の表情が途中で固まる。

　柱の影から、再び人影が湧き上がってきたからだ。それも今度は一体や二体ではない。

「これ……どれくらいいるんでしょう？」

「……さあ？」

　あちこちの影から湧き出た人影は、ざっと見ただけで五十体はいるだろうか。しかもまだまだ増えている。

「くっ……！」

　人影は次々と紗夜たちに襲い掛かってきた。

　紗夜は一瞬でハンドガン型の煌式武装ルークスを起動させると、早撃ちの要領でほぼ同時に五体の人影を倒す。

「こ、こりゃあ、自律型の能力だな！　いくらなんでもこいつらを全部同時に操あやつるってのは無理だ！」

　ホールの中を逃げ惑いながら叫ぶ英えい士し郎ろうの言葉に、紗さ夜やは綾あや斗とから聞いた話を思い出した。

　かつて綾斗と闘ったサイラスという能力者も百を超える人形を操あやつる力を持っていたようだが、実際は同時に操れていたのは十数体までだったという。

　しかしこの人影たちの動きにはそういった統一性はまるでない。

「自律型の能力ってのは、大抵単純な命令しか実行できねえ！　おそらく侵入者を排除しろとでも命じられてんだろ！」

「……なるほど。だったらわざわざ付き合う必要もない」

　紗夜も綺き凛りんも準決勝のダメージが残っている。特に綺凛は右足の怪け我が、紗夜は星辰力プラーナがまだ回復しきっていない。いくら雑ざ魚こ相手とはいえ、この全すべてを相手にしていたら体力が持たないだろう。

「……綺凛。悪いけど、少し頼む」

「了解です！」

　このあたりは阿あ吽うんの呼吸だ。即座に紗夜の意図を汲くみ取とった綺凛が、紗夜を守るように一歩引いて構えを変える。

　紗夜はハンドガンをしまうと、代わりに大型の砲身を持つ巨大な煌式武装ルークスを起動させた。

　準決勝では手持ちの武装の大半がメンテの必要な程のダメージを受けてしまっていたが、これはまだ比較的損傷が浅い。

「三十九式煌こう型がた光線砲レーザーカノンウォルフドーラ──掃射」

　紗夜が引き金を絞ると、光の奔ほん流りゆうが迸ほとばしった。星辰力が大量に消費され一瞬目の前が暗くなるが、小さく頭を振って堪こらえる。

　光の柱は轟ごう音おんと共に人影を薙なぎ払はらい、ホールに再び静寂が戻った時には紗夜たち以外に立っている者はなかった。

「ふぅ……」

「紗夜さん、大丈夫ですか……？」

「……問題ない」

　心配そうな綺凛にそう強がっては見せたものの、思った以上に星辰力が回復していない。準決勝の後、ほとんど休みもしないで今まで走り回ってきたのだから当然といえば当然なのだが、これはちょっとまずいかもしれない。

　ハンドガン程度の小型武装ならともかく、紗夜の大型武装はどれもロボス遷せん移い方式なので、一発撃つのにも流星闘技メテオアーツと同等の星辰力を消費する。

（これじゃよくて撃てるのはあと、二、三発か……）

　本当ならフローラをさらった犯人をボコボコにしてやりたかったものの、この状態ではできるだけ戦闘を避けたほうがいいかもしれない。犯人が素直にフローラを渡してくれればそれでよし。無論、場合によっては闘うことになって止やむを得えないが──

「おいおい、二人とも！　まだ気を抜くのは早いみたいだぞ！」

　英えい士し郎ろうの鋭い声にはっと顔を上げる。

「え、また……!?」

　柱の影からはまた人影が湧わき上がり始めていた。

　その数は先ほどと同じか、ひょっとしたらそれ以上。

「こ、これじゃきりがないですよ……！」

　綺き凛りんの声にも若干の焦りが見える。

　こうなれば強行突破をするしかないが、階段は人影の群れの向こう側だ。万全の状態ならば問題ないが、今の紗さ夜やと綺凛では突破にいささか不安が残るのも事実だった。

　それでもこのまま消耗戦を続けるよりはずっとましだ。

「……綺凛、少々無む茶ちやだが突破する」

「はい……それしかないですね」

　綺凛も同じ考えのようで、お互いにうなずき合う。

　そんな二人に人影が雪崩なだれを打って襲い掛かかろうとした、その寸前。

「──ちっ！　ったくなにやってんだ、てめぇらは！」

　横から猛もう烈れつな衝撃が走り、人影をまとめて吹き飛ばした。

「おーおー、ようやくご到着か！　待ってました！」

　唖あ然ぜんとする二人に対し、一人英士郎だけがぱちぱちと拍手でその人物を迎える。

「……レスター・マクフェイル……なぜここに」

　そう。いかにも不機嫌そうな顔で現れたのは、星せい導どう館かん学がく園えん序列九位レスター・マクフェイルだった。

「夜や吹ぶきの野郎に無む理り矢や理り呼び出されたんだよ！　そうでなきゃなんでわざわざこんなところに来るか！」

　巨大なハルバード型の煌式武装ルークスを手にしたまま怒鳴る。

「おやおや。無理矢理とは心外だぜ。おれはあくまでお願いしたつもりなんだけどな」

「てめぇのお願いってのは人の弱みをちらつかせて交渉することか？　そりゃ脅迫っつーんだよ！」

　なるほど。英士郎のやりそうな手だ。

　とはいえ助かったことには変わりない。新しく湧き出てきた人影は、その多くが新たな侵入者のほうへ向き直っている。このチャンスを逃す手はない。

「……マクフェイル、後はよろしく」

「ご、ごめんなさいです！　お願いします！」

　紗さ夜やはあっさりと、綺き凛りんは丁寧にお辞儀をしてから人影の群れに切り込んだ。

「はぁ!?　お、おい、ちょっと待て！」

　背後からレスターの困惑した声が飛んでくるが、待っている時間はない。

「それで綺凛……上と下、どっち？」

　再びハンドガン型の煌式武装ルークスを起動させ、道を切り開きながら隣の綺凛にそう訊たずねる。

「紗夜さんはどちらだと？」

　同じように千せん羽ば切きりを縦横無尽に振るいながら、綺凛が問い返してきた。

「……下」

　理由はない。勘だ。

「私もです」

　綺凛はにっこりと笑いながら、そう答えた。




　一方。

「そんじゃマクフェイル、がんばってくれな」

　紗夜と綺凛は人影の向こうに消え、英えい士し郎ろうまでもがそんな台詞せりふを残してどこかに逃げ出してしまった。

　ホールに残されたのは、レスターと無数の人影たちだけだ。

　そもそも事の起こりは昨晩。突然英士郎から連絡があったと思えば、なし崩し的にその手伝いをさせられることになってしまった。

　英士郎があの秘密をどこで知ったのか、それはもういい。

　簡単にだが事情も聞かされたし、小さい子どもをかどわかして望みを叶かなえようとする卑ひ怯きよう者ものはレスターも気に入らない。

《鳳凰星武祭フエニクス》を三回戦で敗退した鬱うつ憤ぷんも溜たまっている。

「……だからってなぁ……」

　俯うつむき、そうつぶやくレスターに人影たちが襲い掛かる。

　が、レスターはハルバードを一振りしてそれを弾はじき飛とばすと、空気を振るわせるような大声で吼ほえた。

「なんでオレ様が一人でこんな役目をやらされなきゃならねぇんだ！」





＊






　綾あや斗とは時間を確認すると、控え室のソファに座って目を閉じていたユリスに声をかけた。

「そろそろだね、ユリス」

「……そうか」

　ユリスは短く答えると、立ち上がって大きく伸びをする。

「やれやれ、結局紗さ夜やたちから連絡はなかったな」

「……」

　あちらの状況がわからない以上、こちらから連絡をするわけにはいかない。

　そして未いまだに連絡がこないということは、つまりそういうことなのだろう。

「ふふっ、そんな顔をするな綾あや斗と。さあ、行くぞ」

　しかしユリスは落ち着いた様子で苦笑を浮かべ、控え室のドアを開いた。

　ステージへ続く通路をこうしてユリスと歩くのはもう何度目だろうか。一番最初、一回戦に臨のぞむため初めてここを通ったのが随分と昔のように思える。まだたった二週間前の話だというのに。

　と、ふいにユリスがぼそりとつぶやいた。

「──なあ、綾斗。信頼できる仲間というものは良いものだな」

「え？」

　思いがけない言葉に綾斗の足が止まる。

　ユリスも同じように歩みを止め、まるで自分に語りかけるように続けた。

「私はな、綾斗。フローラが、国にいる皆がなによりも大切だ。だからそのためにはなんでもすると誓ったし、皆がいればそれでいいと思っていた。ただ、今になって思えば、それは世界を閉じていただけだったのだな。──綾斗、おまえという、その、パ、パートナーを得てそれがよくわかった」

「ユリス……」

「まだまだ私には国の皆と同じような、大切な仲間を作ることができる。紗夜や綺き凛りんのように、な」

　ユリスは真まっ直すぐに綾斗の瞳ひとみを見ながら、照れたように微笑ほほえんだ。

「今の私は素直に彼女たちを信じることができる。だから案ずるな。私は大丈夫だ」

「そっか……うん、なら良かった」

　再び歩き出した綾斗とユリスは並んでステージの前へ立つ。

　小さく息を吐いたユリスは強く拳こぶしを握り締め、ゲートをくぐった。

『さぁー、東ゲートからは星せい導どう館かん学がく園えんの天あま霧ぎり綾斗選手とユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト選手も入場です！　二週間の長きに渡って様々な闘いが繰くり広げられてきたこの《鳳凰星武祭フエニクス》も、いよいよラストバトル！　決勝戦です！』

『いやあ、楽しみッスねー』

　眩まばゆいまでの光の乱舞。

　その中を進みながら、ユリスがつぶやく。

「不思議なものだな。こんな状況だというのに──今の私はこの試合に勝ちたくてたまらない」

「うん、俺もだよ」

　そう答えると、嬉うれしそうにユリスがうなずく。

「よし、ならば私もおまえも精々欲張るとしよう。望むもの全すべてを手に入れてみせようではないか」

「何一つ取りこぼすことなく、ね」

　綾あや斗ととユリスが見つめる先には二体の自律型擬形体パペツト。

　その片割れ──天を衝つくような巨体の持ち主が、豪快に笑った。

「ふははははは！　ようやく相見あいまみえることができたぞ、天あま霧ぎり綾斗！　我輩はこの時を待ち望んでいたのである！」

「はぁ……」

「貴君のことはマスターより常々聞かされていた故ゆえ、我輩は大いに期待している！　ぜひとも沙さ々さ宮みや紗さ夜や、刀とう藤どう綺き凛りんを上回る昂たかぶりを我輩に与えてくれたまえ！」

　その額から頬ほおまで真まっ直すぐに刻まれた刀傷をなぞりながら、アルディが巨体を揺らす。

「生あい憎にくと、それは保証できないけど……」

　そのテンションの高さに若干気後れしながらも、綾斗は真剣な表情で答えた。

「でも、この試合──勝たせてもらうよ。絶対に」

「ふふん！　その言葉で十分なのである！」

　アルディは綾斗の目を見据えると、なにやら楽しそうに頷うなずいてみせる。

「あとは貴君らが、彼女ら同様我輩たちが敬意を捧ささげるに相応ふさわしい人間であることを願うばかりだ。それと……」

「──試合前だというのに無駄なおしゃべりが過ぎますよ、この木で偶くの坊ぼうが。いいですか、そもそもあなたはただでさえ燃費の悪い図ずう体たいをしているのですからせめてそれくらいは自重なさい。できればそのまま二度と口を開かないでいてくださると大変助かります」

　アルディの隣に立っていたリムシィが冷淡な口調で水を差した。

「むう……だが明らかにおまえのほうが我輩よりも多く喋しやべっているが？」

「その減らず口を止めろと言っているのがわかりませんか？」

　リムシィの手に巨大な銃型煌式武装ルークスが出現したのを見て、アルディはようやくその口を噤つぐんだ。

「……知ってはいたが、なんとも変わった擬形体どもだな」

　そのやり取りを見て、どこか呆あきれたようにつぶやくユリス。

「あはは……でも、少しだけ決勝戦の相手が彼らで良かったと思ったよ」

「ほう、なぜだ？」

「なんの気兼ねもなくぶつかれるからさ」

　例えばその実力から言えばイレーネや界龍ジエロンの双子たちも決勝に上がってくる可能性はあったのだろうが、彼らではこうはいかなかっただろう。

「まあ、相手にとって不足はないという点では確かだな」

　ユリスがそう言いながらアスペラ・スピーナを起動する。

　綾あや斗ともブレード型の煌式武装ルークスを起動させると、実況と観客が大きくざわめいた。

『おおっとぉー、天あま霧ぎり選手やはりこの決勝でも《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使わないようです！』

『普通に考えれば使わないのではなくて使えないのじゃないッスかね。純星煌式武装オーガルクスは……ことにあの《黒炉の魔剣》は気難しいことで知られた一品ッスし、なにかトラブルでもあったのかもッスね』

『一部の噂うわさでは緊急凍結処理が申請されたという話もありますが……っと、そうこうしているうちに開始時間が迫ってまいりました！　さあさあ皆様、泣いても笑ってもこれが今《鳳凰星武祭フエニクス》最後の試合です！　果たして頂点に立つのはどちらのペアなのか！』

　興奮した実況の声を聞き流しながら、精神を集中させる。

　試合開始は正午ちょうど。

　あと、三、二、一──




「《鳳凰星武祭》決勝戦、試合開始バトルスタート！」




　胸の校章が最後の合図を告げる。

　綾斗はそれと同時に力を解き放ち、真まっ直すぐにアルディへと向かった。

　──ユリスと共に。

「ほほう！」

『むむっ！　これは天霧・リースフェルトペア、最初に二人でアルディ選手を叩たたいてしまおうという作戦でしょうか！』

『どちらか一方を狙ねらうのは定石ッスけど、後衛であるはずのリースフェルト選手まで前に出るのはちょっと珍しいッスね』

　そう。この二体を相手にした時、最も厄介なのは紗さ夜やたちを圧倒したあの合体状態だ。

　ならば、単純にその前にどちらか片方を倒してしまえばいい。

　防御力の面だけを考えるならばリムシィを相手取ったほうが分がいいのだろうが、なんと言ってもリムシィにはあの飛行ユニットがある。空中に逃げられてしまえば、二対一のメリットはほとんど無い。

「行くよ、ユリス！」

「ああ！」

　綾斗は即座に呼吸を整え、剣を構えた。

　出し惜しみはなしだ。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術中伝──〝九く牙が太た刀ち〟」

　五つの突きと四種の斬ざん撃げきを組み合わせた九連撃。

　中伝の中でも最高難度の技だが、しかしアルディが瞬時に展開させた防御障壁の前に、その全すべてが防がれてしまう。

「ふははは！　生あい憎にくとその技のデータはすでに持っているのである！」

　得意そうに言い放つアルディ。

「……だろうね」

「むっ？」

　それでも余裕の笑みを見せる綾あや斗とに、アルディが一瞬戸惑ったような声を漏らす。

　確かにこの技はかつてサイラスの人形相手にも使ったことがあった。それらはエルネスタの作った人形だったという話なのだから、その際にデータを取られていてもおかしくはない。

　それは想定済みだ。

「咲き誇ほこれ──九輪の舞焔花プリムローズ！」

　直後、綾斗の背後で猛もう烈れつな熱気が上がった。

　アルディの防御障壁は言わば盾のようなもので、一度に守れる範囲は限られている。

　それでも瞬時に展開できるその速さと、三百六十度全てカバーしている展開範囲の広さが絶対の防御を成立させてきたのだ。

　だが、多方向からの同時攻撃となれば防御障壁だけでは防ぎきることは難しい。

「ぬぅうううう！」

　上下左右から襲い掛かる炎の花を、アルディはその巨大なハンマーで振り払う。普段よりもずっと近距離からの発動なのに、ユリスのコントロールには一切の乱れがない。

「天霧辰明流剣術初伝──〝貳蛟龍ふたつみずち〟」

　その隙すきに綾斗はさらに踏み込んで次の技を繰くり出した。

　狙ねらいはもちろんその胸の校章。

　──が。

「この私を放置するとは随分な余裕ですね」

　その寸前、真横からうねりを上げる光の奔ほん流りゆうが綾斗たちを襲った。

　ルインシャレフ──リムシィの左腕が変形して現れる内蔵兵器だ。

「……まさか、放置なんてするわけがない」

　しかしそれが直撃する前に、綾斗はユリスの手を引いてギリギリのところでそれをかわしていた。

「ちゃんと注意してるさ」

「なっ……！」

　リムシィが珍しく目を見開いて驚く。

　完かん璧ぺきなタイミングだと思っていたのだろう。

　実際、普段の綾あや斗とであればかわせなかったはずだ。

　だが、今の綾斗の知覚は極限まで拡大し、この場の情報を俯ふ瞰かん的てきに把握することが可能になっている。

　天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうで〝識〟の境地と呼ばれている技だ。

　本来この技は多対一の状況において最大の効果を発揮するものであり、一対一の状況ではさほど役には立たない。疲労するだけだ。

　ところがユリスはこれを応用し、大胆な作戦を考案した。

　タッグ戦において二対一の状況を作り出し、早々に一人を倒してしまおうというのは解説が言っていた通り定石中の定石なのだが、それには相応のリスクが伴う。一人が完全に自由になるのだから当然だ。横から狙ねらい放題だと言っていい。

　だが綾斗が〝識〟の境地において全体の動きを把握できるということは、アルディやリムシィだけではなくユリスの動きもわかるということ。だとしたらリムシィが今のように不意を衝ついてこようとも、綾斗の近くにいればその動きに干渉して回避させることが可能ということになる。

　無論、それはあくまで理屈であって綾斗の反応速度をもってしてもかなりギリギリになるし、元々綾斗が対応できないような攻撃には打つ手がない（例えば綺き凛りんの〝連れん鶴づる〟などは〝識〟の境地でも対応不能だ）。なによりユリスが綾斗を心から信じてくれていなければとてもできるものではなかった。

（けれど、確かにこれなら二対一のリスクをかなり軽減できる……！）

　アルディやリムシィの学習速度を考えればあまり長く続けられるとは思えないが、要はその前に決着をつけてしまえばいいのだ。

「綾斗、畳み掛けるぞ！」

「了解！」

　ユリスは完全にアルディ相手に集中している。

　身体からだがぶつかるような距離で並んで闘いながら、そうなることがないのも〝識〟の境地があればこそだった。

「咲き誇ほこれ──赤円の灼斬花リビングストンデイジー！」

　地面から無数の炎が吹き上がり、渦を巻くようにして炎の戦輪が現出する。いつもより若干小粒なのは、威力よりも数を優先させたのだろう。優に二十を超える灼しやく熱ねつの戦輪がアルディを襲う。

「くっ！」

　リムシィの援護は、綾あや斗とたちではなく戦輪に狙ねらいを定めたようだ。さすがに修正が早い。

　リムシィの放つ光弾によって戦輪は次々と撃ち落とされていくものの、この数全すべてをどうにかするなどできようはずもない。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術中伝──〝十と毘び薊あざみ〟」

　そこへ綾斗は身体からだごと回転させての二連撃を叩たたき込こむ。

「ぐぬうううう！」

　その剣先は校章まであと少しのところで防御障壁に弾はじき返かえされるが、その間にいくつかの戦輪がアルディの装甲を浅く削った。

　さらに綾斗は剣を構え直すと──とっさに向きを変え、リムシィへと一気に距離を詰める。

「──っ!?」

　アルディの援護に徹していたリムシィは、それでもすぐに狙いを綾斗へと向け直すが、残念ながら綾斗のほうが一歩早い。

「はぁああ！」

　牽けん制せいのためにばら撒まかれた弾幕をかわし、下段から一いつ閃せん。

　リムシィが右手に構えていた銃を両断し、さらにもう一太刀浴びせようとしたところで、目の前に突とつ如じよとして光の壁が立ち塞ふさがった。アルディの防御障壁だ。

　綾斗はサイドへステップしてそれをかわすが、その隙すきにリムシィは飛行ユニットを噴かして空へ舞う。

　だが、これもまだ想定内だ。

「ふふん、この時を待っていたぞ……！」

　紗さ夜やたちとの試合を見ていて気がついたのだが、アルディの防御障壁は自分に近ければ近いほど展開速度が速い。今のように離れた場所にいる他人を守ろうと使えば、どうしても次に展開するまでにタイムラグが生じてしまう。

「綻ほころべ──栄裂の炎爪華グロリオーサ！」

　ユリスがアスペラ・スピーナを振り下ろすと同時に、地面に魔法陣が浮かび上がった。巨大な炎の爪つめが噴き上がり、そのままアルディを握り潰つぶす。

「ぐぬぬぬぬ！　なんのこれしきぃ！」

　が、驚くべきことにアルディはハンマーを振るって炎を吹き飛ばすと、力ずくでユリスのトラップから脱出した。

「ぶふぅ……！」

　その装甲にはあちこちに焦げ目らしきものがついているものの、決定的なダメージにはなっていないようだ。

「くっ、なんという装甲だ……！」

　ユリスは悔しそうに舌打ちをしてから、再び綾あや斗とと合流する。

「これは一度仕切り直しかな」

「とはいえ、同じ手が二度通じる相手ではないぞ？」

　息を整えつつ視線を遣やれば、アルディとリムシィも同じように距離を取っていた。あちらも同じ考えらしい。

「正直、今の攻防で決められなかったのは痛いね。まだしばらくはこの連携が通じるとは思うけど……」

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》が使えない今、綾斗たちにあの防御障壁を貫つらぬく術すべはほとんどない。ユリスの最大火力をもってすればどうにかなるかもしれないが、彼らもそれを準備させてくれるほど悠長ではないだろう。

「綺き凛りんがやってみせたような剣技は使えないのか？　防御障壁を誘ゆう導どうさせるような……」

「あれは綺凛ちゃん……というか、刀とう藤どう流りゆうがそれに長じた流派だからこそできた技だよ。そりゃあ俺だってそれなりにはやれるけどあのレベルで再現するのは無理だし、以前のアルディならともかく今の彼に通じるとは思えないな」

　なにしろ準決勝の後半ではその綺凛の攻撃にさえ対応するほどにまでなっていたのだ。

「となれば、やはり手数で押すしか手はないか……」

　仕方がないといった顔でユリスがそうつぶやく。

　──と。

「ふはははははははは！　素晴らしい！　素晴らしいな！　想像以上のコンビネーションであったぞ、天あま霧ぎり綾斗！　そしてユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト！」

　アルディのけたたましい笑い声がステージに響いた。

「一昨日おとといよりも昨日、昨日よりも今日、我輩たちは確実に進化している自負がある。が、貴君らはその我輩たちの更に上を行くらしい。となれば我輩たちも早々に奥の手を披露するしかあるまい」

　その言葉に観客が一斉に盛り上がる。

『おおっと、来ました来ました、アルディ選手のこの発言！　ということはいよいよあの合体が再び見られるのでしょうか！』

　実況も思い切り煽あおってくれるが、綾斗たちにしてみればそれどころではない。

「いやなに、本来ならば我輩は最初からそうするつもりであったのだが、相変わらずリムシィが許可してくれぬものでな」

「……当然です。マスターからも軽々しくアレを使わぬよう常々申し付けられているのですから」

　アルディに冷たい視線を向けるリムシィは、あからさまに大きなため息を吐ついた。

「ただ、確実にあなたがたに勝つためにはそうするより他なさそうです。非常に不本意ではありますが」

「……そう簡単にやらせるつもりはないよ？」

　綾あや斗とはそう言って剣を構え直す。

　アルディたちはそう言うが、実際のところ今の彼らと綾斗たちの力は贔ひい屓き目めに見ても互角といったところだろう。ユリスの作戦がはまったからこそ圧倒して見えるが、長引けば挽ばん回かいされるのは目に見えている。

「おまえたちとてわかっているだろうが、あの合体とやらは準備の際の隙すきが大きい。それを見逃す我々ではないぞ」

　ユリスの言葉に綾斗は内心で大きくうなずいた。

　紗さ夜やたちは初めて目の当たりにしたわけだから警戒するのも無理はないが、綾斗たちはすでにそれがどういうものか見知っている。躊ちゆう躇ちよはしない。

「その通りです。アレは確かに少しばかりの時間が必要で、あなたがたならばその隙に私たちを倒すことは造作もないでしょう。ですが──我々のマスターがそこになんの対策も用意していないと思いますか？」

　リムシィはそう言うと、その左手──ルインシャレフを真上に向けて伸ばす。

「ルインシャレフ・モード〝ウォルケンブルフ〟──最大出力マキシマム」

　するとルインシャレフの形状がさらに変形した。それはまるで巨大な大筒だ。

「させない……っ！」

　とっさに綾斗は飛び出すが、それよりも早くルインシャレフから巨大な光弾が打ち上げられる。弾速は驚くほど遅く、それがステージの中空で静止したかと思うと──

「っ！　ユリス、下がって！」

　突とつ如じよとして破裂し、無数の細かな光弾をばら撒まいた。

　まるで雨のように降り注ぐ光弾をかわしながらなんとかリムシィへの接近を試みるが、〝識〟の境地をもってしてもそれは容易ではない。

「ＡＣＭユニット、第一外部装甲、各種煌式武装ルークスパージ……リミットコントロール委譲」

　その間に、リムシィたちは着々と合体の手順を進めていく。

「ええい、こうなったら──！」

　綾斗は多少のダメージは覚悟で光弾の雨に突っ込んだ。いかに元の威力が高くても、これだけ細かく分かれてしまっていれば、星辰力プラーナを極力防御に回すことによって凌しのぐことができるはずだ。

「ぐぅ……！」

　想定したよりも遥はるかに強い衝撃が綾斗の身体からだを打つが、それを堪こらえて一気に駆け抜ける。

「これで──！」

「……残念でしたね、天あま霧ぎり綾斗」

　リムシィとすれ違い様、綾あや斗とは思い切り剣を振り抜いた。

　それは寸分違わずリムシィの胸の校章を断ち切る──が。

「ふはははは！　一歩遅かったようであるな！」

　すでにリムシィから分離したユニットは、アルディと合体した後だった。




「カミラ・パレート、校章破損バツジブロークン」




　同時に校章がリムシィの敗北を告げる。カミラの名前なのは、リムシィが彼女の代理出場という形を取っているため──つまりカミラの校章を使っているからだ。

「合体完了である！」

　その巨体を更に膨ふくれ上あがらせたアルディが、そう言ってハンマーを一振りすると、それだけで人が吹き飛ぶような風が巻き起こった。

「やれやれ……それでは後は任せましたよ」

「うむ！　ご苦労であった！」

　リムシィはゆっくりとした足取りで下がり、その代わりにアルディが前に出る。

「さあ、第二ラウンドを始めようではないか！」





＊






　綺き凛りんたちが地下に降りると、すぐに巨大な扉に行き当たった。電子ロックではなく、手で開く普通の扉だ。

　上で人影相手にあれだけやり合ったのだから、もし犯人がここにいるならばすでに綺凛たちが侵入したことを察しているはず。今更こそこそするつもりはないが、相手には人質がいる。なにかあった時に備えて、役割を分担しておいたほうが賢明だろう。

「紗さ夜やさん、まずは私が」

　足を負傷しているとはいえ、前に立つのは綺凛の役目だ。

　紗夜は状況が把握できるまで様子を窺うかがい、必要な時に動いてくれればいい。

「……わかった」

　紗夜がうなずくのを見て、綺凛はゆっくりと扉を開く。

　そこは一階と同じようなホールが広がっていた。ただし吹き抜けになっていた一階と違って天井はあまり高くなく、柱の数もずっと多い。

　あちこちにランタンのような明かりが掲げてあるが、メインとなる照明が点ついていないため全体的には薄暗い印象だ。ただ、ところどころに他よりもずっと明るい照明があり、その一つに小さな女の子が照らされていた。女の子は手足を拘束され、柱に寄りかかるような姿勢でぐったりとうなだれている。

「フローラちゃん！」

　綺き凛りんが声をかけると、女の子ははっとしたように顔を上げた。

「んんんんー！」

　猿さる轡ぐつわを噛かまされているためなにを言っているかわからないが、ぶんぶんと大きく首を横に振る。

　その瞬間、綺凛はふいに殺気を感じて大きく横へ飛とび退のいた。

　わずかに遅れて柱の影から飛び出してきた黒く巨大な棘とげが、先ほどまで綺凛が立っていた空間を刺し貫つらぬく。外見的には海う栗にの棘が一番近いだろうか。

　更に他の影からも同じような棘が次々と飛び出し、綺凛を狙ねらう。

「つっ……！」

　足に走る痛みを堪こらえながらも綺凛はその攻撃をかわしていくが、どれもかなり際どい。なにしろどこから飛び出てくるか、まるで予想がつかないのだ。

（一階の人影といい、やはり『影』を武器にする能力者……！）

　ホールには無数の光源が配置されているため、一つの物体が複数の影を作り出している。床だけではなく、壁や天井まで、上下左右全すべてに警戒しなければならない。つまりこの場所はその能力を最大限に発揮できるようになっているのだ。

　とはいえ実際に影を操作しているわけではなく、影をイメージの核としてその部分に万応素マナを集約させているのだろう。

「──なるほど、刀とう藤どう綺凛か。随分と大物がやってきたものだ」

　やがてピタリと攻撃が止やむと、フローラが寄りかかっていた柱の影から一人の男が姿を現した。それはまるで闇やみから滲にじみ出でてきたかのようで、ぞっとするような冷たく無機質な目をしている。その声も凍いてつくようで、まるで感情らしきものが感じられない。

「……あなたが誘拐犯ですか？」

　綺凛の問いに答えることなくその男は、小さく指を振った。それに呼応するように、フローラの影から伸びた棘がその喉のど元もとに突きつけられる。

「オレの邪魔をすれば、この娘の命は保障しない」

「そ、そんな……！　もう止やめてください！　そんなことをしてもあなたが不利になるだけです！」

　仮に──綺凛には想像するのも恐ろしいことだが、もし仮にそんなことをすれば、もうなんの歯止めもなくなってしまう。男の望みは達成されず、ただ罪が増えるだけだ。

　しかし男はその温度のない石のような瞳ひとみで綺凛を見た。

「一つだけ教えておいてやろう。オレがどうなるかなどということは、オレにとってはどうでもいいことだ」

　その言葉に綺き凛りんはぞっとした。

　それが本気だとわかったからだ。

　この男は綺凛が従わなければ躊躇ためらうことなくそれをやってのけるだろう。

「まずは武器を捨てろ」

「……くっ」

　それがわかった以上、綺凛にはそれを跳はね除のけるという選択肢はない。

　仕方なく、千せん羽ば切きりをゆっくりと床に置く。

　──が。

「綺凛！　フローラを！」

　その瞬間、鋭い紗さ夜やのホールに響いた。

　同時にフローラの喉のど元もとに突きつけられていた棘とげが撃ち抜かれ、塵ちりとなって消える。

　更に一拍の間もなく鈍い銃声がして、ホールが煌こう々こうとした光に満たされた。

（照明弾──！）

　その強烈な光は一時的に他の影を打ち消し、新たな影を作り出す。だがそれは相手の攻撃がどこからくるか絞れるということだ。

　綺凛は千羽切を拾うと、そのまま全力でフローラまで走った。

　もはや足の痛みなど関係ない。いっそ千切れても構わない。

　男がわずかに眉まゆを顰ひそめ、指を振る。万応素マナが蠢うごめき、フローラ自身の影から新たな棘が生み出される。

「させません！」

　だが綺凛の剣けん閃せんがギリギリのところでその棘を断ち切り、転がるようにしてフローラを抱きかかえた。

　それを援護するように、ホールの入り口方向から男に向けて光弾が連続して放たれる。

「この狙そ撃げき……沙さ々さ宮みや紗夜か」

　男は苦もなくそれをかわすが、綺凛にはその時間があれば十分だ。

　フローラを抱いたまま一気に入り口まで戻ろうとして──その途中、右足に限界がきた。

「くぁ……っ！」

　転びそうになるのを必死で耐え、苦痛に歯を食いしばりながらフローラの戒いましめを解く。

「綺凛っ！」

「わ、わたしは大丈夫です！　それよりフローラちゃんを！」

　綺凛が最後に猿さる轡ぐつわを外すと、フローラは今にも泣き出しそうな顔で言った。

「と、刀とう藤どう様！　ありがとうございます！」

「いいえ、それより早くあの扉の向こうに……！」

　フローラを安心させるように笑顔を作り、その背中を強く押し出す。

　その間も周囲の影から棘とげが襲い掛かってきていたが、紗さ夜やの光弾が全すべて撃退してくれていた。

「あいっ！」

　ぐしぐしと涙を拭ぬぐい、フローラが走り出す。子どもとはいえ、《星脈世代ジエネステラ》。すぐに入り口まで辿たどり着ついた。

　その背中を見送ってから、綺き凛りんは男に向き直る。

「さて……どうしますか？」

「知れたことだ。おまえたちを排除し、娘を取り戻す」

　やはり退いてくれる気はないようだ。

　と、男の腕から黒塗りの刃やいばが滑り出る。煌式武装ルークスではなく、実剣だ。ダガー程度の大きさだが、直接腕に装着しているようだ。手がふさがるのを嫌ってのことだろう。

「でしたら、命に代えてもここを通すわけにはいきません」

　綺凛もそう言って、千せん羽ば切きりを構えた。

　ここまでの攻防から推測するに、男の能力にはいくつか制限がある。

　まずあまり激しく動くような影はその対象にできないということ。もしこれが可能だとしたら、綺凛はとっくに串くし刺ざしになっていただろう。

　そしてそれは同時にもう一つの制限を推測させる。おそらく、男の能力は対象の影を視認した状態でなければ発動できない。上の階の人影は設置型の能力なので、仕込む際に見えていればいいのだろう。

（つまりこの能力は闇やみ討うちや暗殺に特化したもの……）

　その用途で使われた場合この上なく恐ろしい能力ではあるが、正面から闘う場合はまた別の話だ。死角からの不意打ちは厄介だが、幸い今の綺凛には紗夜のサポートがある。紗夜の狙そ撃げき技術があれば、必要以上に恐れる必要はない。

　──だが、綺凛はすぐにそれが甘い考えだったことを思い知らされた。

「くっ……！」

　男の斬ざん撃げきを、綺凛の千羽切が受け止める。的確に急所だけを狙ねらってくる、それでいてずしりと重い一撃だ。

　綺凛はそれを跳ね上げるが、男は即座に体勢を立て直すと鋭い突きを返してきた。

　捌さばききれないと思った綺凛は横に跳んでそれをかわしたものの、わずかに右足がそれについてこない。黒塗りの刃が左腕をかすめ、動きが鈍ったところを男の膝ひざが腹部をえぐった。

「──っ！」

　思わず床に崩れ落ちそうになるが、それはできない。

　綺凛は力を振り絞って背後に跳び、大きく距離を取った。

　その着地を狙ねらうように影から棘とげが襲い掛かるが、それは紗さ夜やが排除してくれる。

（……強い）

　決して侮あなどっていたわけではない。足の負傷というハンデもある。

　しかし仮に綺き凛りんが万全だったとしても、果たしてこの男に勝てるかどうか……。

　剣技では綺凛が上回っているが、体術では完全に負けている。しかもその攻撃に一切の躊ちゆう躇ちよがない。相手を仕留めることだけを目的とした戦闘術。

　紗夜はフローラを守らなければならない以上、男の能力に対処するだけで手一杯だろう。

〝連れん鶴づる〟を使えば倒せるかもしれないが、今の足の状態を考えると難しい。

（一いちか八ばちか……いや、でも失敗したら……）

　が、男は考える余裕を与えてはくれなかった。

　驚くほどに静かな走りで間合いを詰めると、鋭い連続攻撃を繰くり出してくる。

　喉のど、胸、こめかみ、下腹部。

　刃やいばと拳こぶし、蹴けりを交えたその攻撃は、どれも一撃決まればそれで勝負が決まってしまう急所ばかりだ。

「──終わりだ」

「えっ？」

　ふいに男がつぶやき、目の前からその姿が消える。

　その瞬間、綺凛は自分が罠わなにかけられたことに気がついた。

　眼前には、壁。そこには背後から照らされて綺凛自身の影が映っている。

（これじゃ私の身体からだが邪魔になって紗夜さんは狙そ撃げきできない……！）

「綺凛、よけろ！」

　紗夜の声に弾はじかれるようにして身を翻ひるがえすが、わずかに遅い。

　影から伸びてきた棘が、綺凛のわき腹を貫通した。

「あああああっ！」

　焼けた鉄の塊を押し付けられたような痛みに、思わず悲鳴が漏れる。

　見る間に服が赤く染まり、急速に身体から力が抜けていく。

　千せん羽ば切きりを取り落としそうになるが、唇を噛かんでなんとかそれを堪こらえ、震える手で棘を断ち斬きった。

　が、それが精一杯で、倒れそうになる身体を千羽切を支えに無む理り矢や理り押しとどめる。

「急所だ。その出血ではもはや闘えまい。早々に処置をしなければ命を落とす」

　男が淡々と言い放ち、悠然と歩みを進める。

「──まだ、です」

　だが綺凛はふらふらと覚おぼ束つかない足取りで、その行く手を遮さえぎるように立ち塞ふさがった。

「その身体でなにができる？」

　男の声には嘲あざけりも慢心もない。ただ事実だけを告げているとでも言うように。

　そう、事実だ。

　綺き凛りんはもはやあと一撃、剣を振るえるかどうかだろう。

「試して、みますか……？」

　ならば、諦あきらめるのはそれを振るった後でなければならない。

　綺凛は無む理り矢や理り呼吸を整えると、千せん羽ば切きりを鞘さやに収めて構えを取った。

「居合いか……？」

　男も警戒するように目を細める。

　そこには一切の油断も隙すきもない。

「刀とう藤どう流りゆう抜刀術──〝折おり羽は〟」

　そうつぶやき、綺凛が千羽切を抜き放つ。




　──少なくとも、男にはそのように思えたのだろう。




「なんだと……？」

　石のようだった男の瞳ひとみに、初めて驚きよう愕がくが浮かぶ。

　なぜなら綺凛はまだ千羽切を抜いてすらいなかったからだ。













　しかし男の身体からだは反射的にその幻影の斬ざん撃げきに対応しようと動いていた。




　それは今の綺き凛りんにからしてみれば、隙すきだらけの姿に等しい。

　今度こそ千せん羽ば切きりが鞘さやを走り、剣けん閃せんを描く。

　その切っ先は、男の両腕の腱けんを見事に断ち切っていた。

「馬鹿な……」

　刀とう藤どう流りゆうの奥義は〝連れん鶴づる〟──即すなわち、果てのない連続攻撃だ。

　けれどその本質は目線や呼吸、予備動作や仕草によって相手を誘ゆう導どうすることにある。

　それを突き詰めたのが刀藤流の抜刀術──抜いていないのに抜いたように思わせる虚像の剣だ。もっとも綺凛も実戦で成功させたのはこれが初めてだったが。

「ぅ……！」

　だが限界を迎えた綺凛は、よろめいてがくりと膝ひざをついた。

　一方で、男は両腕をだらりと垂らしながらも、まだその前に立っている。

「大した技だが詰めが甘いな。オレはまだ……」

「──いいや、十分だ」

　男が言い終えるよりも前に、その身体を光の渦が飲み込んだ。

「──っ！」

　紗さ夜やが放ったウォルフドーラの一撃は男を壁まで吹き飛ばし、それを受け止めた壁は耐え切れずにぼろぼろと崩れ落ちる。そのまま男の身体は崩れた瓦が礫れきに飲み込まれてしまった。

　無論、紗夜があれだけの隙を見逃すはずがない。綺凛がしゃがむことによって射線が通れば、あとは任せるだけいい。そう、信じていた。

「綺凛、しっかりしろ！」

「刀藤様！　刀藤様！」

　駆け寄ってくる紗夜とフローラの声を聞きながら、綺凛は薄れ行く意識の中で綾あや斗とたちのことを思っていた。

（そうだ……綾斗先輩たちの試合、どうなったのでしょうか……）
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　──圧倒的。

　それ以外に表現しようのない強さだった。

「ふはははははは！　どうしたのであるか、天あま霧ぎり綾斗！」

　アルディのハンマーを紙一重でかわしながら、その死角へ回り込んだ綾斗が剣を振るう。

　が、それは当然のように防御障壁に阻まれ届かない。

　更に別の障壁がそのまま綾あや斗とを強引に弾はじき飛とばし、身体からだが宙に浮いたところをアルディのハンマーが横殴りに襲ってくる。綾斗は腕を伸ばして地面に剣を突き立てると、それを基点に軌道を変え、なんとかその一撃をやりすごした。

「咲き誇ほこれ──九輪の舞焔花プリムローズ！」

　同時にユリスの火球がアルディを襲うが、それらも全すべて複数の防御障壁によって防がれてしまう。

「ええい、一体どうなっている！　いくらなんでも強くなりすぎだ！」

「ほんと、同感だよ……！」

　綾斗は距離を取ってユリスと合流すると、苦笑しながらうなずいた。

　準決勝の試合を見た時から思っていたが、合体後のアルディの強さは異常だ。

　パワーやスピードといった基本スペックから、武器武装の威力に至いたるまで、およそ考えられる全ての能力が向上している。仮にリムシィ一体分、その全ての動力をアルディに回したところで、これほどまでに強化されるということはあり得ないはずだ。

　しかも恐ろしいことに、その強さは準決勝の時と比べても段違いだった。

「紗さ夜やたちと闘った時は、防御障壁を複数展開するなどやっていなかっただろう！」

　これはもはや学習能力が高いとか、そういう次元の問題ではない。

　綾斗たちにとって幸いなのは、アルディのほうから積極的に攻めてくることがないということだろうか。アルディはできるだけこのバトルを長く楽しみたいようだ。

「ふははははは！　素晴らしい！　力が沸いてくるとはまさにこのことである！　そして今の我輩はこの力を以前よりも遥はるかに上う手まく使いこなすことができる！　なんという歓喜！　なんという感動！　これぞマスターより与えられた、我輩の真実の力！」

「真実の力……？」

　その言葉に、綾斗はふと一つの可能性を思い付いた。

「ねえ、ユリス……もし仮に、今のアルディが本来のスペックなのだと考えたらどうだろう？」

　合体は強化するためではなく、本来の力を発揮するためのものだとしたら。

「おまえの封印のように、か？　あり得ぬ話ではないが、なんの理由があってそんな──綾斗っ！」

　ユリスの声にはっと視線を戻せば、アルディが大型の銃を構えるようにしてハンマーヘッドをこちらに向けていた。

　あれは──

「さあ、受けてみよ！　これぞ我輩の、ウォルニール・ハンマァァァァァ！」

　空気を振るわせる衝撃と共に、その頭部が発射される。

「ユリス、掴つかまって！」

　綾あや斗とはユリスを抱き寄せると大きく真横へ跳んだ。

　爆風に煽あおられて地面を転がりながらも、綾斗とユリスはすぐに立ち上がって体勢を整える。見れば、ハンマーが直撃した一帯はごっそりとえぐれるように吹き飛んでいた。

「あれの威力も上がっているようだな……」

　ただでさえとんでもない破壊力だったのに、これでは直撃を避よけても爆風に巻き込まれるだけで相当のダメージを受けそうだ。

「ふはははは！　さあ、まだまだ行くのである！」

　アルディが戻ってきたハンマーヘッドを柄で受け止めると、間髪いれずに再びそれを構える。

「しかも連射だと……!?」

「走って、ユリス！」

　ステージの外周を回るように駆け出す綾斗とユリス。それを追うかのように、背後で爆発が何度も巻き起こる。

「今更だけど、なにか作戦はないのかい？」

「無む茶ちやを言うな！　せめてあの防御障壁さえどうにかできれば、まだ手がないでもないが……」

　走りながら次の手を模索するものの、やはりここまで戦力差があっては難しい。

「ふうむ……やはり我輩はリムシィと違って射撃は苦手であるな。中々当たらん。──いや、待てよ」

　するとアルディは名案を思い付いたとばかりに、大きく笑う。

「ふはははははは！　そうだ！　ならばこういう手はどうであるか！」

　その途端、綾斗たちの行く手を突とつ如じよとして防御障壁が遮さえぎった。

「な、なんだと!?」

　慌てて向きを変えようとしても、すでに綾斗たちを囲い込むようにして防御障壁が無数に展開されている。

「これならばおいそれとかわすことはできまい！」

　アルディが高らかにそう言うのと同時に、ハンマーが発射された。

「くっ……！」

「ええい……！　咲き誇ほこれ、大紅の心焔盾アンスリウム！」

　ユリスがとっさに焔ほのおの盾を顕けん現げんさせるもののあっさりと打ち砕かれ、綾斗はユリスを庇かばうように星辰力プラーナを集中させた。四肢を引き裂くような衝撃が綾斗たちを襲い、一瞬目の前が真っ暗になる。防御壁に叩たたきつけられ、骨がきしみ、内臓が全すべて押し潰つぶされてしまったかのようだ。

「ぐ、ぅ……」

（星辰力プラーナを全すべて防御に回してなおこれか……）

　綾あや斗とは口元の血を拭ぬぐいながら、よろよろと立ち上がった。

「ユリス……大丈夫かい？」

「ああ、おまえが守ってくれたおかげでどうにかな……すまない、助かった」

　ユリスもかなりのダメージを負ったようだが、なんとか立ち上がって苦笑する。

　とはいえ、もう一度今の攻撃を耐え切るのは不可能だろう。

「ほほう、あの直撃を受けてなお立つか……さすがであるな！」

　アルディはそう称たたえながらも、戻ってきたハンマーヘッドを回収し、もう一度それを構えた。そこに力が集約していくのがわかる。

（こうなったら、せめて相打ち覚悟で……！）

　仮に綾斗がやられても、ユリスが残っていれば勝負は勝ちだ。捨て身で向かってもあの防御障壁を突破できるとは思わないが、このままなにもせずにやられるよりはずっとましだろう。

　綾斗がそう覚悟を決め、剣を構え直したその時──

『なんという圧倒的なまでのアルディ選手の力！　さあ、いよいよこの決勝戦も決着がついてしま……って、えええっ!?　ちょ、ちょっと!?』

『わわわっ！　なんスかなんスか？』

　ふいに実況席から混乱した声がステージに響き渡った。

　そしてそのすぐ後に、実況とも解説とも違う聞きなれた声。

『──えー、こほん。綾斗、ユリス、聞こえますか？』

　落ち着いた穏やかなその声は、間違いなくクローディアのものだった。

『フローラは無事です。ご安心ください。そして──存分にどうぞ』

　綾斗もユリスも、アルディも、会場全体が一瞬唖あ然ぜんとしたのがわかる。

『ふふっ、それでは失礼いたしました』

『はいいっ!?　い、今のって星せい導どう館かん学がく園えんの生徒会長さんですよね!?』

『ああ、うん、そうッスね……クローディア・エンフィールド女史、だったと思うッス』

　実況席も会場も、突然の乱入者にまだ混乱しているようだ。しかもその発言もまるで意味がわからないものなのだから当然だろう。

　しかし綾斗とユリスだけはお互いに顔を見つめ、吹き出していた。

「ぷっ、はははは！　まったくあいつめ、いくらなんでも無む茶ちやがすぎるだろうに！」

「わざわざ俺たちへの連絡のためだけに、実況席に割り込むとはね……」

　とはいえそれ以外に試合中の選手へ連絡する手段がないのも事実だ。《星武祭フエスタ》の規則に照らし合わせればなにかしらのお咎とがめはあるかもしれないが、クローディアも承知の上で綾あや斗とたちのためにやってくれたのだろう。













「さて、ここまでされては負けられんな」

「紗さ夜やと綺き凛りんちゃんのためにも、ね」

　綾斗はそう言って、腰のホルダーから発動体を取り出した。

　あの二人がやってくれたのだから、次は綾斗たちの番だ。

「ううむ、今のがなんだったのかはわからぬが……我輩はただ我輩の力を存分に振るうのみ！」

　アルディがハンマーの照準を綾斗たちに定め、猛もう烈れつな勢いでハンマーヘッドが回転を始める。

「ウォルニール・ハンマー、発射である！」

　重低音と共に解き放たれたハンマーヘッドが、高速で綾斗たちに迫る。

　だが綾斗は落ち着いて、その真紅のウルム＝マナダイトが輝く純星煌式武装オーガルクスを起動させた。

「……さあ、いこうか《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》」

　純白の刃やいばに、それを取り巻く漆黒の文様。

　その巨大な片刃の大剣は、一振りでハンマーヘッドを両断すると、そのまま綾斗たちを囲っていた防御障壁も残らず断ち斬きった。

「──反撃開始だ」
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「なんとかならないのか、エルネスタ！」

　一方、アルルカントの観戦ブースではカミラがエルネスタに詰め寄っていた。

「うーん、そう言われてもねー」

「おまえもわかっているだろう、この数値の上昇率は尋常ではない！　今すぐにでも止めるべきだ！」

　真剣な表情のカミラに比べると、対するエルネスタの表情はいかにも緩い。

「カミラだってわかってるでしょ？　リミットコントロールはもうリムシィから委譲されちゃってるんだから、今更どうにもできないってば」

「まだ強制停止があるだろう」

　あらゆる擬形体パペツトには緊急時に備えて、外部から全すべての機能をシャットダウンさせられるように義務付けられている。アルディもその例外ではない。

「ちょっとやめてよー、あたしに我が子を手にかけろっての？」

　ただしそれは擬形体の中枢部にダメージを与えることとなり、ハード面よりもソフト面で取り返しのつかない損傷が生じる可能性が高かった。

「必要とあらばそうするべきだ。おまえにはその責任がある」

「責任ねぇ」

　エルネスタはつまらなそうに言うと、少しだけ真ま面じ目めな顔でカミラに向き直る。

「あたしはさ、これでもちゃーんと信じてるのよ」

「信じているだと？　一体なにをだ？　あれを作ったおまえ自身をか？」

　エルネスタはそれには答えず、肩を竦すくめるだけだ。

　カミラはしばらくそんなエルネスタを睨にらみつけていたが、やがて大きく息を吐いて椅い子すに座った。

「……無謀な賭かけだと思うがな」

「ふふん、言ったでしょ？　人生は賭け事の連続なんだって」

「だが、勝ち続ける人間などいない」

　諦あきらめたように諭すカミラに、エルネスタはにやりと笑って答えた。

「そりゃあそうだろうねー。でも、だからこそ面白いんじゃん？」
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　綾あや斗とは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えると、一気にアルディとの間合いを詰める。

　迎え撃つアルディがそれを阻むように再度防御障壁を展開するが、綾斗は苦もなく両断していく。

「なるほど、この程度の出力ではやはり歯が立たぬ、か……ならば！」

「はあぁぁぁ！」

　綾斗は神速とも言える疾はやさでアルディの懐へ飛び込むと、《黒炉の魔剣》を下段から斬きり上げた。いくらアルディの装甲が厚かろうとも、あの防御障壁を容易たやすく焼き切ってしまう《黒炉の魔剣》の前には紙も同然だ。

　タイミングも会心、今のアルディにはこの一撃を防ぐ術すべはない。

　──そのはずだった。

「ぬううううん！」

　が、アルディは綾斗の、《黒炉の魔剣》の攻撃を、そのハンマーで弾はじき返かえす。

「なっ……!?」

　綾斗は驚きよう愕がくに目を見開き、目を凝らした。

　アルディのハンマーヘッドは先ほど確かに破壊したはずだ。

「ふははははははは！　我輩の防御障壁を舐なめてもらっては困るのである！　一枚一枚では防げなくとも、こうして圧縮して束たばねれば、いかに《黒炉の魔剣》といえどもそう容易くは打ち破れまい！」

「……なるほどね」

　確かにアルディが振るうハンマーには、光の壁が何重にも層を成したものがヘッドの代わりを成している。

「でも、それなら……！」

　今まで防御に使っていた障壁を武器に転じたというならば、結局防御障壁を攻略したことには変わりがない。

　たった一太刀。

　それがアルディの校章に届けばいいのだ。

「おおおおおおおおおおおおおおおお！」

「ぬううううううううううううううう！」

　綾斗の《黒炉の魔剣》とアルディのハンマーが激しくぶつかり合い、火花を散らす。

　綾斗が袈け裟さ懸がけに斬り下ろせばアルディがそれを弾き上げ、アルディがハンマーを薙なげば綾斗がそれを受け流した。何十合もの打ち合いを経ても、お互いに一歩も譲らない。

「ふははははははは！　楽しいな！　実に楽しい！　だが、まだまだ！　まだまだ我輩の力はこんなものではないのである！」

　──そこへ。

「私を忘れてもらっては困るな！」

　ユリスのアスペラ・スピーナが虚空に魔法陣を描き、巨大な焔ほのおの竜が姿を現す。

「咲き誇ほこれ──呑竜の咬焔花アンテリナム・マジエス！」

　焔の竜はその翼を広げると軽やかに舞い上がり、上空からアルディへと襲い掛かった。

　綾あや斗とと打ち合っている今のアルディには、それを防ぐ手立てがない。

「ぐぬっ!?」

　アルディは綾斗の一撃を強く弾はじき返かえすと背後に跳んで距離を取り、焔の竜を迎え討つべくハンマーを構え直す。

　しかしそれを許すほどに綾斗は甘くない。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術中伝──〝陸りく屠と蜂ばち〟」

　霞かすみに構えを取ってからの、六連突き。

　このタイミングでは今度こそ綾斗の追撃かユリスの竜、どちらか片方にしか対応できないはずだ。

「ぬううううううううう！　まだまだぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　が、アルディが一際大きく吼ほえると、その身体からだのあちこちから青い光が噴出した。

　同時に綾斗は物もの凄すごい力で跳ね飛ばされ、焔の竜も掻かき消きえる。

（青い光……!?　なるほど、そういうことか……！）

　なんとか体勢を整えて着地した綾斗のもとに、ユリスが駆け寄ってくる。

「大丈夫か、綾斗！」

「ああ、俺は大丈夫……だけど、これはちょっと参ったね」

　綾斗はそう言って、アルディを見た。

　アルディの咆ほう哮こうは途切れることなく響き渡り、青い光はますます輝きを増している。

　その周囲には目に見えぬ力が渦を巻いているようで、おいそれと近づくことはできないだろう。

「しかし、一体あれはなんなのだ……？」

「ユリス、気がつかないかい？　俺たちは似たような相手と闘ったことがあるはずだよ」

「なんだと？」

「もっと早く気がつくべきだったんだ。そもそも、どれだけ強固な障壁だろうと《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》と真っ向から打ち合えるはずがない。過去に、それができたのは……」

　ユリスも思い至いたったのか、愕がく然ぜんとした表情でつぶやく。

「……《覇潰の罪鎌グラヴイシーズ》、か」

「そう。同じ純星煌式武装オーガルクスでもなければ、《黒炉の魔剣》の攻撃を防ぐことはできないはずなんだよ」

　綾斗は静かにうなずき、続けた。

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》は万物を焼き切る防御不可の魔剣。四回戦で対戦したイレーネの純星煌式武装オーガルクス《覇潰の罪鎌グラヴイシーズ》は、その《黒炉の魔剣》と打ち合うことができた唯一の武器だ。

「──つまり、アルディはおそらく動力にウルム＝マナダイトを使ってるんだ」

　本来マナダイトの光は全すべて緑。固有色を持つのはウルム＝マナダイトだけだ。加工によって色を付けることはできなくもないが、あの青い光は明らかに違う。

「だが……それではまさか、アルディ自身が純星煌式武装ということなのか……？」

「どうだろうね。彼をそう呼ぶのが正しいのかどうかはわからないけど……少なくともあの防御障壁はその能力だと思っていいんじゃないかな」

　それならば全て説明がつく。

　合体はウルム＝マナダイトの力を出力に回すようにするため──というよりも、ウルム＝マナダイトの強大すぎる出力を複数のマナダイトによって抑え込むためのものなのだろう。だとすればリムシィから譲り受けたユニットは、その制御装置だろうか。

「待て！　では今のアルディは、よもや暴走を──!?」

　イレーネ戦での光景を思い出したのか、ユリスが青ざめる。確かに今の状況は、《覇潰の罪鎌》が暴走した時と限りなく近い。

　ただ、綾あや斗との見立ては違った。

「いや、その力をもてあましているのは確かだろうけど、おそらくアルディは……」

　綾斗がそう言いかけたところで、アルディの咆ほう哮こうがぴたりと止やむ。

　あれほど荒れ狂っていた力場も消え、一転してステージに静寂が訪れた。

　ただ、アルディの身体からだからあふれ出る青い光だけは収まっておらず、今もその強さを増しているようだ。

「……ふっ、ふはははははは！　なるほど！　これが、これこそが我輩の力か！　マスターが戒いましめるのも当然であるな！」

「よもや、制御したのか……？」

　ユリスが目を見開いて驚くが、綾斗には漠然とだがそうなるだろうと予想していた。

　純星煌式武装は使い手とそのウルム＝マナダイトの相性によって──つまりは適合率によってどれだけの力を引き出させるかが変わってくる。だとしたら、エルネスタがそれを考慮していないわけがない。

　推測だが、アルディのこの性格もウルム＝マナダイトの個性に合わせて調整されたものではないだろうか。

　ただし──

「さあ、名残惜しいがそろそろ決着を着けようではないか！」

　そう言うアルディの装甲には、よく見れば無数のひびが入っている。そこからも青い光が漏れ出していた。

　ウルム＝マナダイトの出力に、アルディ自身の身体からだが耐え切れていないのだ。

「参る！」

　が、アルディは再び防御障壁でハンマーを構築すると、構うことなく突進してきた。

　綾あや斗とも《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を脇構えに取り、それを迎え撃つ。

「ぬううううん！」

「ぐぅっ！」

　先ほど打ち合った時よりも、その一撃は明らかに疾はやく重い。

　巨大なハンマーは取り回しが難しいはずなのに、圧倒的な出力とその学習能力がそれを凌りよう駕がしているのだ。

　そのためか、数合も打ち合うと綾斗は徐々に押され始めた。

　アルディのハンマーほどではないが、綾斗の《黒炉の魔剣》もかなり大きいため、小回りが利かない。今のアルディの速度にはついていくのが精一杯だ。

（このままじゃ、すぐに押し切られる……！）

「綾斗、下がれ！」

　と、ユリスの鋭い声が耳を打った。

　すぐにその意図を察した綾斗は、薙なぎ払はらわれたハンマーを《黒炉の魔剣》の腹で受け、その勢いで後ろへ跳ぶ。

「ふふん！　またなにか仕掛けてくるか！　いいだろう、もはや今の我輩にはいかなる技も通じぬということを示してやろう！」

「ほう、言ったな？　ならば存分に味わえ！」

　ユリスがアスペラ・スピーナを振り下ろすと、巨大な魔法陣がアルディの足元に浮かび上がる。

「綻ほころべ──大輪の爆耀華ラフレシア！」

　その瞬間、アルディの眼前にとてつもない大きさの炎の花が顕けん現げんし、膨ふくれ上あがった。

　だが──

「ふははははは！　見よ！　今の我輩ならば、このようなことも可能なのである！」

　その花弁を押し潰つぶすように四方から防御障壁が閉じ込める。

　その箱の中で烈々たる炎と爆風が荒れ狂うが、防御障壁はまるで揺るぎもしない。

「馬鹿な……」

　ユリスが愕がく然ぜんとした顔でつぶやく。

　それも無理なからぬことで、この大輪の爆耀華はユリスの設置型能力の中でも最大火力の技だ。かつて《覇潰の罪鎌グラヴイシーズ》にも凌しのがれたことはあったが、その時でも局地的に防がれただけだった。それが丸ごと完封されたとなればショックも大きいだろう。

「では、我輩もお返しといこうか！」

　アルディが掌てのひらをかざすと、今度は防御障壁が重なり合い、巨大な球状に展開した。そしてその中に膨大なエネルギーが集約されていく。おそらくはウルム＝マナダイトの出力をそのまま注入しているのだろう。

　やがてアルディがその手を握り締めると、その球たまは見る間に圧縮されて拳こぶしの中に納まった。

「まさか……！」

　綾あや斗との直感が最大級の危険を告げる──が、どうしようもない。

「さあ、爆はぜるのである！」

　アルディがその拳を開くと、圧縮されていたエネルギーが一気に解き放たれる。

　それはステージ全体を巻き込むほどの大爆発だ。無論、逃げ場などあろうはずもない。

「──」

　閃せん光こうで視界全すべてが白く染まり、ユリスの悲鳴が轟ごう音おんに掻かき消けされる。

　塵ちりのように吹き飛ばされた綾斗はあまりの衝撃に一瞬意識を手放しかけたが、幸いにも体中を走る激痛が覚かく醒せいを強制した。

「ぐ、ぅ……」

　倒れ伏していた綾斗はなんとか身体からだを起こし、状態を確認する。靭化複合繊維製の制服はあちこちが破れてはいるものの、半ば無意識で守ったのか、校章のほうはいくつか傷が付いているだけで無事だった。

　が、ほっとして視線を上げ、思わず固まる。

　目の前に広がるステージは、完全に壊滅していた。

　地面はえぐれてクレーター状になり、衝撃吸収用の人工土壌が剥むき出だしになっている。

　観客席を守っている会場の防御障壁にさえ、あちこちで火花が散っていた。

　ただ一点、爆心地のわずかな区画だけは無傷のままだ。

　そこに立つアルディの周囲を無数の防御障壁がドーム状に覆おおっている。

（あの爆発の中心部にいても無傷なのか……？）

　だとしたら、防御障壁の堅けん牢ろうさはもはや《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の攻撃力を凌しのいでいるかもしれない。綾斗が《黒炉の魔剣》の力を全て引き出せていればまた違うのだろうが、自身のウルム＝マナダイトの力を極限まで引き出している今のアルディには及ぶべくもないだろう。

「ふはははははは！　さあさあ、続きといこうではないか！　我輩はまだ……」

　しかし、そこまで言ったところで、がくんとその膝ひざが落ちる。

「ぬ……？」

　ウルム＝マナダイトの高出力による自壊だろうか。アルディの両足から、青い火花が飛び散っていた。

　それほど大したことはなさそうだが、おかげで少しでも体勢を立て直す時間が稼げそうだ。

　さすがにこの状態で追撃を受ければ凌しのぎようがない。

「綾あや斗と、無事か……？」

　か細い声に振り向けば、綾斗の背後でユリスが身体からだを起こしたところだった。

　しかしユリスは苦く悶もんの表情を浮かべると、ふらりとまたすぐに倒れこんでしまう。

「ユリス！」

「だ、大丈夫だ……と言いたいところだが、さすがに少々厳しいな……」

　綾斗に抱き起こされてもユリスはぐったりとしたまま苦笑を浮かべるだけだ。

「正直に言え……まだ勝機があると思うか？」

「……なくはない、と思うけど」

　例えばこのまま時間を稼げばアルディは自滅する可能性が高い。

　だが、それまで綾斗たちが凌ぎきれるとはとても思えなかった。なにしろすでに満まん身しん創そう痍いだ。星辰力プラーナだけはまだ余裕があるが、蓄積されたダメージはほとんど限界まで綾斗の体力を奪っている。

　全力で打ち合えるのは、精々あと十数合といったところだろう。

「その案はあまり現実的ではないな……他には？」

「せめて俺が速度で上回ることができれば、勝負に出られるんだけど……」

　剣速でも遅れを取っている現状では、捨て身の戦法すら使えない。

　一応流星闘技メテオアーツという手もあるが、威力は増してもあれは刀身がさらに巨大化するため剣速はさらに落ちる。それでは今のアルディに当てることさえできないだろう。

「速度、か……」

　するとユリスはなにか思い付いたのか、はっと顔を上げる。

「以前クローディアから《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》は本来使用者にとって最適の形状をとると聞いた覚えがある。だが、今の形はとてもそうとは思えん。それをなんとかできたなら、少しは改善になるのではないか？」

「そう言われても……」

「流星闘技を使った時は巨大化させていたではないか。要領は同じだろう？」

　あっさり言ってくれるが、あれはただ星辰力を注ぎ込んだだけだ。

「俺は細かい星辰力の調整が苦手なんだ。それも、すごく」

「ふむ……」

　ユリスは少し考え込んだ後、意を決したように綾斗に言った。

「──わかった。ならばそれは私が担当しよう」

「えっ？」

「少し《黒炉の魔剣》を触らせてもらうぞ」

　驚く綾あや斗とを尻しり目めに、ユリオスは綾斗が握っていた《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》に手を伸ばす。

「ちょ、ちょっと──！」

「く……っ！」

《黒炉の魔剣》に触れたユリスは、しかしすぐにその手を離した。触れていたのはほんの短い時間だったのに、その掌てのひらはすっかり焼やけ爛ただれてしまっている。

「ふふ……さすがに難物だな。認めぬ者には触れさせもせんか。……まあ、どっちにしろ《魔女ストレガ》の私にはこいつを扱うことはできんのだが」

《魔術師ダンテ》や《魔女》といった能力者は、そのほとんどが純星煌式武装オーガルクスを使うことができない。それはかつてユリス自身が言ったことだ。

「まあいい、今ので十分だ。──綾斗、流星闘技メテオアーツをやってみろ」

「流星闘技を？　このままでかい？」

　うなずくユリスに促され、綾斗は右手に持った《黒炉の魔剣》に星辰力プラーナを注ぎ込んだ。

　それに応じるように、《黒炉の魔剣》の刃やいばが広がり、刀身が伸びてゆく。

　と、ユリスは綾斗の右手に自分の右手をそっと重ねた。

「ユリス……？」

「咲き誇ほこれ──炎蔓の飾王花アレクサンドリート」

　その途端、綾斗の右腕をユリスの星辰力が走り抜け、《黒炉の魔剣》刀身に絡みつくような炎がともる。

「これは……？」

「本来は武器に炎をまとわせる技なのだが、今回はこれを介しておまえの星辰力調整を私が補助する。おまえはとにかくこいつに星辰力を注ぎ込めばいい」

「わ、わかった……！」

　とにかくユリスを信じてそれに従うと、今まで膨ぼう張ちようを続けていた《黒炉の魔剣》がぴたりと止まった。

「綾斗、イメージしろ。おまえが最も使いやすい形、大きさ、理想の《黒炉の魔剣》の姿を」

「……」

　綾斗は無言のまま、それを思い浮かべる。

　すると螺ら旋せん状じように刀身を取り巻くユリスの炎が、それを締め付けるように細く伸び、黒い文様が後追いをするかのように同じ動きをとった。

　コアであるウルム＝マナダイトが輝きを増し、うなりを上げて身震いする。

　やがて《黒炉の魔剣》は細くしなやかに姿を変えて行き──綺き凛りんの千せん羽ば切きりよりもわずかに大きい程度で落ち着いた。その刀身には黒い文様と炎が交互に絡み合い、幻想的な美しさを作り出している。

「ふぅ……できたぞ。これがおまえの──天あま霧ぎり綾あや斗との《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》だ」

　ユリスが深く重い息を吐き出し、微かすかに笑う。

「これが……」

「この試合、私にできるのはここまでだ。あとは頼んだぞ、綾斗」

「……了解、ユリス」

　綾斗はユリスを優しく横たわらせると、《黒炉の魔剣》を一振りしてアルディに向き直った。

「ごめん、待たせたかな」

「いいや、我輩のほうも少々不調があったのでな。応急処置を施していたところである」

　綾斗がステージ──といっても、すでに土くれとステージの破片が広がっているだけだが──の中央へゆっくりと歩みを進める。

　反対側からはアルディが同じように悠然と進み、お互いが間合いに踏み込んだその刹せつ那な──

　両者は一気に間合いを詰めると、ステージの中央で激突した。

「はああああああ！」

　綾斗が裂れつ帛ぱくの気合と共に、《黒炉の魔剣》を真一文字に薙なぐ。

（すごい……！　嘘うそのように軽く、手に馴な染じむ！）

　体感的には剣速が倍になったかのようだ。

　アルディはかろうじてそれをハンマーで受け止めたが、その瞬間防御障壁で構築された頭部が弾はじけ飛とんだ。焼き斬きったのではなく、その熱で融解し、弾けたのだ。

「なんと……っ!?」

　アルディもさすがに驚きよう愕がくの声を上げるが、すぐにハンマーヘッドを再構築し、それを上段から振り下ろす。

　速度を挽ばん回かいし、武器の威力で勝っても、一発でもくらったらそれでおしまいだ。ましてや綾斗には打ち合いを続けるだけの体力は残されていない。

（ここで勝負を決める……！）

　綾斗はギリギリのところでそれをかわすと、アルディの胸の校章目掛けて渾こん身しんの突きを繰くり出す──が。

　その前に振り下ろしたアルディの一撃が、そのままステージの底をぶち抜いていた。

「くっ──！」

　足元に開いた大穴から逃れるように飛とび退のくと、両肩の飛行ユニットを吹かしたアルディが空中で高速に機動し、綾斗を捉とらえる。

「もらったのである！」

　風さえも押し潰つぶすような勢いで襲いくるハンマーを、しかし綾斗は同時に吹き飛んだステージの破片を足場にし、更に高く飛んでいた。

　自分でも限界を超えた動きをしているとは思うが、今の自分にならそれが可能だという確信があった。

〝識〟の境地で周囲に巻き上げられた大型の破片を把握し、それを伝って空中でアルディの背後へ回り込む。

「ぬうううううううううう！　そうはさせんのである！」

　アルディの身体からだから放たれる青い光が一段と輝きを増し、飛行ユニットがロケットのような勢いでその身体を旋回させた。同時にアルディは横殴りにハンマーを振るい、綾あや斗とを迎撃する。

　だが──




「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術奥伝──〝修しゆ羅ら月づき〟！」




　それよりも一瞬早く、綾斗はアルディの懐へ入っていた。

　綾斗が足場にした破片をアルディのハンマーが打ち砕くと同時に、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》が半月のような剣けん閃せんを描く。













　空中で交差した両者は、そのまま地面へと落下し、受身も取れず派手な土気煙を巻き上げた。

「はぁ……はぁ……」

　仰あお向むけに倒れた綾あや斗との体力はとうに限界を超え、剣を振るうことはおろかもう立ち上がることもできない。

　その目に映るものは、遥はるか天井から自分を照らすライトの眩まばゆさだけだ。

　アルディがどうなったのか、自分の剣が届いたのか。

　それを確かめるだけの体力さえない綾斗の耳に届いたのは、決着を告げる機械音声だった。




「エルネスタ・キューネ、校章破損バツジブロークン」

「試合終了！　勝者、天あま霧ぎり綾斗＆ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト！」




　会場全体がしんと静まり返る中、それよりもずっと人間らしい機械の笑い声が響く。

「ふははははははははははははははははは！　──我輩の完敗である！」

　やがてさざなみのような拍手があちこちから聞こえてきたかと思うと、それは一気に爆発的な大歓声へと姿を変えた。

『つ、ついに！　ついに決着ー！　凄すさまじい激戦の末、この《鳳凰星武祭フエニクス》を制したのは星せい導どう館かん学がく園えんの天霧選手とリースフェルト選手です！』

『いやー、見入っちゃったッスねー。決勝戦に相応ふさわしい、素晴らしい試合だったッス！』

　歓声と拍手、喝かつ采さいに口笛、実況と解説の声。

　様々な音と声が綾斗に降りしきる中、綾斗はゆっくりと目を閉じ、深く大きく息を吐いた。





第七章　後夜祭







　シリウスドームのステージが使用不能になってしまったため、表彰式及び閉会式の会場は急きゆう遽きよプロキオンドームへと変更された。開会式と違って出席する生徒が限られているため、多少箱が小さくなっても問題ないのだという。

　実際、表彰式に出席するのは優勝者と準優勝者だけなので、ステージに立つ綾あや斗との居心地はすこぶる悪い。なにしろユリスは決勝後すぐに医療院へ運ばれて行ったし、準優勝者であるアルディもエルネスタが研究室に連れて帰ってしまった。つまり今この表彰式のステージに立っているのは綾斗とカミラ、そしてリムシィだけだ。

　一方で観客席は立りつ錐すいの余地もないほどの人で溢あふれている。表彰式と閉会式は入場フリーということもあるが（入場制限はある）、慣習的に決勝戦が盛り上がれば盛り上がるほどその数は増えるらしい。そういった意味では、綾斗たちの試合は観客も満足したということなのだろう。

「──以上のことから見ても、今回の《鳳凰星武祭フエニクス》がいかに素晴らしいものだったかわかって頂けると思います。特にアルルカント・アカデミーの二人に関する特例措置は、あくまで暫定的なものであるとはいえ、今後のルール制定において重要な……」

　壇上では運営委員長のマディアス・メサが、今大会の総評を述べている。開会式の挨あい拶さつが主に学生たちに向けたものであったのに対し、今のそれは観客と視聴者に向けてのものだ。そのためか、口調もやや堅苦しい。

　壇上には各学園の生徒会長が並び、綾斗がなんとなくその顔ぶれを見ていると、その中の一人──クインヴェール女学園の生徒会長と一瞬目が合った。

　するとシルヴィアは小さく微笑ほほえみ、悪戯いたずらっぽくウィンクを送ってきた。綾斗はドキリとしたが、シルヴィアはまたすぐに視線を外してしまう。

　今更ながらにあの少女は本物のシルヴィア・リューネハイムだったのだという実感が湧わいてきたが、他にも数人ほど綾斗のほうを見ている人物がいた。聖せいガラードワース学がく園えんの生徒会長と、界龍ジエロン第七学院の生徒会長だ。特に界龍の生徒会長はいやにキラキラした目で綾斗を見ており、少し怖い。

　対照的に、レヴォルフ黒学院の生徒会長ディルク・エーベルヴァインは綾斗のほうを見ようともしなかった。今回の件がディルクの仕し業わざだという証拠はないが、これに関しては警備隊の調査を待つしかないのだろう。

　クローディアはフローラが救出されたという一報を受けた時点で、警備隊に連絡を取ったのだという。決勝戦後の勝利者インタビューで、クローディアはユリスの代わりに綾斗に付き添ってくれたのだが、その場でいきなりフローラの一件について暴露したのだ。当然会見場は蜂の巣をつついたような大騒ぎとなり、インタビューの時間は大幅に延長されることになった。本来この表彰式は夕方から行われる予定だったのだが、もう外はすでにとっぷりと日が暮れている。

　ちなみにクローディアは誘拐が判明した時点で警備隊へ連絡しなかったことを大層怒られたそうだ。

「さて、それでは第二十四回目の《鳳凰星武祭フエニクス》優勝者と準優勝者をお呼びしよう。──三人とも、こちらへ」

　マディアスに呼ばれ壇上へ登ると、観客席から大きな拍手が巻き起こった。

「まずはカミラ・パレート、エルネスタ・キューネ両名の卓越した技術力と強い意志──並びにアルディ、リムシィの両選手の健闘をここに称たたえる。準優勝、おめでとう」

　マディアスはそう言ってカミラと握手を交わすと、大きなトロフィーを手渡した。

「光栄です、委員長」

「君たちのおかげで《星武祭フエスタ》にまた一つ新たな歴史が刻まれたと言っても過言ではないだろうね。我々は常に進化を続けなくてはならない。そのためには君たちのような才能が不可欠だ。今後ともがんばってくれたまえ」

　マディアスは次にリムシィと向き合い、同じように握手を交わす。

「今後《星武祭》における擬形体パペツトの扱いがどうなるかはわからないが、君の活躍は大きな意味を持つことだろう」

「……お言葉、感謝いたします」

　リムシィはいつもと変わらぬ冷静な表情のままそう答えた。

「そして、天あま霧ぎり綾あや斗と、ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト両名の輝かしい栄光と不屈の闘志、赫かく々かくたる勝利をここに称える。──優勝おめでとう」

「ありがとうございます」

　マディアスの力強い手がぐっと綾斗の手を握る。

「決勝戦では予想外の妨害にあったようだが、それにも負けず闘い抜いた君たちはまさしくこのトロフィーを受け取るに相応ふさわしい。我々運営委員会も警備隊に全面的に協力して真相の究明に努める所存だ。二度とこのような真ま似ねは許さないので安心してほしい」

「……よろしくお願いします」

　トロフィーにはアスタリスクの象徴たる六角形の紋章が刻まれてた。カミラが受け取っていたものよりも更に大きく、ずっしりと重い。

「個人的には、君の試合は実に面白かったよ。また次の《星武祭》で君の活躍が見られることを楽しみにしている」

「は、はい……」

　マディアスは笑顔でうなずくと、綾斗の肩に手を置いて向きを変えるよう促した。

　それに従い振り返ると、壇上を取り囲むようにしてメディアの取材陣が集まっている。

「さあ！　我々に無上の興奮と感動を与えてくれた彼らに、盛大な拍手を！」

　マディアスの声を受け、会場中から割れんばかりの歓声と拍手が巻き起こった。

《鳳凰星武祭フエニクス》が始まってから今までで、最も盛大で熱狂的な喝かつ采さい。それは三百六十度全すべてから降り注ぐ拍手の嵐あらしだ。

　綾あや斗とはそれにどう応こたえるべきか困惑しながらも、なにか一つの山を越えたような達成感を覚えていた。




　その後、表彰式を終えた綾斗はクローディアと共に控え室へ向かった。

「それで、この後はどうしますか？　一応レセプションがありますが、別段参加が義務付けられているわけではありません」

「それならまず医療院に行きたいな。ユリスと綺き凛りんちゃんの様子を見ておきたいし」

　ユリスもかなりのダメージを受けていたが、綺凛はそれ以上に重傷らしい。命に関かかわるほどではないというが、医療院の技術と《星脈世代ジエネステラ》の回復力をもってしても、数日は入院が必要だという。

　それだけフローラを助け出すのに必死になってくれたということなのだろう。

　──と。

「……綾斗っ」

　控え室の前に立っていた紗さ夜やが、綾斗を見るなりとてとてと駆け寄ってくる。

「優勝おめでとう。さすがは私の綾斗だ」

「紗夜たちのおかげだよ。ありがとう」

　綾斗がそう言うと、紗夜は珍しく照れたように首を振った。

「……いや、私だけの力じゃない。綺凛や夜や吹ぶき、マクフェイルも手伝ってくれた」

「レスターが？」

「うん」

　紗夜が後ろを指差すと、柱の影から隠れきれない大きな背中が覗のぞいている。

「ありがとう、レスター。助かったよ」

「べ、別に礼を言われる筋合いはねえ！　夜吹の野郎から脅されて、仕方なく手伝っただけだ！」

　こちらを向くことなく、ぶっきらぼうな声が返ってきた。

「はは……って、あれ？　そういえばその夜吹は？」

　綾斗は周囲を見回してみたが、英えい士し郎ろうの姿は見当たらない。

「あの野郎は途中で逃げ出しやがった……！　まったく、人を呼び出しておいて自分はトンズラとか……今度会ったらただじゃおかねえ」

　レスターの声には隠し切れない怒りで震えている。

　どうやらかなり本気で怒っているようだ。無理もないが。

「……でも、ごめん綾あや斗と。犯人、捕まえられなかった」

　しゅんとした顔で紗さ夜やが俯うつむく。

「謝ることなんてないよ。とにかくみんな無事だったんだから、それが一番さ」

　すでにクローディアから聞いていたが、紗夜と綺き凛りんでフローラをかどわかした犯人を撃退したものの、いつの間にかその姿が消えていたらしい。

　綺凛の怪け我がやクローディアへの連絡などであたふたしている隙すきに、逃げられてしまったということだが、綾斗としてはその点はそれほど気にしていなかった。

　もちろん犯人を捕まえられればその背後で糸を引いていたであろうレヴォルフを追求することができるかもしれないが、そんなことよりも紗夜やフローラたちが無事だったことのほうがずっと嬉うれしい。

「ああ、ところで俺たちは今から医療院に行くけど、紗夜とレスターはどうする？」

「……私も行く。綺凛は気丈にしていたけど、傷は浅くなかった。大丈夫か気になる」

　言って、紗夜は心配そうに眉まゆを寄せた。

「オレはもう帰るぜ。そこまでは付き合ってらんねえからな」

　レスターはやはりこちらに背中を向けたまま軽く手を上げて去って行ったが、その途中でふいに足を止める。

「そうだ──まあ、その、一応、おめでとうと言っておいてやる」

　そう言って、今度こそ──心なしか早足で──去って行った。

「ふふっ、マクフェイルくんも素直じゃありませんね……。さて、それではなにか医療院までの足を手配しましょう。少々お待ちください」

　クローディアが携帯端末を取り出して、どこかと連絡を取り始める。

　それを待つ間、紗夜と決勝戦に関して他愛のないやり取りをしていると──

「……む？」

　紗夜がふいに通路の奥へ視線を向けた。

「あ……」

　綾斗もそちらを向くと、カミラとリムシィがこちらへやってくる。

「……なんの用？」

「──先日の言葉を撤回する」

　カミラの言葉に、紗夜が目を丸くした。

「……理由がわからない。おまえたちに勝ったのは綾斗とユリスだ。私たちは負けた」

「決勝ではなく、昨日の準決勝の話だよ。キミと沙さ々さ宮みや博士の煌式武装ルークスはこのリムシィを上回った。それは誰が見ても明らかだ」

「……けど、アルディには勝てなかった」

　悔しそうにつぶやく紗さ夜やと同じ表情でカミラが言う。

「キミたちもすでに気がついていると思うが、アルディの防御障壁はウルム＝マナダイトの能力をエミュレートしたものだ。あれは自信を持って私の最高傑作といえる防御システムだが……合体時のアルディは違う。あの状態のアルディはウルム＝マナダイトから直接エネルギーを得て、その能力を使用している。つまり純星煌式武装オーガルクスを使用しているのと大差がないのだ。そして我々《獅子派フエロヴイアス》の理念は純星煌式武装のような不安定なものとは相あい容いれない」

　カミラはそこでため息を吐つくと、ゆっくり首を振った。

「よって、私個人はあれを勝利と認められない」

「でも……」

「それにそう思っているのはどうやら私だけではないらしい」

　カミラは言って、譲るように一歩横へよける。

　代わりに前へ出てきたのはリムシィだった。

「沙さ々さ宮みや紗夜。私はあなたとの再戦を希望します」

「再戦……？」

「まあ、今の状況で自律型擬形体この子たちが勝手に決闘をするわけにはいかないから、いつになるかはわからないが……」

　ぽかんとした顔でそれを聞いていた紗夜は、やがてその口元をふっと緩めた。

「わかった。だったら撤回はその時まで保留しておく」

「……どういう意味だ？」

　今度はカミラが驚いたように問い返す。

「私にもプライドがある。私もあれを勝利とは思えない」

「だが……」

「安心しろ。次は私が完膚なきまでに叩たたき潰つぶして決着を着けてやる」

　言って紗夜がにやりと笑うと、カミラも薄く笑みを浮かべた。

「……なるほど。ならば我々はその上をいくとしよう」

「──はい」

　リムシィだけは冷静な表情のままだったが、綾あや斗とにはなぜかそこに強い闘志が見えた気がした。





＊






　アスタリスクの地下ブロックは施設保全部の管轄であり、かなりの頻度で定期点検を行っている。そのため犯罪者などが身を潜めるには不向きなのだが、例外がないわけでもない。

　例えば、その定期点検のルートと周期を完全に知っている場合だ。

　それでも潜伏するというわけにはいかないが、脱出ルートとして利用するくらいならば問題はない。

　両腕をだらりと垂らしたその男は、膝ひざ下したまで水に浸かりながら、迷路のように枝分かれしている排水路を静かに進んでいた。壁面にはかなり離れた間隔で小さな照明がはめ込まれているものの、その光は弱くほとんど先を見通すことはできない。

　それでも男の歩みが緩むことはなかったが、ふいにその足がぴたりと止まる。

「へぇー、その身体からだでよくもこんなところまで逃げてこれたもんだ」

「……」

　反響する声は場違いに明るく、軽い。

「黒猫機関グルマルキン金きん目めの七番。名前は確か……ああそうそう、ヴェルナーだったっけ？」

　男──ヴェルナーが振り返ると、薄うす闇やみの中に人懐こい笑みを浮かべた少年が立っていた。

「その頬ほおの傷……知っているぞ。《影かげ星ぼし》の忍しのびだな」

「おやおや、おれのことなんかをご存ぞん知じとは嬉うれしいね」

　少年はまるで警戒した様子もなく、無造作にヴェルナーに近づいてくる。

「知っているとも。変わり者の同業者は、すぐに噂うわさになる」

　そう言うヴェルナーの声にはまるで感情らしきものがなく、ただただ無機質な冷たさだけしか感じられない。

「随分と好き勝手をやっているそうだな。星せい導どう館かんもさぞ頭が痛かろう」

「ははっ、あんたほどのプロに言われちゃ返す言葉がねーな」

　少年は苦笑いを浮かべると、あっけらかんとした口調で続けた。

「でもさ──ただ言われた通りに動くだけじゃつまんねえだろ？」

「おまえ……一体誰の命令で動いている」

「さあて、ね」

　少年の声にほんの少し、わずかに剣けん呑のんな色が滲にじむ。

　その瞬間、少年の影から飛び出した棘とげが少年の胸を貫つらぬいた──かに見えた。

　しかしそこには串くし刺ざしにされた少年の制服があるだけで、少年の姿はどこにもない。

「──変わり身の術ってやつさ」

「っ！」

　その声はすぐ背後から聞こえたが、ヴェルナーは振り返ることができなかった。熱い衝撃が腹部を走り、喉のど元もとまで生ぬるい液体がこみ上げてくる。

　そのまま排水路に倒れ込んだヴェルナーは、派手な水しぶきを上げた。

　もし十分な明かりがあれば、水を染めるように赤い色が広がっていくのが見えただろう。

　少年は手にした苦く無ないを軽く振って血を払うと、男に向かって言った。

「そんなだからおれは黒猫機関あんたんとこの誘いを蹴けったんだよ」

　少年は穴が開いた制服を拾い上げると、露骨に顔を顰しかめる。

「しまったな……こいつ、下おろし立てだったっけ……」




　──アルルカント・アカデミー研究院地下ブロック。

「おーおー、こりゃあ酷ひどい。基礎フレームから総とっかえしないとダメっぽいわねー」

　自分の研究室でアルディのリペアを行っていたエルネスタは、その内容とは裏腹にいかにも楽しそうな口調だった。

「ふははははは！　まあ、そうでしょうな！」

　強化硬質ガラス越しの作業室で四肢を外され、頭部と胸部だけの姿になったアルディが豪快に笑う。

「でもにゃー、ウルム＝マナダイトの出力に耐えられるだけの素材となると、一から作り直すしかないからにゃー。《黒婦人派ソネツト》の連中に開発を頼むとしても、結構先になっちゃうか……。アルディ、しばらくは仮組みのボディで我慢してもらうよん？」

「うむ！　致し方ありませんな！」

「んじゃあ、まずは──っと、なになに？」

　いざ本格的な組み立て作業に入ろうとしたところで、エルネスタの携帯端末が着信を知らせた。

「おやまあ……」

　エルネスタはにんまりと笑い、作業室との音声を遮断してから空間ウィンドウを開く。

「これはこれは《悪辣の王タイラント》閣下、ご機嫌麗しゅう。この度は私めにどのような御用でしょうか？」

『……ちっ、嫌味ったらしい女だな』

　空間ウィンドウに映し出された小太りの青年は、エルネスタの挨あい拶さつに舌打ちで応こたえた。

「いやーん、だってだって、せっかく頂いた手土産が、いざ蓋ふたを開けてみたら空っぽだったんですものー」

『黙れ、クソ女。せっかくのチャンスを物にできなかったのは、そっちのガラクタの責任だろーが』

　くねくねと身体からだをくねらせるエルネスタに、ディルクがそう吐き捨てる。

「べっつにあたしが頼んだわけじゃないもーん」

『ふんっ！　……まあいい、本題だ。先日の返事を聞かせてもらおうか』

「返事って？」

　きょとんとした顔で問い返すエルネスタ。

『オレたちと手を組むかどうかだ』

「あー、それねー。もちろん答えはノー」

　手の前で腕を組み合わせ、大きくバツを作ってみせた。

「やっぱりキミたち、ちょっと趣味じゃないんだよねー」

『そいつはお互い様だな』

　ディルクはさも不愉快そうな顔でエルネスタを睨にらむ。

『だが……果たしてそれで三体目の擬形体パペツトは完成させられるのか？』

「──っ」

　その途端、エルネスタのまとう空気が引き締まった。

　表情は変わらず笑顔のままだったが、ほんの少しだけその目つきが鋭くなる。

「ふぅん──なるほどねえ、大したもんだー。まだ彼女のことはカミラにも教えてないってのに……さすがはレヴォルフと言うべきかな？」

『適合するウルム＝マナダイトが見つからないんだろ？　そりゃあそうだ、フラウエンロープはウルム＝マナダイトの実用提供に関しちゃ一番渋いからな。研究院から引っ張り出すのはさぞかし大変だろーよ』

「……」

『まあ、今回の《鳳凰星武祭フエニクス》で優勝してればまた違ったかもしれねーがな』

「……それで？　ウルム＝マナダイトの状況に関しちゃ、レヴォルフだって同じようなもんでしょ？　また空箱つかまされちゃたまらないしねー」

『誰もうちが出すとは言ってねえだろうが』

　その答えにエルネスタが眉まゆを顰ひそめるが、すぐに思い至いたったのか薄く笑う。

「ああ、もしかしてキミたちの黒幕さん？」

『そんなやつはいねーよ。あくまでオレたちは必要な時に力を貸すだけの関係だ。同じ方向を見てる以外に共通点もねえ』

「ふぅん……」

　エルネスタは曖あい昧まいな相あい槌づちを打つと、しばらく考え込んだ。

『どうした？　さっさと返事をよこしやがれ』

「……わかった。話を聞くだけ聞いてみようじゃない」

　エルネスタのその答えにも、ディルクは腹立たしげな顔のままにこりともしない。

『いいだろう。また連絡する』

　ぶつんと消え去った空間ウィンドウを前に、エルネスタが大きく息を吐き出す。

「さぁて、鬼が出るか蛇が出るか……」

　つぶやくエルネスタの口元は、知らず知らずのうちに緩んでいた。
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「あ、綾あや斗と先輩……痛つっ！」

　病室に入ると、綾斗の顔を見るなり綺き凛りんがベッドから跳ね起き──ようとしたものの、わき腹を押さえて苦く悶もんの表情を浮かべ、硬直する。

「ちょ、ちょっと綺凛ちゃん、無理しないでいいから！」

「い、いえ、大丈夫です……これくらいすぐに治りますから」

　綾斗が慌てて駆け寄ると、目の端に涙を浮かべながらも微笑ほほえんでそう言った。

「……重傷なのは間違いない。大人しくしておけ」

「そうですよ。まずはゆっくり身体からだを休めてください」

　綾斗に続いて入ってきた紗さ夜やとクローディアも、綺凛の身体を気遣う。

「わ、紗夜さんに会長も……わざわざありがとうございます」

「ほら、いいからまだ横になってたほうがいいよ」

「は、はい……」

　綾斗の言葉に仕方なく身体を戻す綺凛。

　部屋にはもう一つベッドがあるが、そちらは空だ。

「あれ？　ユリスも同じ部屋って聞いてたけど……」

「あ、ユリス先輩は今別室でフローラちゃんと一緒に警備隊から話を聞かれているみたいで……」

「そっか。そういえば俺も後で話を聞かせてくれって言われたなあ」

　つまりは事情聴取だ。

　これが済んだら綾斗も出向いたほうがいいかもしれない。

「あ、あの、綾斗先輩っ」

　その時、綺凛が真まっ直すぐに綾斗の目を見ながら言った。

「うん？」

「遅ればせながら、優勝おめでとうございます。試合、録画ですけど拝見しました。本当に素晴らしかったです！」

「ははっ、ありがとう。でも勝てたのは綺凛ちゃんたちががんばってくれたからだよ。……よくやってくれたね、綺凛ちゃん」

　綾斗はそんな綺凛の頭を優しく撫なでる。

「い、いえ、そんな、わたしなんて──」

　すると綺凛は頬ほおを赤く染め、恥ずかしそうに薄手の布団で顔を隠してしまった。

「……あの《魔術師ダンテ》を倒せたのは綺凛のおかげなのだから誇ほこっていい。特に最後の抜刀術はすごかった」

「抜刀術？　へぇ……刀とう藤どう流りゆうに抜刀術があるなんて知らなかったな」

　綾あや斗とが感心してそう言うと、綺き凛りんはますます深くベッドにもぐってしまう。もう目元より上が覗のぞいているだけだ。

「あ、あれは、その……分家のほうで編み出された技で、本家の流れを汲くむ道場では教えていないのです……。わたしも実戦で成功させたのは初めてで……」

「なるほど……うちも一応分家があるけど、そういうのはなかったなあ」

　さすがに刀藤流くらいの規模となるといろいろ面倒なこともあるのだろう。

「あっ！　そ、それより綾斗先輩！　決勝戦、最後に決めた技は一体なんですか？」

　と、剣術に話が及んだ途端、綺凛が目を煌きらめかせながら顔を出す。

　やはりこの話題になると綺凛は少し人が変わるようだ。

「ああ、〝修しゆ羅ら月づき〟のこと？　あれは一応奥伝だからあまり種明かしはできないんだけど……戦場で足を止めず、駆け抜け様に相手を斬きるための技、ってところかな」

　小回りが利かないとできない技なので、普段の《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》では厳しかっただろう。

「なるほど……古流らしい技ですね」

「元々天霧辰明流うちの奥伝は多対一を想定したものが多いのだけれど、あれは少し変り種だね」

「──ところで」

　そのように剣術談義に花を咲かせていると、ふいにクローディアがそう言った。

「私も少し綾斗に伺いたいことがあるのですが、よろしいですか？」

「え？　うん、いいけど……なにかな？」

「表彰式の際に気がついたのですけれど、いつの間にクインヴェールの生徒会長殿とお友達になられたのでしょう？」

「なっ!?」

　驚く綾斗と、それ以上に驚いた顔で綾斗を見る紗さ夜やと綺凛。

「クインヴェールの生徒会長って……え？　えええええっ!?」

「……《戦律の魔女シグルドリーヴア》が、綾斗と？」

「い、いや、彼女とは友達っていうか、まだ知り合ったばかりで……」

　しどろもどろになる綾斗に、クローディアがいつもの笑みを浮かべる。

「──あら、ではやはりお知り合いだったのですか」

「あ……」

　しまった。はめられた。

「鎌かまをかけたね、クローディア……」

　恨みがましくそう言うと、クローディアは悪戯いたずらっぽく肩を震わせる。

「ふふっ、すみません。でも、どうしても気になったものですから」

「た、確かに気になります！　どうしてあのシルヴィアさんと綾あや斗と先輩が？」

「……まったく綾斗ときたら……まったく！」

「え、えーと、それはですね……」

　シルヴィアとの約束がある以上、本当のことを話すわけにはいかない。

（かと言ってどうやってごまかしたらいいものか……）

　三人の視線が集まる中、綾斗が必死で考えを巡らせていると──

「一体なにをやっているのだ、おまえたちは……」

　病室のドアが開き、ユリスとフローラが入ってきた。

「ああ、ユリス。警備隊の聴取は終わったの？」

　渡りに船とばかりに綾斗がユリスに振って話題を変える。

「うむ。いかにディルク・エーベルヴァインが悪逆非道な男か、滔とう々とうと語ってきてやったぞ」

　ユリスはすっきりした顔でそう言った。

「それはいいけど……ユリスも入院が必要なんだろう？　そんなに動いて大丈夫なのかい？」

「私の場合は綺き凛りんと違って星辰力切れプラーナアウトの症状だったからな。入院と言っても一日だけだし、もう大分回復した。無論、打撲やら骨折やらはあるが、この程度なら特に……ん？　どうしたフローラ？」

　と、フローラは病室の入り口に立って俯うつむいたまま、中に入ってこようとしない。

　それでもユリスが声をかけると、意を決したように顔を上げた。

「あ、あの、皆様！　このたびはフローラのせいで大変なご迷惑を……！」

「そんな、別にフローラちゃんが悪いわけじゃないんだから気にしなくてもいいよ」

　スカートを握り締め、今にも泣き出しそうな顔で言うフローラを見て、綾斗が慌てて慰める。

「で、でも、天あま霧ぎり様や姫様には本当に大切な試合で……しかも刀とう藤どう様はこんな大おお怪け我がまで……」

「わ、わたしも別に気にしていませんから……！」

　綺凛もそうフォローするものの、フローラの瞳ひとみにはみるみる大粒の涙が溜たまっていく。

「やれやれ……」

　しかしそんなフローラに、ユリスがあやすような優しい声で言った。

「いい加減力を抜け、フローラ。おまえはよくできた子だが、それでもまだ十歳なのだ。泣きたい時は素直に泣いていい」

　言って、その頭をぽんと叩たたく。

「でも、でもぉ……」

「──いいんだ」

「ぅ……ひ、ひめしゃまぁ……」

　するとついにフローラの瞳ひとみから涙が溢あふれ出だし、その顔が歪ゆがむ。

「うわぁぁぁん！　ひめしゃま、ひめしゃまああ！　こわかったよぉ！」

　そしてフローラはユリスにしがみつき、大声で泣き出した。

「うん……よくがんばったな、フローラ。もう大丈夫だ」

「うわぁぁぁぁぁん！」

　涙と鼻水で顔をくしゃくしゃにしながら泣くフローラは、年相応の女の子にしか見えない。

　ユリスはフローラが落ち着くまで、その背中をずっと優しく撫なで続けていた。





＊






「さて──綾あや斗と。少しいいか？」

　泣き疲れて眠ってしまったフローラを自分のベッドへ下ろしたユリスが、ドアを指差して言った。

「ああ、別にいいけど……どこに？」

「なに、すぐそこだ」

　先導するユリスについていくと、確かに病室からすぐのところでその足が止まる。

　そこは自動販売機とソファが並んだちょっとした休憩コーナーのような場所だった。医療院はあちこちにこういったスペースがあるが、時間のせいか今は他に誰も利用者はいないようだ。

「奢おごってやろう。好きなものを選べ」

「……じゃあ、アイスコーヒーで」

「では私は紅茶にしておくか」

　ユリスが放ほうり投げた缶コーヒーを受け取ると、その冷たさが手に心地いい。

「──それで？」

「うむ……」

　なにか話があるのだろうと思って水を向けるが、ユリスは困ったような顔で手の中の缶を弄もてあそぶだけだ。

　しばらくして、ようやく口を開いたかと思うと。

「いや……確かに話があっておまえを連れ出しのだがな。いざとなってみると、なにを話せばいいのやら……」

　そう言って、ユリスはまた押し黙る。

　お互いにソファに座ることなく、壁に背中を預けるようにして二人並んで立ったまま、無言の時間が過ぎていく。

「──おまえとでなければ、ここまでこれなかっただろう」

　やがて、唐突にユリスが言った。

　綾あや斗とのほうも見ずに、真まっ直すぐ前を向いたまま。

「……俺もユリスとじゃなきゃ、ここまでこようとは思わなかったよ」

　綾斗も同じように前を向いたまま、そう答える。

「だが、それでもここはまだ通過点の一つにすぎない。先は長い」

「付き合うよ。キミと、俺自身のためにね」

　成すべきことは見つけた。

　今はもう、その次の段階に進まなければならない。

「──そうか」

「……うん」

　再びの沈黙。

　ただし今度は、すぐに途切れた。

「ならば、一ひと先まずは祝杯といこう」

　ユリスが綾斗のほうを向き、柔らかに笑う。

「今日の勝利を祝して」

　ユリスが言って、自分の缶を掲げた。

「次の勝利を願って」

　綾斗が言って、自分の缶をぶつける。

　かつんと、小さな音が静まり返った廊下に響いた。





エピローグ







　アスタリスク中央区行政エリア──その中心に《星武祭フエスタ》の運営本部はある。

　アスタリスクでも一、二を争うほどの高層ビルで、運営委員長マディアス・メサの執務室はその最上階に位置していた。

　部屋のつくりとしては星せい導どう館かん学がく園えんの生徒会室に近いだろうか。一面がガラス張りになっていてアスタリスクの全景が見渡せるようになっている。置いてある物はソファにしろ執務机にしろ皆一流品なのだろうが、全体的に落ち着いた印象だ。

　その執務室で、綾あや斗ととユリスは事件の報告を受けるためにマディアスと向き合っていた。

「やあ、よく来てくれたね。今回の《鳳凰星武祭フエニクス》はいろいろとあったものだから、後始末に時間がかかってしまった──ああ、どうぞ座って」

　マディアスに促され、テーブルを挟んでソファに座る。

《鳳凰星武祭》が終わってから一ヶ月。すでに長い夏休みも終わり、季節は秋に移っていた。

「早速だが、本題に入ろう。フローラ・クレム嬢の誘拐事件に関して──もうすでに君たちの耳にも入っていると思うが、あの事件の犯人であると目されているマフィアグループのうち、逃亡していた幹部連中が先日逮捕された」

　マディアスはそこで小さく息を吐く。

　綾あや斗ととユリスは険しい顔のまま、話の続きを待った。

「クレム嬢が監禁されていたカジノを運営していたマフィアでね。他にも手広く違法行為を行っていて、《鳳凰星武祭フエニクス》関連の賭と博ばくの胴元でもあったようだ。ところが少し倍率を偏らせすぎたようで、君たちに勝たれるとかなりまずい状況だったらしい。とはいえ、棄権されてしまうと払い戻しになってしまう。そこで思い付いたのが、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使えなくさせるというハンデだ。今のところほとんどの連中が否認しているが、アジトからは決定的な証拠がいくつも押収されている」

　そこまで話すと、マディアスは苦笑して肩を竦すくめる。

「まるで納得していないという顔だね？」

「当然です。あれは明らかに──」

「まあ、待ってくれたまえ。無論、君たちの証言は警備隊でも重視しているし、その線で調査も続けている。ただ──沙さ々さ宮みやくんと刀とう藤どうくんが闘ったという《魔術師ダンテ》は今のところ見つかっていないし……立場上、私が名前を挙げるのは憚はばかられるので許してほしいのだが、特定の学園──あるいはその諜ちよう報ほう工作機関の関与を示す証拠も見つかっていない」

　マディアスの言葉に、ユリスが奥歯を噛かみ締しめるのがわかった。

「もちろんマフィアの構成員にはレヴォルフの現役学生も多いので、そういった観点から見れば所属学園の責任は免れない。当然処罰を検討しているし、場合によっては《星武祭フエスタ》のポイント剥はく奪だつなどの厳しい処分が下る可能性もある」

　確かに《星武祭》のポイント剥奪は厳しい処罰だが、調べてみると過去にレヴォルフは何度もそれを受けている。仮にそうなったとしても、さほど驚きはない。

「それにこの一件に関しては警備隊長が強い関心を持っているとも聞く。捜査も引き続き行われるようだし、もう少し長い目で見てくれたまえ」

「……わかりました」

　ユリスは不承不承といった感じでうなずく。

　この件に関しては、ユリスはもうすでに怒り疲れているのだ。

　綾斗としてもユリスの気持ちはわかるし、なにより今回狙ねらわれたのが綾斗だとすれば、巻き込まれたのはむしろユリスとフローラのほうだといえる。このままディルクのしたことが見逃されるとしたら、綾斗も当事者として許すことはできない。

「今回の件は我々運営委員会としても非常に遺憾に思っている。現在、参加選手やその親類縁者に対してのサポートを強化する方向で検討中だ」

　マディアスはそう言って、立ち上がった。

「なにかあったらまたいつでも連絡をくれたまえ。私でできることなら、最大限の協力を惜しまない」

　マディアスの差し出してきた手を取ると、ふとその表情が和らいだ。

「ところで天あま霧ぎり君、君は《鳳凰星武祭フエニクス》優勝者の願いとして、お姉さんの捜索を頼んだらしいね」

「え……？　ああ、はい」

　急に話題が変わったので戸惑いつつも、綾あや斗とはうなずいた。

　──《星武祭フエスタ》優勝者はあらゆる願いをかなえてもらえる。

　それが《星武祭》の売り文句ではあるが、もちろん現実には限度というものがある。

　例えば死んだ人間は生き返らせることができないし、こんな時代であっても他人の人権を著いちじるしく侵害するような願いはさすがに通らない場合が多い（とはいえ、こちらはいくらでも抜け道があるようだ）。

　ユリスは当初から言っていた通り金銭を要求したそうだが、統とう合ごう企きぎ業よう財ざい体たいが提示した金額はとてつもないものだったらしい。

　ユリスはそれを使ってリーゼルタニアにある複数の孤児院の借金を全すべて返済し、更にはその権利者となり、残った分は以後の運用資金に充てるそうだ。

　一方で綾斗は姉の捜索を依頼していた。ユリスの願いと違って必ずしも見つけ出してくれるという保証はないが、統合企業財体が探して見つけられないようならもはや他に手段はない。

「このアスタリスクで失しつ踪そうしたというのなら、きっとどこかに手がかりが残っていることだろう。無事見つかることを祈っているよ」

「ありがとうございます」

　マディアスの言葉には、どこか親身なものがある。

　不思議に思いながらも、綾斗は一礼して退室した。




「ふぅ……」

　綾斗とユリスを見送ったマディアスは、再び椅い子すに腰を下した。

　と同時に、複数ある携帯端末の一つが着信を知らせ、マディアスは空間ウィンドウを開いた。

「……まったく、君のおかげでこっちは大忙しだよ」

「ふん！　オレはあんたのためを思ってやったんだがな」

　空間ウィンドウに映る赤毛の青年は、つまらなそうに鼻を鳴らす。

「おやおや、それはどういうことかな？」

「《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の恐ろしさはあんたが一番よく知っているはずだろうが。おまけにあいつはあの女の弟だ。いずれ計画の邪魔になるのは間違いねえ」

「だからと言って、今回の手は乱暴にすぎる。もう少し自重してほしいものだね。君としては歓楽街ロートリヒトの反乱分子を掃除できて一挙両得を狙ねらったのかもしれないが……」

　やんわりと釘くぎを刺すと、青年は眉み間けんの皺しわを深めた。

「こういう時のためにわざと放ほうっておいてある連中だ。役に立ってもらわねえと意味がねえ。それでも《猫ねこ》を一匹失った分と合わせりゃとんとんってとこだ」

「ふむ……まあいい。今回のところは大目に見ておこう。ところで彼女のほうはどうなったかな？」

「話を聞く気にはなったようだが……本気であれを引き入れるつもりか？　《超人派テノーリオ》のイカレ女よりはマシだが、あれはあれでネジが何本か飛んでるぞ」

「彼女の擬形体パペツトの性能は見ただろう。なにより我々には人手が足りないからね。それに彼女には計画のことを明かすつもりはないよ」

「……それが賢明だな」

「とにかく君はがんばって交渉を続けてくれたまえ。私が直接動くわけにはいかないからね。それではまた──」

　マディアスがそう言って通信を終えようとすると、それに先んずるように青年が言った。

「ところでいい加減、あの女とあんたの関係を教える気にはならねえのか？」

「やれやれ、またそれかい？」

　マディアスはわざとらしくため息を吐つき、困ったように笑ってみせる。

「悪いけど、それを教えるつもりはないよ。プライベートなことなんでね」

　言って、マディアスは今度こそ通信を終わらせた。

「まったく、彼も存外にしつこい……」

　愚痴るようにつぶやきながら、マディアスは携帯端末を新たに操作する。

　と、ブラックアウトしていた空間ウィンドウが再び映像を映し出した。といっても誰かとの通信ではない。監視用に設置したカメラの映像だ。

　そこには大きなベッドで眠っている、一人の少女の姿が映っている。

「さて、それにしてもどうしたものかな──」

　眠り続ける少女──天あま霧ぎり遥はるかの映像を眺めながら、マディアスはもう一度ため息を吐いた。





あとがき







　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

『学戦都市アスタリスク』、第五巻をお届けいたします。いろいろとお待たせしてしまい、本当に申し訳ございません。




　このアスタリスクというお話は、スタートした時点で一応最後までの大筋ができあがっています。とはいえ、当然書いていくうちに変わっていく部分も多々あります。例えば今巻の表紙を飾ったシルヴィアは、私が最初に設定した五人のヒロインのうちの一人なのですが、実のところ登場は次の《獅鷲星武祭グリプス》編からになる予定でした。それを前担当岩いわ浅あささんの「ぜひとも五巻で出しましょう！」という強い要望により、登場が前倒しになったのです。こうして書き上げてみると、なるほど正解だったなあ、と。

　そしてお読みいただいた方はおわかりでしょうが、この巻で一先ず《鳳凰星武祭フエニクス》編は完結となります。次巻、ちょっとしたインターバルを挟んでから（とはいえ、結構重要なお話になる予定です）、《獅鷲星武祭》編のスタートとなります。新章もよろしくお付き合いいただければ幸いです。

　今回もokiuraさんにはシルヴィアの華麗な表紙をはじめ、大変素晴らしいイラストを頂ちよう戴だいしました。シルヴィアのデザインはその武器や髪の色など、かなり時間をかけて話し合ったので最高の仕上がりだと思っています。さすが！




　さらに、にんげんさんの『学戦都市アスタリスク』漫画版第一巻が先日発売となりました！　かわいかっこいいユリスたちが生き生きと躍動しておりますので、ぜひぜひお買い求めください！　その続きも月間コミックアライブで好評連載中！




　さて、最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。

　タイのサイン会でお世話になったラクピム出版の皆様、台湾のサイン会でお世話になった尖せん端たん出版の皆様、本当にありがとうございます。

　新担当の池いけ本もとさん、交代早々大変ご迷惑をおかけしてしまい申し訳ございません。編集の大おお類るいさん、清し水みずさん、編集部の方々、なによりいつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。




　それではまた次巻でお会いできることを願って。


二〇一四年二月　三屋咲ゆう
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　著者

　三屋咲ゆう（みやざき・ゆう）

　　東京都在住。２月12日生まれ。

　　好きな呪文詠唱は「腐灰閃潰燼解瘡」。




　　お待たせいたしました。アスタリスク第五巻をお届けします。

　　これで《鳳凰星武祭》編は一応の完結となりますが、あくまで一つの山を越えただけで先はまだまだ長いです。

　　長い目でお付き合い頂ければ幸いです。




　イラスト

　ｏｋｉｕｒａ（オキウラ）

　　どうやら自分は肩がこらない体質らしいのですけどまだ肩こりになる日を、夢を諦めない人間でいたいです
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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